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このマニュアルについて
こ のマニュ アルでは、Microsoft Access、Visual Basic、ActiveX、および Borland
Delphi を使用し て Pervasive データ を表示および操作する方法について説

明し ます。 また、 ODBC （Open Database Connectivity） および SQL ク エ リ

を使用し て Pervasive データにア ク セスする方法について も説明し ます。こ

のマニュ アルでは、 作業手順やチュー ト リ アル、 さ らに、 新しい概念に対

する理解を深める ためのサンプル プロ グ ラ ムが用意されています。
vii
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このマニュアルの読者

こ のマニュ アルは、Microsoft Access、Visual Basic、ActiveX、および Borland
Delphi のユーザーを対象と し てお り 、 読者が各アプ リ ケーシ ョ ンの使用方

法を理解し ている こ と を前提と し ています。
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このマニュアルの構成

第 1 章 「Pervasive SDK コード  サンプルの概要」

こ の章では、 こ のチュー ト リ アルおよび基本的な概念について説明し

ます。

第 2 章 「Microsoft Access での Pervasive データの使用」

こ の章では、 Microsoft Access を使用し てサンプル データベース内の

データ を表示および操作する方法について説明し ます。

第 3 章 「Microsoft Visual Basic での Pervasive データの使用」

こ の章では、 Microsoft Visual Basic を使用し てサンプル データベース

内のデータ を表示および操作する方法について説明し ます。

第 4 章 「Pervasive PSQL を Delphi で使用」

こ の章では、 Delphi で ActiveX イ ン ターフ ェ イ ス を使用し て Pervasive
データ を表示および操作する方法について説明し ます。 また、 Btrieve
API を使用し た フ ァ イル オペレーシ ョ ン、 ODBC を使用し たデータ

ベースへの接続、 SQL ク エ リ の実行方法について説明し ます。

第 5 章 「Pervasive PSQL を Visual Basic で使用」

こ の章では、Microsoft Visual Basic で ActiveX イ ン ターフ ェ イ ス を使用

し て Pervasive データ を表示および操作する方法について説明し ます。

また、 Btrieve API を使用し たフ ァ イル オペレーシ ョ ン、 ODBC を使用

し たデータベースへの接続、 SQL ク エ リ の実行方法について説明し ま

す。

第 6 章 「ActiveX を使用する  Pervasive PSQL アプ リ ケーシ ョ ンの作成」

こ の章では、 Pervasive PSQL および Pervasive ActiveX イ ン ターフ ェ イ

ス を使用し てアプ リ ケーシ ョ ンを開発する方法について説明し ます。

第 7 章 「Btrieve API の言語イ ン ターフ ェ イ ス」

こ の章には、さ まざまなプロ グ ラ ミ ング イ ン ターフ ェ イ スでの Btrieve
API のサンプルが用意されています。

こ のマニュ アルの巻末には索引が用意されています。
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表記上の規則

特段の記述がない限り、 コマンド構文、 コード、 およびコード例では、 以下の

表記が使用されます。

大文字小文字の

区別

通常、 コマン ド と予約語は、 大文字で表記されます。 本書で

別途記述がない限 り 、 これらの項目は大文字、 小文字、 あ る

いはその両方を使っ て入力で き ます。 た と えば、 MYPROG、

myprog、 または MYprog と 入力する こ と ができ ます。

太字 太字で表示 さ れる単語には次の よ う な も のがあ り ます。 メ

ニュー名、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス名、 コマン ド、 オプシ ョ ン、

ボタ ン、 ステー ト メ ン ト など。

固定幅フ ォ ン ト 固定幅フ ォ ン ト は、 コマン ド構文など、 ユーザーが入力する

テキス ト に使われます。

[ ] 省略可能な情報には、 ［log_name］ の よ う に、 角かっ こ が使

用されます。 角かっ こ で囲まれていない情報は必ず指定する

必要があ り ます。

| 縦棒は、 [file name | @file name] のよ う に、 入力する情報の選

択肢を表し ます。

< > ＜＞ は、 /D=<5|6|7> のよ う に、 必須項目に対する選択肢

を表し ます。

変数 file name のよ う に斜体で表されている語は、 適切な値に置き

換え る必要のあ る変数です。

. . . ［parameter. . .］ のよ う に、 情報の後に省略記号が続 く 場合は、

その情報を繰 り 返し使用でき ます。

::= 記号 ::= は、 あ る項目が別の項目用語で定義されている こ と

を意味し ます。 た と えば、 a::=b は、 項目 a が b で定義されて

いる こ と を意味し ます。
xi
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Pervasive SDK コード サンプ
ルの概要
こ の マ ニ ュ ア ルのチ ュ ー ト リ ア ルお よ びサ ン プル プ ロ グ ラ ム では、

Microsoft Access、 ActiveX、 Visual Basic、 および Borland Delphi などの使い

慣れた ツールを使用し て Pervasive データ を表示および操作し、 Pervasive
PSQL に対応し たアプ リ ケーシ ョ ンを作成する方法をわか り やす く 説明し

ます。 これらのチュー ト リ アルでは、 特殊ク エ リ の実行やカス タ ム  レポー

ト の作成など、 既存のデータにア ク セス し て活用する新しい方法について

説明し ます。

Pervasive PSQL v11 またはその他のバージ ョ ンの Pervasive 製品をお使いの

場合、 Pervasive データ を使用し ています。 ほかに も、 Pervasive のデータ

は、 会計用パッ ケージ、 顧客管理システム、 バッ ク ア ッ プ用ソ フ ト ウ ェア、

イ ン ターネ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ン、 生産管理システム、 情報管理システム

などの各種ソ フ ト ウ ェア プロ グ ラ ムで使用されています。気付かない う ち

に Pervasive データ をあなたのデス ク ト ッ プや企業で使用し ている こ と も

よ く あ り ます。
1



Pervasive SDK コー ド  サンプルの概要
SDK コー ド  サンプルの概要

実際の作業を始める前に、Pervasive データベース  エンジンについての基本

的な情報を理解する必要があ り ます。 Pervasive PSQL エンジンは、 ト ラ ン

ザ ク シ ョ ナル ア ク セスおよび リ レーシ ョ ナル ア ク セスの 2 つのア ク セス

レ イヤーから構成されています。ト ラ ンザク シ ョ ナル データ  ア ク セスのパ

フ ォーマン ス と リ レーシ ョ ナル データ の堅牢性 と い う  2 種類のア ク セス

形態の統合によ り 大き な メ リ ッ ト が得られます。 エンジンは、 ス タ ン ド ア

ロ ン またはク ラ イ アン ト / サーバーと し て動作し ます。 ス タ ン ド ア ロ ン環

境では、 エンジンは、 アプ リ ケーシ ョ ンやデータ と同じマシン上に存在し

ますが、ク ラ イ アン ト / サーバー環境では、エンジン とデータはネ ッ ト ワー

ク  サーバー上に存在し、アプ リ ケーシ ョ ンはク ラ イ アン ト  マシンに存在し

ます。

サーバー エンジン と 通信し て ク ラ イ アン ト のアプ リ ケーシ ョ ンでデータ

ベースに接続するには、 リ ク エス ターを使用する必要があ り ます （ス タ ン

ド ア ロ ン環境では、 リ ク エス ターは不要）。

Pervasive の用語については、 Pervasive PSQL マニュ アル集に含まれている

「用語集」 を参照し て く ださい。
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Pervasive SDK コー ド  サンプルの概要
Pervasive PSQL SDK に含まれるサンプル

Pervasive PSQL v11 SDK では以下のサンプルが Web ダウ ン ロード によ り 使

用可能です。

Video Store アプ リ ケーシ ョ ン

ビデオ販売店管理アプ リ ケーシ ョ ンのサンプルが以下の言語で提供されて

います。

Windows

以下のフ ォーム ベースのサンプルが使用でき ます。

Visual Basic

Borland Delphi

Borland C++ Builder

Microsoft Visual C++

Java ク ラ ス  ラ イブラ リ

以下の Web ベースのサンプルが使用でき ます。

ASP

ASP.Net

Perl

PHP

JSP

Linux

Perl

PHP

Java Server Pages （JSP）

これらのサンプルのソース  コードは、/usr/local/psql/sdk/samples/
web デ ィ レ ク ト リ 内にあ り ます。
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Pervasive SDK コー ド  サンプルの概要
Pervasive エンジンへのアクセス

Distributed Tuning Objects

Windows 用の Distributed Tuning Objects の使用法を示す Visual Basic のアプ

リ ケーシ ョ ンのサンプルが含まれています。

Distributed Tuning Objects の詳細につい て は、 『Distributed Tuning Objects
Guide』 を参照し て く ださい。 Pervasive PSQL フ ァ イルのデフ ォル ト の保存

場所については、 『Getting Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL
フ ァ イルがイ ン ス ト ールされる場所」 を参照し て く ださ い。

サンプルのソースは、 次のデ ィ レ ク ト リ を参照し て く ださ い。

file_path\PSQL\SDK\SAMPLES\DTI\VBASIC （file_path はデフ ォ
ル ト で \Program Files\Pervasive Software です。）

Distributed Tuning Interface （Windows 用）

以下の DTI サンプルが使用でき ます。

Distributed Tuning Interface の使用法を示す 2 つのアプ リ ケーシ ョ ンのサン

プルが含 ま れ て い ま す。 Distributed Tuning Interface の詳細につい て は、

『Distributed Tuning Interface Guide』 を参照し て く ださい。

Visual C++

サンプルのソースは、 次のデ ィ レ ク ト リ を参照し て く ださ い。

file_path\PSQL\SDK\SAMPLES\DTI\MSVC （file_path はデフ ォル
ト で \Program Files\Pervasive Software です。）

Delphi

サンプルのソースは、 次のデ ィ レ ク ト リ を参照し て く ださ い。

file_path\PSQL\SDK\SAMPLES\DTI\DELPHI5 （file_path はデ
フ ォル ト で \Program Files\Pervasive Software です。）

Distributed Tuning Interface （Linux 用）

Linux 用の DTI サンプルでは以下のよ う な操作を行います。

ラ イセン スの追加または削除

MicroKernel の使用情報の表示

DSN およびデータベース名の表示

新しいデータベース、 DSN およびデータベース名の作成と削除
4



2
Microsoft Access での 
Pervasive データの使用
こ の章では、 Pervasive PSQL と 共に イ ン ス ト ール さ れる サンプル データ

ベースのデータ を Microsoft Access を使用し て表示および操作する方法に

ついて説明し ます。 Access を使用し て Pervasive のデータに接続する場合

は、 ODBC イ ン ターフ ェ イ ス を使用し て く ださい。

Pervasive PSQL は、Pervasive のエンジン と  ODBC 対応アプ リ ケーシ ョ ン と

の間での通信を可能にする ものです。 ODBC はデータベース要求そのもの

は処理し ません。 その代わ り 、 ODBC 対応アプ リ ケーシ ョ ン （Access など）

からの要求を受け付け、その要求を Pervasive PSQL 呼び出しに変換し ます。

こ の章では、 以下の項目について説明し ます。

「レ ッ ス ン 1 ： 環境を設定する」

「レ ッ ス ン 2 ： テーブルに リ ン クする」

「レ ッ ス ン 3 ： テーブルを イ ンポー ト する」

「レ ッ ス ン 4 ： SQL パス スルー ク エ リ を作成する」

メ モ  この章のレ ッ ス ンでは、 Access 97 の画面を示し ますが、 Access
2000 でも手順はほ と んど同じです。
5



Microsoft Access での Pervasive データの使用
レ ッ スン 1 ： 環境を設定する 
こ のセ ク シ ョ ンでは、 ODBC 対応アプ リ ケーシ ョ ン （Microsoft Access な
ど） で Pervasive のデータ に接続する ために必要な作業について説明し ま

す。 作業項目は以下の とお り です。

「必要な ソ フ ト ウ ェアを イ ン ス ト ールする」

「サンプル データベース を コ ピーする」

「新規データベース名および DSN を作成する」

「データ辞書フ ァ イルを作成する」

「チュー ト リ アル用のデータベース を作成する」

必要なソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする

以下のソ フ ト ウ ェアをあ らかじめイ ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。

Pervasive PSQL データベース  エンジン または リ ク エス ター。 ローカル

エンジン、またはク ラ イ アン ト  リ ク エス ターと サーバー エンジン と の

組み合わせです。

これら のコ ンポーネン ト のイ ン ス ト ール方法については、 『Getting Started
with Pervasive PSQL』 を参照し て く ださい。

サンプル データベースを コ ピーする

こ のチュー ト リ アルでは、 Pervasive PSQL と一緒にイ ン ス ト ールされるサ

ンプル データベース を使用し ます。 以下の手順に従 う こ と によ り 、 サンプ

ル データベースの個人用コ ピーを作成でき る ため、 デフ ォル ト で イ ン ス

ト ールされたデータベース を保持し たま ま自由に変更を加え る こ と ができ

ます。

サンプル データベースを コ ピーするには

1 Pervasive PSQL と一緒にイ ン ス ト ールされたサンプル データベース を

検索し ます。通常、このサンプル データベースは、Pervasive PSQL サー

バーの Application Data （ま た は ProgramData） フ ォ ル ダー下に あ る

\PSQL\Demodata デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。
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レ ッ スン 1 ： 環境を設定する
2 Demodata デ ィ レ ク ト リ に新しいフ ォルダーを作成し てネ ッ ト ワーク

で使用するユーザー名を付けます。

3 Demodata フ ォルダー内のフ ァ イルをすべて選択し、新しいフ ォルダー

にコ ピーし ます。こ のチュー ト リ アルでは、以降こ の新しいフ ォルダー

を使用し ます。

新規データベース名および DSN を作成する

データ  ソースは、ア ク セスするデータベースや使用する  ODBC ド ラ イバー

をはじめ、 その他接続に関連する情報を指定し ます。 データ  ソースは、 ア

ク セスする各データベース ご と に、 ODBC ア ド ミ ニス ト レーターを使用し

て定義する必要があ り ます。

データ  ソース とデータベース名を定義するには

1 ［ス ター ト ］ メ ニューから  Pervasive プロ グ ラ ム グループにア ク セス し、

Pervasive PSQL Control Center を起動し ます。

2 Pervasive PSQL エク スプローラー の " エンジン " ノード を展開し て、

Pervasive PSQL Control Center に登録されているデータベース  エンジン

を表示し ます。
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Microsoft Access での Pervasive データの使用
3 希望するデータベース  エンジンが見つから ない場合は、 " エンジン "
ノ ー ド を右ク リ ッ ク し て ［新規作成｜サーバー］ の順に ク リ ッ ク し、

ネ ッ ト ワーク上にあ るデータベース  サーバーを選択し ます。そ う でな

い場合は、 次の手順に進みます。

4 作業対象のデータベース  エンジンのア イ コ ンを右ク リ ッ ク し て、 ［新

規作成｜データベース］ の順にク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 別のマシンにあ るサーバー エンジンを使用し ている場合、 新規

データベース を作成する ためには、 そのサーバーのオペレーテ ィ ング

システムでの管理者権限が必要です。

5 ウ ィ ザード の指示に従って、 データベース を作成し ます。

データ辞書フ ァ イルを作成する

.ddf フ ァ イルがない、または .ddf フ ァ イルが空の Btrieve データ を使用し て

いる場合は、 こ のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ い。

デー タ 辞書は、 テーブル、 列、 イ ンデ ッ ク ス （Btrieve では、 フ ァ イ ル、

フ ィ ール ド、 キーと い う 用語を用います） を使用し て Btrieve データ を説明

する  .ddf フ ァ イルの集ま り です。 Btrieve データベースには、 そのデータ

ベース内のデータの形式や意味を説明する情報はあ り ませんが、 こ の情報

は Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンに定義されます。

デー タ 辞書は、 デー タ ベー ス の コ ン ポ ー ネ ン ト を 定義 し て、 ODBC、

Pervasive PSQL をはじめ、 その他の各種ツールおよびアプ リ ケーシ ョ ンか

ら  Btrieve データベースにア ク セスする こ と を可能にし ます。最低限必要な

.ddf フ ァ イルは、 File.ddf、 Field.ddf、 Index.ddf で、 これら のフ ァ イルによ

り 、 Access からデータベースに接続する こ と が可能にな り ます。

DDF フ ァ イルは、 Access で使用するために、 データベース を正確に記述す

る必要があ り ます。 こ のため、 Pervasive には、 データベースのテーブル、

列、 イ ンデッ ク ス を定義する ツール と し て Pervasive PSQL Control Center が
用意されています。 詳細については、 Pervasive PSQL User's Guide を参照し

て く ださい。
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レ ッ スン 1 ： 環境を設定する
チュー ト リ アル用のデータベースを作成する

こ こ では、 新しいデータベース を  Access で作成する手順を説明し ます。 こ

のデータベースは以降のレ ッ ス ンで使用する こ と ができ ます。

Access でチュー ト リ アル用のデータベースを作成するには

1 Microsoft Access を起動し、 空のデータベース を新し く 作成し ます。

2 ［デー タ ベー ス の新規作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス の ［フ ァ イ ル名］

フ ィ ール ド に 「Demodata.mdb」 と入力し、 ［作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 「Demodata」 と い う 名前の空のデータベースが新たに作成されます。
9
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レ ッ スン 2 ： テーブルに リ ン クする 
Microsoft Access では、 ODBC 経由で Pervasive のデータベースおよびその

コ ンポーネン ト が認識されます。Access で Pervasive のデータ を表示および

操作する方法には、 リ ン ク  テーブルの作成があ り ます。 リ ン ク  テーブルを

作成し た場合、 そのデータは、 現在の場所にそのま まの形式で残 り ます。

リ ン クする こ と によ り 、 最新のデータ にア ク セスする こ と が可能にな り 、

ほかのアプ リ ケーシ ョ ンで も 引き続きデータ の表示および更新が可能で

す。

こ のレ ッ ス ンでは、サンプル データ ベース 内の各テーブルにリ ンク し ま す。

サンプル データベースへのリ ン ク  テーブルを作成するには

1 Access 2000 では、 次の手順に従います。 ［Demodata: データベース］

ウ ィ ン ド ウのテーブルを右ク リ ッ ク し、［テーブルのリ ン ク］ を選択し

ます。 手順 3 に進みます。

Access 97 では、 次の手順に従います。 ［Demodata: データベース］ ウ ィ

ン ド ウの ［テーブル］ タブを ク リ ッ ク し、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ま

す。 次の手順に進みます。

2 ［テーブルの新規作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで ［テーブルの リ ン ク］ を

選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ リ ン ク］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの下部にあ る ［フ ァ イルの種類］ から

"ODBC Databases" を選択し ます。
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レ ッ スン 2 ： テーブルにリ ン クする
4 ［データ  ソースの選択］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの ［コ ンピ ューター デー

タ  ソ ース］ タ ブを ク リ ッ ク し、 Demodata デー タ  ソ ース を選択 し て

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ  データ  ソースは、 必ず ［コ ンピ ューター データ  ソース］ タブか

ら選択し て く ださい。 誤って ［フ ァ イル データ  ソース］ タブのデータ

ソース を選択し た場合は、 予期し ない結果が生じ る こ と があ り ます。

5 ［テーブルの リ ン ク］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、 ［すべて選択］ を ク リ ッ

ク し、 次に ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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Microsoft Access での Pervasive データの使用
Pervasive のサンプル データベースに、すべての既存テーブルに対する

リ ン ク  テーブルが作成されます。

これらのテーブルのデータは、 Access のほかのテーブル と同じ よ う に

表示および操作する こ と ができ、 行を挿入し てデータ を更新する こ と

も可能です。 また、 Access でのフ ィ ール ド表示を変更する こ と は可能

ですが、リ ン ク  テーブルおよびそのフ ィ ール ド のソース  データベース

での定義を変更する こ と はでき ません。 ソース  データベースの変更に

は、 SQL パス スルー ク エ リ を使用し て DDF を変更する必要があ り ま

す。 その方法については、 「レ ッ ス ン 4 ： SQL パス スルー ク エ リ を作

成する」 で説明し ます。

ODBC ア ド ミ ニ ス ト レーターを使用し てデータ  ソースの設定を変更

し た場合は、 テーブルを再 リ ン ク し て く ださ い。

また、 Access に搭載されている  Jet エンジンでは、 ODBC からデータ

に接続す る 際に、 い く つか の制限が あ り ま す。 詳細につい て は、

Microsoft の 「Tech Notes Q128809」 および 「Tech Notes Q127096」 を参

照し て く ださい。
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レ ッ スン 3 ： テーブルを イ ンポー ト する
レ ッ スン 3 ： テーブルを イ ンポー ト する 
Microsoft Access では、 ODBC 経由で Pervasive のデータベースおよびその

コ ンポーネン ト が認識されます。Pervasive のデータ を Access で表示および

操作する ためのも う  1 つの方法は、 イ ンポー ト  テーブルを作成する こ と で

す。 イ ンポー ト  テーブルを作成し た場合は、 Access にデータのコ ピーが作

成され、 ソース  データは更新されません。 つま り 、 イ ンポー ト し たテーブ

ルに変更を加えた場合、 Access ではその変更を確認でき ますが、 ソースで

あ る  Pervasive データ に接続し たほかのユーザーは、 それを確認でき ませ

ん。 イ ンポー ト は、Access に取 り 込んだデータ を Access のみで使用する場

合には便利ですが、 Access 以外のアプ リ ケーシ ョ ンで も使用する場合は、

リ ン ク を選択する こ と をお勧めし ます。

こ のレ ッ ス ンでは、 サンプル データベースか らすべてのテーブルを イ ン

ポー ト し ます。

サンプル データベースからテーブルを イ ンポー ト するには

1 ［Demodata: データベース］ ウ ィ ン ド ウの ［テーブル］ タブを ク リ ッ ク

し、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［テーブルの新規作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで ［テーブルのイ ンポー

ト ］ を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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Microsoft Access での Pervasive データの使用
3 ［イ ンポー ト ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、 ［フ ァ イルの種類］ フ ィ ール ド

から  "ODBC Databases" を選択し ます。

4 ［データ  ソースの選択］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの ［コ ンピ ューター デー

タ  ソ ース］ タ ブを ク リ ッ ク し、 Demodata デー タ  ソ ース を選択 し て

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ  データ  ソースは、 必ず ［コ ンピ ューター データ  ソース］ タブか

ら選択し て く ださい。 誤って ［フ ァ イル データ  ソース］ タブのデータ

ソース を選択し た場合は、 予期し ない結果が生じ る こ と があ り ます。
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レ ッ スン 3 ： テーブルを イ ンポー ト する
5 ［オブジェ ク ト のイ ンポー ト ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、 ［すべて選択］

を ク リ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Pervasive サンプル データベースに、すべての既存テーブルに対する イ

ンポー ト  テーブルが作成されます。

イ ンポー ト  テーブルのア イ コ ンは、リ ン ク  テーブルのア イ コ ン と は異

な り ます。
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レ ッ スン 4 ： SQL パススルー ク エ リ を作成する 
Microsoft Access では、SQL ステー ト メ ン ト を使用し て ク エ リ を作成する こ

と ができ ます。 通常、 ク エ リ を作成する際は、 SQL ステー ト メ ン ト が自動

的に処理されます。 パス スルー ク エ リ を作成し た場合、 SQL ステー ト メ ン

ト は変更さ れないま ま  ODBC ド ラ イバーに渡さ れます。 次に、 ク エ リ は

ODBC ド ラ イバーに よ り  Pervasive の ODBC イ ン ターフ ェ イ スに渡さ れ、

ODBC リ ク エス ト が Pervasive エンジン リ ク エス ト に変換されます。

こ のレ ッ ス ンでは、 Pervasive サンプル データベースの Course テーブルの

データ を表示する簡単な ク エ リ を作成し ます。

SQL パススルー ク エ リ を作成するには

1 ［Demodata: データベース］ ウ ィ ン ド ウの ［ク エ リ ］ タブで ［新規作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク エ リ の新規作成］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで ［デザイ ン ビ ュー］ を選

択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［テーブルの表示］ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

デフ ォル ト では、 新しい ク エ リ を作成する基と な る既存のテーブルま

たはク エ リ を選択する よ う 指示されますが、こ こ では SQL パス スルー

ク エ リ を作成し ている ため、 このダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を使用する必要

はあ り ません。 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。
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レ ッ スン 4 ： SQL パススルー クエ リ を作成する
4 Access の メ イ ン メ ニューから ［クエ リ｜ SQL ｜パス スルー］ を選択

し ます。

5 Access の メ イ ン メ ニューから、 ［表示｜プロパテ ィ ］ を選択し ます。

6 ［ク エ リ  プロパテ ィ ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの ［ODBC 接続文字列］

フ ィ ール ド に 「DSN=Demodata」 を追加し、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を閉

じ ます。

こ の文字列によ り レ ッ ス ン 1 で作成し たデータ  ソース  Demodata が認

識されます。 こ のク エ リ のプロパテ ィ を設定する こ と によ り 、 ク エ リ

と  Demodata が関連付け られます。プロパテ ィ を設定し ない場合は、 ク

エ リ を実行する たびにデータ  ソース名を入力する よ う 指示されます。

7 ［SQL パス スルー ク エ リ ］ ウ ィ ン ド ウに、 以下の SQL ステー ト メ ン ト

を入力し ます。

SELECT * FROM Course

Access では、 ステー ト メ ン ト の最後に使用される  Pervasive PSQL v11
の標準的な区切 り 文字が正し く 処理されません。 ステー ト メ ン ト の区

切 り 文字と し てセ ミ コ ロ ン （;）、 シ ャープ （#）、 円記号 （\）、 逆引用

符（‘）などを使用し た場合は、ステータ ス  コード  501 が表示されます。

作成する  SQL ステー ト メ ン ト は、 Pervasive PSQL v11 構文の条件に準

拠し てい る必要があ り ます。 基本的な構文の説明については、 『SQL
Engine Reference』 を参照し て く ださい。
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8 メ イ ン メ ニューの ［ク エ リ ］ から、 ［実行］ を選択し ます。 ク エ リ の

結果が表示されます。

9 ［SQL パス スルー ク エ リ ］ ウ ィ ン ド ウ を閉じ、 ク エ リ に 「CourseGrid」

と名前を付けて保存し ます。

SQL パス スルー ク エ リ を使用する こ と によ り 、Access のテーブルのデザイ

ン ビ ューでは実行不可能な タ ス ク を実行でき ます。 た と えば、 SQL パス ス

ルー ク エ リ を使用し てテーブルに列を追加する こ と ができ ます。

以下のセ ク シ ョ ンでは、 SQL ス テー ト メ ン ト の例をい く つか説明し ます。

詳細については、『SQL Engine Reference』 を参照し て く ださい。SQL ステー

ト メ ン ト の例を ［SQL パス スルー］ ウ ィ ン ド ウにコ ピーし た場合は、 構文

エラーを防ぐために一部の特殊文字 （引用符など） を再入力する必要があ

り ます。

Access における  SQL ステー ト メ ン ト 作成を許可する場合（デザイ ン  ビ ュー

で ク エ リ を作成する場合など）、 そのステー ト メ ン ト は Pervasive PSQL v11
構文ではな く 、 Jet SQL 構文に適合し ている必要があ り ます。 し たがって、

Access で作成された SQL ステー ト メ ン ト は、 Pervasive PSQL v11 の構文エ

ラーにな る可能性があ り ます。 Acceess のデフ ォル ト では、 SQL ス テー ト

メ ン ト は Jet エンジンで処理される こ と が前提であ る ため、 こ のエ ラーが

発生し ますが、 SQL パス スルー ク エ リ を使用する場合、 ステー ト メ ン ト は

Jet エンジンを回避し、 処理される こ と な く  Pervasive PSQL v11 に渡されま

す。
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最後に、 以下のステー ト メ ン ト はレ コード を返さ ないこ と に注意し て く だ

さ い。 デフ ォル ト の ク エ リ  プ ロパテ ィ をお使いの場合は、 次の警告 メ ッ

セージが表示されます。

こ の警告が結果に影響を及ぼすこ と はあ り ませんが、 こ の メ ッ セージを表

示させないよ う にする こ と はでき ます。 デザイ ン  ビ ューで ク エ リ を開き、

ツールバーの ［プロパテ ィ ］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 次のよ う に、 ［ク エ

リ  プロパテ ィ ］ の ［レ コード表示］ フ ィ ール ド を ［いいえ］ に設定し ます。

ALTER TABLE ステー ト メ ン ト

以下のステー ト メ ン ト は、 Department テーブルに緊急連絡先の電話番号を

保存する列を追加し ます。

ALTER TABLE Department ADD Emergency_Phone CHAR(20)

更新さ れた Department テーブルを確認する には、 Access に再 リ ン ク し ま

す。

INSERT ステー ト メ ン ト

次のステー ト メ ン ト は、 Course テーブルに行を 1 行挿入し ます。

INSERT INTO Course(Name, Description, Credit_Hours, 
Dept_Name)
VALUES('CHE 308', 'Organic Chemistry II', 4, 'Chemistry')

UPDATE ステー ト メ ン ト

次のステー ト メ ン ト は、Course テーブルにあ る  ECO 305 の単位時間を 3 か
ら  4 に変更し ます。

UPDATE Course SET Credit_Hours = 4 WHERE Name = 'ECO 305'
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ま とめ 

作業 操作手順

環境の設定 Pervasive PSQL Control Center を使用し てデー

タ  ソース を定義する

必要に応じ て .ddf フ ァ イルを定義する

リ ン ク  テーブル、 または

イ ン ポー ト  テーブルを作

成する

［テーブル］ タブの ［新規作成］ を ク リ ッ クする

ODBC データベース を リ ン ク またはイ ンポー

ト する

［コ ンピ ューター データ  ソース］ タブでデータ

ソース を選択する

SQL パス スルー ク エ リ を

実行する

［ク エ リ ］ タブの ［新規作成］ を ク リ ッ クする

メ イ ン  メ ニューから、［ク エ リ ｜ SQL ｜パス ス

ルー］ を選択する

ク エ リ のプロパテ ィ  シー ト の ［ODBC 接続文

字列］ フ ィ ール ド を設定する （DSN = DSN 名）

ク エ リ がレ コード を 1 件も返さ ない場合は、

［ク エ リ  プロパテ ィ ］ の ［レ コード表示］ フ ィ ー

ル ド を  " いいえ " に設定する
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3
Microsoft Visual Basic での 
Pervasive データの使用
こ の章では、 Pervasive PSQL と 共に イ ン ス ト ール さ れる サンプル データ

ベースのデータ を Microsoft Visual Basic を使用し て表示および操作する方

法について説明し ます。 Visual Basic を使用し て Pervasive のデータにア ク

セスする場合、 以下の方法から選択でき ます。

Visual Basic のバウ ン ド  ActiveX Data Objects （ADO）

Classic Software などのサード  パーテ ィ 製データ  コ ン ト ロール

直接 ODBC API 呼び出し

直接 Btrieve API 呼び出し

これらの方法は、 開発時間の長さ と実行時のパフ ォーマン スの速度の順に

記載されてお り 、開発時間は、 ADO アプ リ ケーシ ョ ンが最短、直接 Btrieve
アプ リ ケーシ ョ ンが最長です。 逆に、 ラ ン タ イ ム時のパフ ォーマン スは、

直接 Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンが最速で、 ADO アプ リ ケーシ ョ ンが最も遅

く な り ます。

こ の章では、 以下の項目について説明し ます。

「レ ッ ス ン 1 ： 環境を設定する」

「レ ッ ス ン 2 ： ADO データ  コ ン ト ロール （ADODC） を使用する」

「レ ッ ス ン 3 ： ActiveX Data Object でコード を記述する」

サード  パーテ ィ 製コ ン ト ロール使用の詳細については、その製品の製造元

にお問い合わせ く ださい。 直接 ODBC API 呼び出しの使用の詳細について

は、 『SQL Engine Reference』 を参照し て く ださい。 直接 Btrieve API 呼び出

しの使用の詳細については、 『Btrieve API Guide』 を参照し て く ださい。

メ モ  こ の章のレ ッ ス ンで使用し ている 図は、Visual Basic 6 の画面です。

必要な場合は、 Visual Basic 5 と  6 の違いを説明し ます。 Visual Basic 3
でもバウ ン ド  テキス ト  ボ ッ ク ス  データ  コ ン ト ロールは使用でき ます

が、このチュー ト リ アルでは、Visual Basic 3 については説明し ません 。
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レ ッ スン 1 ： 環境を設定する 
こ のセ ク シ ョ ンでは、 ODBC 対応アプ リ ケーシ ョ ン （Microsoft Visual Basic
など）で Pervasive のデータに接続する ために必要な作業について説明し ま

す。 作業項目は以下の とお り です。

「必要な ソ フ ト ウ ェアを イ ン ス ト ールする」

「サンプル データベース を コ ピーする」

「新規データベース名および DSN を作成する」

「データ辞書フ ァ イルを作成する」

「チュー ト リ アル用のプロ ジェ ク ト を作成する」

必要なソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする

以下のソ フ ト ウ ェアをあ らかじめイ ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。

Pervasive PSQL データベース  エンジン または リ ク エス ター。 ローカル

エンジン、またはク ラ イ アン ト  リ ク エス ターと サーバー エンジン と の

組み合わせです。

これら のコ ンポーネン ト のイ ン ス ト ール方法については、 『Getting Started
with Pervasive PSQL』 を参照し て く ださい。

サンプル データベースを コ ピーする

こ のチュー ト リ アルでは、 Pervasive PSQL と一緒にイ ン ス ト ールされるサ

ンプル データベース を使用し ます。 以下の手順に従 う こ と によ り 、 サンプ

ル データベースの個人用コ ピーを作成でき る ため、 デフ ォル ト で イ ン ス

ト ールされたデータベース を保持し たま ま自由に変更を加え る こ と ができ

ます。

サンプル データベースを コ ピーするには

1 Pervasive PSQL と一緒にイ ン ス ト ールされたサンプル データベース を

検索し ます。通常、このサンプル データベースは、Pervasive PSQL サー

バーの Application Data （ま た は ProgramData） フ ォ ル ダー下に あ る

\PSQL\Demodata デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

2 Demodata デ ィ レ ク ト リ に新しいフ ォルダーを作成し てネ ッ ト ワーク

で使用するユーザー名を付けます。

3 Demodata フ ォルダー内のフ ァ イルをすべて選択し、個人用フ ォルダー

にコ ピーし ます。こ のチュー ト リ アルでは、以降こ の個人用フ ォルダー

を使用し ます。
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レ ッ スン 1 ： 環境を設定する
新規データベース名および DSN を作成する

データ  ソースは、 ア ク セスするデータベースや、 使用する  ODBC ド ラ イ

バーをはじめ、その他接続に関連する情報を指定し ます。データ  ソースは、

ア ク セスする各データベース ご と に、 ODBC ア ド ミ ニス ト レーターを使用

し て定義する必要があ り ます。

データ  ソース とデータベース名を定義するには

1 ［ス ター ト ］ メ ニューから  Pervasive プロ グ ラ ム グループにア ク セス し、

Pervasive PSQL Control Center を起動し ます。

2 " エンジン " ノード を展開し て、 PCC に登録されているデータベース

エンジンを表示し ます。

3 希望するデータベース  エンジンが見つから ない場合は、 " エンジン "
ノ ー ド を右ク リ ッ ク し て ［新規作成｜サーバー］ の順に ク リ ッ ク し、

ネ ッ ト ワーク上にあ るデータベース  サーバーを選択し ます。そ う でな

い場合は、 次の手順に進みます。

4 作業対象のデータベース  エンジンのア イ コ ンを右ク リ ッ ク し て、 ［新

規作成｜データベース］ の順にク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 別のマシンにあ るサーバー エンジンを使用し ている場合、 新規

データベース を作成する ためには、 そのサーバーのオペレーテ ィ ング

システムでの管理者権限が必要です。

5 ウ ィ ザード の指示に従って、 データベース名を作成し ます。 DSN 名に

は、 既に使用されていなければ、 どのよ う な名前でも付け る こ と がで

き ます。

データ辞書フ ァ イルを作成する

.ddf フ ァ イルがない、または .ddf フ ァ イルが空の Btrieve データ を使用し て

いる場合は、 こ のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ い。

デー タ 辞書は、 テーブル、 列、 イ ンデ ッ ク ス （Btrieve では、 フ ァ イ ル、

フ ィ ール ド、 キーと い う 用語を用います） を使用し て Btrieve データ を説明

する  .ddf フ ァ イルの集ま り です。 Btrieve データベースには、 そのデータ

ベース内のデータの形式や意味を説明する情報はあ り ませんが、 こ の情報

は Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンに定義されます。

デー タ 辞書は、 デー タ ベー ス の コ ン ポ ー ネ ン ト を 定義 し て、 ODBC、

Pervasive PSQL v11 をはじめ、 その他の各種ツールおよびアプ リ ケーシ ョ

ンから  Btrieve データベースにア ク セスする こ と を可能にし ます。最低限必

要な .ddf フ ァ イルは、 File.ddf、 Field.ddf、 Index.ddf で、 これらのフ ァ イル

によ り 、 Visual Basic からデータベースに接続する こ と が可能にな り ます。

DDF フ ァ イルは、 Visual Basic で使用する ために、 データベース を正確に

記述する必要があ り ます。 このため、 Pervasive には、 データベースのテー

ブル、 列、 イ ンデ ッ ク ス を定義する ツール と し て Pervasive PSQL Control
23



Microsoft Visual Basic での Pervasive データの使用
Center が用意されています。 詳細については、 Pervasive PSQL User's Guide
を参照し て く ださい。

チュー ト リ アル用のプロジ ェ ク ト を作成する

こ こ では、 以降のレ ッ ス ンで使用する ための新しいプロ ジェ ク ト を  Visual
Basic で作成する手順を紹介し ます。

Visual Basic でチュー ト リ アル用のプロジ ェ ク ト を作成するには

1 Microsoft Visual Basic を起動し ます。 Visual Basic が、 開始時に ［新し

いプロ ジェ ク ト ］ダ イ ア ロ グを表示する よ う に設定されている場合は、

手順 3 に進みます。

2 ［フ ァ イル］ メ ニューの ［新しいプロ ジェ ク ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

Visual Basic 3 または 4 をお使いの場合は、 以上で終了です。 次のレ ッ

ス ンに進んで く ださい。 Visual Basic 5 をお使いの場合は、 次の手順に

進みます。

3 ［新しいプロ ジェ ク ト ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、 ［標準 EXE］ を選択し

て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ツールボ ッ ク ス］ ウ ィ ン ド ウ を右ク リ ッ ク し て ［コ ンポーネン ト ］ を

選択し ます。

5 ［コ ンポーネン ト ］ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、"Microsoft ADO Data Control
6.0 （OLEDB） " と  "Microsoft DataGrid Control 6.0 （OLEDB） " を選択

し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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レ ッ スン 1 ： 環境を設定する
6 必要に応じ てツール ボ ッ ク スのサイ ズを変更し、追加し たデータ  バウ

ン ド  コ ン ト ロールを表示させます。
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レ ッ スン 2 ： ADO データ  コ ン ト ロール （ADODC） を使用する 
Microsoft ADO データ  コ ン ト ロール （ADODC） は、 アプ リ ケーシ ョ ンの作

成を非常に簡単にする方法で、 コード を記述する こ と な く 多 く のデータ  ア
ク セスや操作を行 う こ と ができ ます。データ  コ ン ト ロールを既存のデータ

ベースにバイ ン ドする こ と によ り 、 プロ グ ラ ミ ング作業が大幅に軽減され

ます。

こ のレ ッ ス ンでは、 ADO データ  コ ン ト ロールをバウ ン ド  DataGrid コ ン ト

ロールにバイ ン ド し て、 サンプル データベースの Course テーブルのデー

タ を表示させます。

Pervasive の OLE DB プロバイダーを使用し てバウン ド  DataGrid コ ン

ト ロールを作成するには

1 ツール ボ ッ ク スの ADO データ  コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。

2 Form1 ウ ィ ン ド ウでカーソルを ド ラ ッ グ し て ADO データ  コ ン ト ロー

ルを作成し ます。

ADO データ  コ ン ト ロールは、データへのア ク セス を可能にし ます。こ

こ では、OLE DB から  Pervasive データにア ク セス し ます。こ の設定は、

次の手順で ［プロパテ ィ ］ ウ ィ ン ド ウ を使用し て指定し ます。
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レ ッ スン 2 ： ADO データ  コ ン ト ロール （ADODC） を使用する
3 Form1 ウ ィ ン ド ウで ADODC コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し ます。

［ADODC のプロパテ ィ ］ を選択し ます。 ［作成］ ボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。

4 "Pervasive OLE DB Provider" を選択し ます。 ［次へ >>］ ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。
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5 "MyDemodata" （ま たはデー タ ベー ス に付け た名前） を入力 し ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［レ コード  ソース］ タブを ク リ ッ ク し ます。 ［コマン ド  タ イプ］ を "2 -
adCmdTable " に変更 し ます。 ［テーブル名ま たはス ト ア ド  プ ロ シー

ジ ャ名］ コ ンボ ボ ッ ク スで "Room" を選択または入力し ます。 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

7 ツール ボ ッ ク スの ［DataGrid］ コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。
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レ ッ スン 2 ： ADO データ  コ ン ト ロール （ADODC） を使用する
8 Form1 ウ ィ ン ド ウでカーソルを ド ラ ッ グ し て DataGrid コ ン ト ロールを

作成し ます。

DataGrid コ ン ト ロールには、 ADO データ  コ ン ト ロールか ら ア ク セス

し たデータ を表示させる こ と ができ ます。 こ こ では、 手順 2 で作成し

た Adodc1 コ ン ト ロールにア ク セス し ます。 こ の設定は、 次の手順で

［プロパテ ィ ］ ウ ィ ン ド ウ を使用し て指定し ます。

9 ［プロパテ ィ ］ ウ ィ ン ド ウの ［DataSource］ フ ィ ール ド で、 "Adodc1" を
選択し ます。

10 ツール バーの ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。
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11 Visual Basic がアプ リ ケーシ ョ ンを起動し て Room テーブル内のすべて

のレ コード が表示されます。 ス ク ロール バー、 または Adodc1 コ ン ト

ロールの矢印を使用する こ と によ り 、 行を移動でき ます。

12 レ コ ー ド 全体を ス ク ロ ール し た後、 ア プ リ ケーシ ョ ン を終了 し て

フ ォーム デザイ ン ビ ューに戻 り ます。

Microsoft の OLE DB for ODBC Driver プロバイダーを使用し てバウン ド

DataGrid コ ン ト ロールを作成するには

1 Form1 ウ ィ ン ド ウで ADODC コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し ます。

［ADODC のプロパテ ィ ］ を選択し ます。 ［作成］ ボタ ンを ク リ ッ ク し

ます。
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レ ッ スン 2 ： ADO データ  コ ン ト ロール （ADODC） を使用する
2 ［プロバイ ダー］ タブを ク リ ッ ク し ます。 "Microsoft OLE DB Provider"
を選択し ます。 ［次へ >>］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 ［データ  ソース名を使用する］ コ ンボ ボ ッ ク スで "MyDemodata" （ま

たはデータベースに付けた名前） を選択し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。
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4 ［レ コード  ソース］ タブを ク リ ッ ク し ます。 ［テーブル名またはス ト ア

ド  プロ シージャ名］ コ ンボ ボ ッ ク スで、 テーブル名 "Room" を削除し

ます。 ［コマン ド  タ イプ］ を "1 - adCmdText" に変更し ます。 ［コマン

ド  テキス ト （SQL）］ ボ ッ ク スに "SELECT * FROM Room" と入力し ま

す。 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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レ ッ スン 3 ： ActiveX Data Object でコー ド を記述する
レ ッ スン 3 ： ActiveX Data Object でコー ド を記述する 
ADO データ  コ ン ト ロールによ り 、 データに簡単にア ク セスする こ と がで

き ますが、 数行のコード を記述する こ と によ り さ らに多 く のこ と が実行で

き ます。 た と えば、 SQL ク エ リ を実行し てその結果をバウ ン ド  DataGrid コ
ン ト ロールに表示させる こ と ができ ます。

こ のレ ッ ス ンでは、 レ ッ ス ン 2 で作成し たバウ ン ド  DataGrid コ ン ト ロール

を使用し て SQL ステー ト メ ン ト の結果を表示させます。こ のレ ッ ス ンの終

わ り には、 テキス ト  フ ィ ール ド に人数を入力でき る よ う にな り 、 その人数

以上を収容でき る部屋が検出されます。 こ のよ う なフ ォームは、 ミ ーテ ィ

ングを計画する際に役立ちます。

ADO から  SQL ステー ト メ ン ト を実行するには

1 ツール ボ ッ ク スの ［TextBox］ コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。

2 Form1 ウ ィ ン ド ウでカーソルを ド ラ ッ グ し て TextBox コ ン ト ロールを

作成し ます。

こ の操作によ り 、 フ ォームから入力でき る よ う にするためのテキス ト

入力ボ ッ ク スが作成されます。

3 ツール ボ ッ ク スの ［Label］ コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。

4 Form1 ウ ィ ン ド ウ内でカーソルを ド ラ ッ グ し て Label コ ン ト ロールを

作成し ます。 この操作によ り 、 テキス ト  ボ ッ ク スのラベルが作成され

ます。
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5 プロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウの ［Caption］ フ ィ ール ド に、 " 収容人数を入力

し て く だ さ い :" と 入力し ます。 これは、 ユーザーに指示を与え る た

めのものです。

コ ン ト ロールが配置されたため、 表示させる レ コード を取得する  SQL
ステー ト メ ン ト を記述する こ と ができ ます。
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レ ッ スン 3 ： ActiveX Data Object でコー ド を記述する
6 メ イ ン メ ニューから ［表示｜コード］ を選択し ます。 Visual Basic の

コード  ウ ィ ン ド ウが表示されます。

7 一番左の リ ス ト  ボ ッ ク スで、 "Text1" オブジェ ク ト を選択し ます。

Text1_Change と呼ばれる空の Sub プロ シージ ャが作成されます。 次の

コード を入力し て SQL ステー ト メ ン ト を作成し ます。
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8 ツール バーの ［開始］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 Visual Basic がアプ

リ ケーシ ョ ンを起動し て結果を表示し ます。

9 作成し たアプ リ ケーシ ョ ンをテス ト する ため、テキス ト  ボ ッ ク スに値

を入力し ます。 DBGrid 内の結果を確認し ます。

テ キ ス ト  ボ ッ ク ス の値を変更 し た場合は、 SQL ス テー ト メ ン ト が

Microsoft Jet エンジンによ り 解析され、 ODBC リ ク エス ト が発行され

て Pervasive PSQL エ ン ジ ン に渡 さ れ ま す。 SQL ス テー ト メ ン ト は

Microsoft Jet エンジンによ って解析される ため、 アプ リ ケーシ ョ ンの

SQL ステー ト メ ン ト は、 Jet の SQL 構文に準拠し ている必要があ り ま

す。 こ の構文の詳細については、 Visual Basic のヘルプを参照し て く だ

さい。

10 アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト 後、 Form1 ウ ィ ン ド ウ を閉じ、 フ ォーム  デ
ザイ ン ビ ューに戻 り ます。
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ま とめ
ま とめ 

作業 操作手順

環境の設定 Pervasive PSQL Control Center を使用し てデー

タ  ソース を定義する

必要に応じ て .ddf フ ァ イルを定義する

バウ ン ド  ADO データ  コ ン

ト ロールを作成する

ADO データ  コ ン ト ロールを作成する

データ  コ ン ト ロールの ［レ コード ソース］ プ

ロパテ ィ を設定する

DataGrid などのバウ ン ド  コ ン ト ロール用に

［デー タ  ソ ー ス］ プ ロ パテ ィ の ADO コ ン ト

ロールを指定する

ADO を使用し た コー ド の

記述

バウ ン ド  Data コ ン ト ロールを使用し て接続プ

ロパテ ィ を設定する

Data コ ン ト ロールの Sub プロ シージ ャの一部

と し て SQL ステー ト メ ン ト を実行する
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4
Pervasive PSQL を Delphi で使用
こ の章では、 Delphi を使用し て Pervasive PSQL データ を表示および操作す

る方法について説明し ます。 これには、ActiveX イ ン ターフ ェ イ スの Delphi
IDE へのイ ン ス ト ール、 イ ン ス ト ールされた イ ン ターフ ェ イ スの異なる機

能の操作、 Btrieve API を使用し た基本的なフ ァ イル操作の実行、 ODBC を
使用し た SQL ク エ リ の実行に関する情報が含まれます。
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レ ッ スン 1 ： Delphi で ActiveX を使用する

こ のセ ク シ ョ ンでは、ActiveX イ ン ターフ ェ イ ス を イ ン ス ト ールし て Delphi
で操作する方法について説明し ます。 作業項目は以下の とお り です。

「Delphi IDE に ActiveX イ ン ターフ ェ イ ス を イ ン ス ト ールする」

「Delphi で VAccess コ ン ト ロールを使用する」

「VAList ボ ッ ク ス  コ ン ト ロールを使用する」

「VAText コ ン ト ロールを使用する」

「2 つの VAccess コ ン ト ロールを結合する」

Delphi IDE に ActiveX イ ン ターフ ェ イスを イ ンス ト ールする

1 Delphi のオン ラ イ ン ヘルプまたはマニュ アルの指示に従い、 Delphi の
メ イ ン メ ニューから ［コ ンポーネン ト ］ を ク リ ッ ク し て ［ActiveX コ
ン ト ロールの取 り 込み］ を選択し ます。

2 ［ActiveX の取 り 込み］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの一覧から、 "Pervasive
ActiveX Data Source （Version 1.0） " を ク リ ッ ク し ます。

3 ［イ ン ス ト ール］ を ク リ ッ ク し、指示に従って コ ン ト ロール と その メ ン

バー用の Delphi のラ ッパーを生成し ます。

4 こ のイ ンポー ト の終了後、 "Pervasive Bound controls （Version 1.0） " に
対し て同じ操作を繰 り 返し ます。
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5 データ  ソース  コ ン ト ロール と バウ ン ド  コ ン ト ロールが、 Delphi コ ン

ポーネン ト  パレ ッ ト の ［ActiveX］ ページに表示されている こ と を確

認し ます。

Delphi で VAccess コ ン ト ロールを使用する

1 こ のコ ン ト ロールをフ ォーム またはデータ  モジュールに追加し ます。

a. Delphi IDE で、 ActiveX イ ン ターフ ェ イ ス を含むコ ンポーネン ト

パ レ ッ ト の タ ブ を ク リ ッ ク し ます。 デフ ォ ル ト で こ の タ ブは、

［ActiveX］ と い う 名前になっています。 ActiveX のア イ コ ンがパ

レ ッ ト に表示されます。

b. コ ン ト ロールを選択し て ク リ ッ ク し ます。

c. フ ォーム上で、 コ ン ト ロールを挿入する場所を ク リ ッ ク、 または

マウ ス を ド ラ ッ グ し て コ ン ト ロールのサイ ズ と形を指定し ます。
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2 こ のコ ン ト ロールの Btrieve File プロパテ ィ を設定し ます。

a. VAccess コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き ま

す。 Delphi 3 IDE の場合は、 ActiveX コ ン ト ロールを使用し ている

フ ォームを表示させます。 コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し てシ ョ ー

ト カ ッ ト  メ ニューから ［プロパテ ィ ］ を選択、 またはそのコ ン ト

ロールをダブルク リ ッ ク し ます。

［File Information］ タブで、 以下のプロパテ ィ を設定し ます。

DdfPath - コ ン ト ロールに付属するデータ  フ ァ イルの定義を含む

DDF の場所 （ド ラ イブおよびパス） 。 こ のプロパテ ィ のデフ ォル

ト 値は、 VCBTRV.INI で設定されています。

TableName - VAccess コ ン ト ロールに付属するデータ  フ ァ イルの

（DdfPath プロパテ ィ で指定し た DDF 内の） テーブル名。

Location - コ ン ト ロールに付属するデータ  フ ァ イルのオペレー

テ ィ ング システム フ ァ イル名。TableName プロパテ ィ で指定され

たテーブルの場所がデフ ォル ト にな り ます。こ のプロパテ ィ には、

完全修飾パスおよびフ ァ イル名、 またはフ ァ イル名のみが入 り ま

す。 パス を指定し なかった場合、 コ ン ト ロールは、 DdfPath プ ロ

パテ ィ で指定された場所にあ るデータ  フ ァ イルを開き ます。

3 ［Settings］ タブを ク リ ッ ク し て ［IndexNumber］ の値を確認し ます。

4 ボ ッ ク スから、 Btrieve フ ァ イルのイ ンデッ ク ス を選択し ます。
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5 コード を追加し てコ ン ト ロールを初期化 （ク リ ア） し ます。 Delphi の
ラ ン タ イ ム環境では、 フ ォーム作成中に VAccess コ ン ト ロールにア ク

セス し ていない限 り 、バウ ン ド  コ ン ト ロールは正し く 初期化されませ

ん。

a. Delphi IDE で、 VAccess コ ン ト ロールを使用し ている フ ォームを

選択し ます。

b. フ ォームのバッ ク グ ラ ウ ン ド をダブルク リ ッ ク し て FormCreate
メ ソ ッ ド のコード を編集し ます。

c. エデ ィ ターで、次のコード の VAccess1 の部分を自分のコ ン ト ロー

ルの名前に置き換え、プロ シージャの begin ステー ト メ ン ト と  end
ステー ト メ ン ト の間に追加し ます。

VAccess1.Clear;

  

メ モ  複数の VAccess コ ン ト ロールを使用し ている場合は、 各 VAccess
コ ンポーネン ト に対し て次のよ う なステー ト メ ン ト を  begin ステー ト

メ ン ト と  end ステー ト メ ン ト の間に追加する必要があ り ます。

VAccess2.Clear;

VAccess1.Clear;

6 Extended オペレーシ ョ ンを使用するかど う かを選択し ます。

a. VAccess コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き ま

す。

b. ［Extended Operations］ タブを ク リ ッ ク し ます。 Extended オペレー

シ ョ ンを開 く 場合は、 ［ExtendedOps］ チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンに

し、 使用し ない場合は、 こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオフにし ます。
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7 必要に応じ て、 初期化ク エ リ のコード を追加し ます。

a. 再度フ ォームを選択し、 ［オブジェ ク ト  イ ン スペク タ］ の ［イベ

ン ト ］ タブを ク リ ッ ク し ます。

b. "OnActivate" イ ベン ト の横にあ る ボ ッ ク ス 内でダブル ク リ ッ ク

し、 新しい FormActivate イベン ト  ハン ド ラーを作成し ます。 こ の

操作によ り 、 コード  エデ ィ ターも使用可能にな り ます。

c. 次のコード の VAccess1 の部分を自分のコ ン ト ロールの名前に置

き換え、 プロ シージ ャの begin ステー ト メ ン ト と  end ステー ト メ

ン ト の間に追加し ます。

VAccess1.GetFirst(0);.

VAList ボ ッ クス コ ン ト ロールを使用する

1 フ ォームにコ ン ト ロールを追加し ます。「このコ ン ト ロールをフ ォーム

またはデータ  モジュールに追加し ます。」 を参照し て く ださい。

2 バウ ン ド  コ ン ト ロールの VAccess プロパテ ィ を設定し ます。

a. バウ ン ド  コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き

ます。

b. ［VAccessName］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

c. ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から コ ン ト ロールを選択し ます。

3 表示させる フ ィ ール ド を選択し ます。

a. 1 つのフ ィ ール ド を表示させる場合は、 ［VAFieldName］ ボ ッ ク ス

の矢印を ク リ ッ ク し ます。 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から フ ィ ール ド

を選択し ます。

b. 複数のフ ィ ール ド を表示させる場合は、 ［VAFieldName］ ボ ッ ク ス

のテキス ト  フ ィ ール ド を ク リ ッ ク し ます。表示させる フ ィ ール ド

をセ ミ コ ロ ン （;） で区切って入力、 または ［VAFieldName］ ボ ッ

ク スの横の ［...］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スから

フ ィ ール ド を選択し ます。
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4 列幅を設定し ます。

a. ［ColumnWidth］ボ ッ ク スの横にあ る［...］ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

b. 編集ボ ッ ク ス内で、 VAList ボ ッ ク スの最初の列の任意の右端をダ

ブルク リ ッ ク し ます。 最後の列以外のすべての列に対し て こ の操

作を繰 り 返し ます。 こ の操作の終了後は、 列の線を新しい位置ま

で ド ラ ッ グでき ます。

5 VAAutoScroll プロパテ ィ を設定し ます。

こ のプロパテ ィ を  False に設定する こ と によ り 、 リ ス ト がオー ト フ ィ

ル レ コード  リ ス ト と し て使用されている場合 （VARecordList = True）、

リ ス ト 内で現在選択されている項目が、 自動的にその リ ス ト の一番上

にス ク ロールされな く な り ます。

レ コード  リ ス ト  VAList ボ ッ ク スのデフ ォル ト （VARecordList = True）
の動作では、 リ ス ト  ボ ッ ク スやその他の方法 （ス ク ロ ール バーや

GetEqual コマン ド など） によ って位置が変更された場合でも、 現在の

レ コード が必ず リ ス ト の一番上に表示されます。

VAAutoScroll が False の場合、 こ のデフ ォル ト は無効にな り 、 リ ス ト

ボ ッ ク ス自体以外のソースによ って位置が変更された場合にのみ、 現

在のレ コー ド が リ ス ト の一番上に表示 さ れます。 た と えば、 リ ス ト

ボ ッ ク ス内の項目を ク リ ッ クする と  VAccess コ ン ト ロールの位置が変

更されますが、 リ ス ト  ボ ッ ク ス内の項目の位置は変更されません。

6 VARecordList プロパテ ィ を設定し ます。

こ のプ ロ パテ ィ を  True に設定 し た場合は、 リ ス ト  ボ ッ ク ス  コ ン ト

ロールまたはコ ンボ ボ ッ ク ス  コ ン ト ロールのモード が、フ ィ ール ド連

結コ ン ト ロールから レ コード  ブラ ウザーに切 り 替わ り ます。
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VARecordList プロパテ ィ によ り 、 でき るだけ多 く のレ コード を リ ス ト

コ ン ト ロールに入力する こ と が可能にな り ます。 リ ス ト 内の一番上の

項目は、 現在の レ コ ー ド です （ただ し、 VAAutoScroll プ ロ パテ ィ が

False に設定されている場合は、選択されている リ ス ト 項目が現在のレ

コード）。

VARecordList = True の場合は、 追加機能を使用する こ と ができ、 こ の

追加機能には、設計時にプロパテ ィ  ページのボタ ンを使用し てア ク セ

スでき ます。 VAFieldName プロパテ ィ および VAFormat プロパテ ィ に

は、 それぞれセ ミ コ ロ ンで区切られたフ ィ ール ド と書式の リ ス ト を含

め る こ と がで き ます。 ただ し、 コ ン ト ロールがフ ィ ール ド  バウ ン ド

モード の場合 （VARecordList プロパテ ィ が False の場合） は、 1 つのエ

ン ト リ に制限されます。また、VAAutoScroll プロパテ ィ と  ColumnWidth
プロパテ ィ が使用可能にな り ます。

VAText コ ン ト ロールを使用する

1 コ ン ト ロールをフ ォームに追加し ます。「このコ ン ト ロールをフ ォーム

またはデータ  モジュールに追加し ます。」 を参照し て く ださい。

2 「バウ ン ド  コ ン ト ロールの VAccess プロパテ ィ を設定し ます。」 を参照

し て く ださい。

a. バウ ン ド  コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き

ます。

b. ［VAccessName］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

c. ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から コ ン ト ロールを選択し ます。

3 VAFieldName プロパテ ィ を設定し ます。

a. バウ ン ド  コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を開き

ます。

b. [VAFieldName] ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

c. ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から フ ィ ール ド を選択し ます。
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4 VASearch プロパテ ィ を設定し ます。

こ のプロパテ ィ を  True に設定し た場合、VAccess コ ン ト ロールは、デー

タ  ソースの IndexNumber プロパテ ィ によ って指定された イ ンデッ ク ス

の最初のセグ メ ン ト のテキス ト  ボ ッ ク スの値を使用し、そのテキス ト

が変化す る ご と に GetGreaterOrEqual メ ソ ッ ド を 実行 し ま す。

VAFieldName プロパテ ィ の設定は、 無効にな り ます。

a. バウ ン ド  コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き

ます。

b. こ のプロパテ ィ を  True に設定する場合は、 ［VASearch］ チェ ッ ク

ボ ッ ク ス をオンにし ます。

c. False に設定する場合は、 このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオフにし ます。

2 つの VAccess コ ン ト ロールを結合する

VAccess コ ン ト ロールの Join プロパテ ィ によ り 、 キー値を使用し て 2 つの

フ ァ イルを リ ン ク させる こ と が可能にな り 、 た と えば、 最初の （マス ター）

フ ァ イルでのレ コード の位置を変更し た場合、その変更は 2 番目の（ス レー

ブ）ファ イ ルから 取得さ れたレコ ード にも 反映さ れま す。Join プロ パティ は、

リ レーシ ョ ナル データベース を参照するための簡単な機能を提供し ます。

ス レーブ コ ン ト ロール内の結合されたフ ィ ール ド は、イ ンデッ ク ス  フ ィ ー

ル ド であ る必要があ り ます。 また このフ ィ ール ド のデータは、 マス ター コ
ン ト ロール内の対応する フ ィ ール ド と同じ未処理データであ る必要があ り

ます。 マス ター コ ン ト ロール内のフ ィ ール ド は、 イ ンデッ ク スであ る必要

はあ り ません。 ス レーブ コ ン ト ロールの IndexNumber プロパテ ィ は、 この

結合に関連があ る イ ンデッ ク スに設定されたま まであ る こ と が条件で、 設

定されていない場合、 こ の結合は解除されます。

1 対 1、 多対 1、 1 対多のすべての結合が使用でき ます。 ス レーブ VAccess
コ ン ト ロールの ExtendedOps プロパテ ィ が True に設定されている場合は、

1  対多の関係が最も有効です。 この場合、 ス レーブ コ ン ト ロールは、 キー

値に一致するすべてのレ コー ド をマス ター コ ン ト ロールか ら自動的に取

得し、その RowColumnValue プロパテ ィ から フ ィ ール ド  データにア ク セス

可能にな り ます。 このデータは、VAccessName プロパテ ィ を ス レーブ コ ン
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ト ロールの名前に、また VAFieldName プロパテ ィ を表示される フ ィ ール ド

にそれぞれ設定する こ と によ り 、 レ コード  リ ス ト  モード で VAList ボ ッ ク

スに表示させる こ と ができ ます。

1 ス レーブ コ ン ト ロールの Join プロパテ ィ を設定し ます。

2 ス レ ーブ コ ント ロ ールのプロ パティ  ダイ アロ グ  ボッ ク ス を開き ま す。

Delphi 3 IDE では、ActiveX コ ン ト ロールを使用し ている フ ォームを表

示させ、そのコ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し てシ ョ ー ト カ ッ ト  メ ニュー

から ［プロパテ ィ ］ を選択、 またはそのコ ン ト ロールをダブルク リ ッ

ク し ます。

3 ［File Information］ タブの ［Join］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［To VAccess］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

5 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から マス ター フ ァ イルを選択し ます。

6 ［Where］ ボ ッ ク スで、マス ター フ ァ イルを リ ン ク させる ス レーブ フ ァ

イルのイ ンデッ ク ス を選択し ます。

7 ［Fields］ ボ ッ ク スで、 ス レーブ フ ァ イルの リ ン ク先と な るマス ター

フ ァ イルのフ ィ ール ド をダブルク リ ッ ク し ます。

8 ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［Join Controls］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を閉じ ます。
48



Pervasive PSQL を Delphi で使用
レ ッ スン 2 ： Delphi で Btrieve API を使用する

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Delphi での Btrieve API の使用について説明し ます。

作業項目は以下の とお り です。

基本的なフ ァ イル操作を実行する

フ ァ イルを開 く

フ ァ イルを閉じ る

フ ァ イルの作成

データの変更

レ コード の挿入

レ コード の更新

レ コード の削除

データの取得

Step オペレーシ ョ ンの実行

Get オペレーシ ョ ンの実行

セグ メ ン ト 化された イ ンデッ ク スの処理

データ を検索する

基本的なフ ァ イル操作を実行する

フ ァ イルを開 く

Btrieve フ ァ イルを開 く には、 Open （0） オペレーシ ョ ンおよび以下の情報

を指定し て BTRV を呼び出し ます。

a. フ ァ イルのポジシ ョ ン ブロ ッ ク

b. フ ァ イル名

c. フ ァ イルのオーナー ネーム

BTRV 呼び出 し をす る ために、 フ ァ イ ル名を キー バ ッ フ ァ ーに入力 し、

オーナー ネームをデータ  バ ッ フ ァーに入力し ます。 両方のパラ メ ーター

は、 「ヌルで終了」 し ている必要があ り ます。 DataLength パ ラ メ ーターに

は、 データ  バッ フ ァーの長さ を入力する必要があ り ます。

ポジシ ョ ン ブロ ッ クは、 フ ァ イルが開いている間、 有効なス コープで宣言

する必要があ り ます。 ポジシ ョ ン ブロ ッ クは、 関数の呼び出し中のカレン

シー データおよびその他の情報を保存するために使用される ため、 こ の変

数は、フ ァ イルに関連するすべての Btrieve 呼び出しから有効かつ参照可能

であ る必要があ り ます。
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例

var

  Status:smallint;
  PosBlock:array[1..128] of byte;

  DataBuffer:array[0..8] of char;

  KeyBuffer:array[0..254] of char;
  DataLength:word;

  KeyNumber:byte;

  [. . .]

  // オーナー ネーム （あ る場合） を DataBuffer に設定し、 長さ も
指定する

  fillchar(DataBuffer, sizeof(DataBuffer), #0);

  DataBuffer := ''; // こ のフ ァ イルには、 オーナー ネームな し

  DataLength := length(DataBuffer);

  // KeyBuffer にフ ァ イル名を入力する

  fillchar(KeyBuffer, sizeof(KeyBuffer), #0);

  KeyBuffer := 'g:\psql\sdk\pviddb\data\customer.mkd';

  // KeyNumber を 0 に設定

  KeyNumber := 0;

  // パラ メ ーターを指定し て Btrieve を呼び出す

  Status := BTRV( B_OPEN,

                  PosBlock,
                  DataBuffer,

                  DataLength,

                  KeyBuffer,
                  KeyNumber);

  // 返されたステータ ス を確認

  ShowMessage('Open returned ' + intToStr(Status));
  [. . .]

フ ァ イルを閉じ る

Btrieve フ ァ イルを閉じ るには、 Close （1） オペレーシ ョ ンで BTRV を呼び

出し、 開いている フ ァ イルのポジシ ョ ン ブロ ッ ク を渡し ます。 ステータ ス

が返され、 こ の操作が正し く 完了し たかど う かを確認でき ます。

例

[. . .]

Status := BTRV( B_CLOSE,

                PosBlock,
                DataBuffer,

                DataLength,
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                KeyBuffer,
                KeyNumber);

ShowMessage('Close returned ' + intToStr(Status));

[. . .]

フ ァ イルを作成する

フ ァ イルを作成するには、新しい Btrieve フ ァ イルの作成に必要な情報を含

む構造体を作成する必要があ り ます。 こ の構造体を作成する最も簡単な方

法は、 BTRV 呼び出しが実行される前に集計される複数の小さい構造体を

作成する こ と です。 Create （14） 関数呼び出し に渡される構造体について

の詳細は、 プロ グ ラ マ用の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。

例

{******************************************************

  Stat および Create 処理用のレ コード の型定義

******************************************************}

type

// フ ァ イル仕様 - フ ァ イル 1 つにつき 1 つの構造体

FILE_SPECS = packed record

  recLength   :smallint;
  pageSize    :smallint;

  indexCount  :smallint;

  reserved    :array[0..3] of char;
  flags       :smallint;

  dupPointers :byte;

  notUsed     :byte;
  allocations :smallint;

end;

// キー仕様 - フ ァ イル内のキー セグ メ ン ト  1 つにつき 1 つの構造体

KEY_SPECS = packed record

  position    :smallint;

  length      :smallint;
  flags       :smallint;

  reserved    :array[0..3] of char;

  keyType     :char;
  nullChar    :char;

  notUsed     :array[0..1] of char;

  manualKeyNumber :byte;
  acsNumber       :byte;

end;
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// 集合バッ フ ァーには、 1 つの FILE_SPECS と、

// キー セグ メ ン ト と同数の KEY_SPECS 構造体が入る

FILE_CREATE_BUF = packed record

  fileSpecs :FILE_SPECS;

  // こ こ では、 拡張性を考慮し て配列を使用

  keySpecs  :array[1..1] of KEY_SPECS; // 1 つのキー セグ
メ ン ト

end;
{******************************************************

  フ ァ イル仕様構造体を作成し て値を入力

******************************************************}
var

  NewFileSpec :FILE_CREATE_BUF;

  DataLength  :smallint;
  KeyBuffer   :array[0..254]  of char;

  KeyNumber   :byte;

  PosBlock    :array[1..128] of byte;
[. . .]

fillchar(NewFileSpec, sizeof(NewfileSpec), #0);

With NewFileSpec.fileSpecs do begin

  recLength   := 100;
  pageSize    := 4096;

  indexCount  := 3;  // イ ンデッ ク スの数 （キー セグ メ ン ト 数で
はない）

  reserved    := 0;
  flags       := 0;

  dupPointers := 0;

  notUsed     := 0;
  allocations := 0;

end;

With NewFileSpec.keySpecs[1] do begin

  position        := 0;
  length          := 4;

  flags           := 0;

  // 予約済み

  // 必要な し - fillchar() によ って NULL 化済み

  keyType         := 1;

  nullChar        := 0;

  // 使用せず

  // 必要な し - fillchar() によ って NULL 化済み

  manualKeyNumber := 0;
  acsNumber       := 0;
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end;
{******************************************************

  フ ァ イル パス と フ ァ イル名の指定

******************************************************}
fillchar(KeyBuffer, sizeof(KeyBuffer), #0);

KeyBuffer := 'c:\test.mkd';

{******************************************************

  Key Number を設定。 警告せずに上書きする場合は 0、 フ ァ イルが

  存在する場合にエラーとする場合は -1。

******************************************************}
KeyNumber := 0;

{******************************************************

  Btrieve Create オペレーシ ョ ンを呼び出し、 返されたステータ ス

  を確認

******************************************************}

Status := BTRV( B_CREATE,
                PosBlock,

                NewFileSpec,

                DataLength,
                KeyBuffer,

                KeyNumber);

ShowMessage('Create returned ' + intToStr(Status));

データの変更

レ コー ドの挿入

1 挿入する  Btrieve レ コード をデータ  バッ フ ァーに配置し ます。

2 Btrieve Insert 関数を呼び出し、 返されたステータ ス を確認し ます。

例

Status := BTRV( B_INSERT,

                PosBlock,

                DataBuffer,
                DataLength,

                KeyBuffer,

                KeyNumber);
ShowMessage('Insert returned ' + intToStr(Status));
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レ コー ドの更新

1 Get オペレーシ ョ ンまたは Step オペレーシ ョ ンを使用し てカレンシー

を確立し、 レ コード を読み込みます。

2 データ  バッ フ ァーを変更し ます。

3 Btrieve Update 関数を呼び出し ます。

例

Status := BTRV( B_UPDATE,
                PosBlock,
                DataBuffer,
                DataLength,
                KeyBuffer,
                KeyNumber);
ShowMessage('Update returned ' + intToStr(Status));

レ コー ドの削除

1 Get オペレーシ ョ ンまたは Step オペレーシ ョ ンを使用し てカレンシー

を確立し、 レ コード を読み込みます。

2 Btrieve Delete 関数を呼び出し ます。

例

Status := BTRV( B_DELETE,
                PosBlock,
                DataBuffer,
                DataLength,
                KeyBuffer,
                KeyNumber);
ShowMessage('Delete returned ' + intToStr(Status));

データの取得

Step オペレーシ ョ ンを実行する

Step オペレーシ ョ ンは、 イ ンデッ ク ス を使用せずにレ コード を返し ます。

1 Step オペレーシ ョ ンを呼び出し ます。

Status := BTRV( B_STEP_FIRST,
                PosBlock,
                DataBuffer,
                DataLength,
                KeyBuffer,
                KeyNumber);
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2 ステータ ス を確認し ます。

ShowMessage('Update returned ' + intToStr(Status));

3 データ  バッ フ ァーを使用または操作し ます。

Get オペレーシ ョ ンを実行する 

Get オペレーシ ョ ンは、 イ ンデッ ク ス を使用し てレ コード を返し ます。

1 （Get Equal、 Get Greater、 Equal 用などに ) キー バッ フ ァーのパラ メ ー

ターを適切な値に設定し ます。

// 次のコード は、 2 つのセグ メ ン ト （両方 と も 10 文字） を持つ 
// イ ンデッ ク スのキー バッ フ ァーを設定し ます。
// ZStrings と は違い、 これらのフ ィ ール ド はヌル終端でな く 、
// 空白を詰めます。

KeyBuffer := 'Adams     George    ';

2 特定のイ ンデッ ク スにキー番号パラ メ ーターを設定し ます。

KeyNumber := 1;

3 Step オペレーシ ョ ンを呼び出し ます。

Status := BTRV( B_GET_EQUAL,
                PosBlock,
                DataBuffer,
                DataLength,
                KeyBuffer,
                KeyNumber);

4 ステータ ス を確認し ます。

ShowMessage('Update returned ' + intToStr(Status));

5 データ  バッ フ ァーを使用または操作し ます。

セグ メ ン ト  イ ンデ ッ クスを使用する

セグメ ント  イ ンデッ ク ス は、 セグメ ント を持たないイ ンデッ ク ス と 同じ よ

う に使用でき ま すが、キー バッ ファ ーに値を入力する 際に注意が必要です。

キー バッ フ ァーには、 キーと同じ形式で値を入力する必要があ り ます。 整

数フ ィ ール ドおよびその他のバイナ リ  フ ィ ール ド では、キー バッ フ ァーの

情報は、 バイナ リ 形式であ る必要があ り ます。 それ以外の文字列型では、

データは、 Btrieve フ ァ イルに表示される形式と ま った く 同じ形式で表示さ

れる必要があ り ます。

キー バッ フ ァーのレ コード は、 Variant Record （ 「C」 では、 「共用体」 ） と

し て定義する と便利です。 次のキー バッ フ ァーの種類は、 異な る複数のセ

グ メ ン ト  キー タ イプおよびセグ メ ン ト 化されていないキー タ イプに対し

て使用でき ます。
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例

type
  KEY_BUFFER_TYPE = packed record
    case integer of 1:  (
          IDNumber:integer;
          Filler1:array[1..255 - sizeof(integer)] of char;
        );
    2:  (
          LastName:array[0..23]  of char;
          FirstName:array[0..23]  of char;
          Filler2:array[1..255 - 24 - 24] of char;
        );
    3:  (
          ZipCode:array[0..9]  of char;
          Filler3:array[1..255 - 10] of char
        )
  end;
[. . .]
var
  KeyBuffer:KEY_BUFFER_TYPE;
[. . .]
fillchar(KeyBuffer, sizeof(KeyNumber), #0);
KeyBuffer.IDNumber := 1047;
Status := BTRV( B_GET_EQUAL,
                PosBlock,
                DataBuffer,
                DataLength,
                KeyBuffer,
                KeyNumber);

データ を検索する

データ を検索するには、キーを使用し てデータベース内の行を検出し ます。

実際の行ではな く フ ァ イル内のキーのみを検出（存在し ている もの と仮定）

するには、GetEqual、GetNext、GetFirst、GetLast のいずれかのオペレーシ ョ

ン番号に +50 （btrconst.pas の KEY_BIAS） を追加し ます。

例

// キーのみを取得 -- レ コード は取得し ない

Status := BTRV( B_GET_EQUAL + KEY_BIAS,
                PosBlock,
                DataBuffer,
                DataLength,
                KeyBuffer,
                KeyNumber);
56



Pervasive PSQL を Delphi で使用
レ ッ スン 3 ： Delphi で ODBC を使用する

データベースに接続する

1 TDatabase （オプシ ョ ン） と、TTable または TQuery、および TDataSource
をフ ォーム上に配置し ます。

TDatabase オブジ ェ ク ト を フ ォーム上に配置し てプロパテ ィ を設定す

るには - Delphi

a. コ ンポーネン ト をフ ォーム上に配置し ます。

b. AliasName プロパテ ィ を ODBC DSN に設定し ます。

c. DatabaseName プロパテ ィ を覚えやすい値に設定し ます。

d. LoginPrompt プロパテ ィ を適切な値に設定し ます。

TQuery をフ ォーム上に配置し てプロパテ ィ を設定するには

a. コ ンポーネン ト をフ ォーム上に配置し ます。

b. DatabaseName プロパテ ィ を TDatabase に指定し た名前に設定し ま

す。

c. SQL プロパテ ィ を有効な SQL ステー ト メ ン ト （パラ メ ーターの有

無は無関係） に設定し ます。

d. SQL でパラ メ ーターが使用されている場合は、 Params 文字列を設

定し ます。

e. 設計時に ク エ リ を実行でき る よ う 、 Active プロパティを True に設定

し ます。

2 TDatabase のプロパテ ィ で Connected を  True に設定し ます。

3 TTable または TQuery のプロパテ ィ で、 Active を True に設定し ます。

4 TTable または TQuery へ接続する よ う に TDataSource を設定し ます。

5 プロ グ ラ ムの起動時に自動接続されないよ う にするには、 TTable また

は TQuery の Active プロパテ ィ を False に設定し ておき、実行時に接続

が要求された際、 コード でこ の設定を  True に変更し ます。

SQL を使用し てクエ リ を実行する

1 TQuery コ ンポーネン ト をオプシ ョ ンの TDatabase と  TDatasource と一

緒に使用し、 TQuery の SQL プロパテ ィ を ク エ リ を表す有効な SQL ス
テー ト メ ン ト に設定し ます。

2 TQuery の Active プロパテ ィ を  True に設定し て、 設計時にク エ リ を実

行し た り 、 実行時に TQuery を閉じ た り 開いた り でき る よ う にし ます。
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例

begin

  TitleQuery.Active := FALSE;
  TitleQuery.SQL.Clear;

  if IDRadioButton.Checked then begin

    TitleQuery.SQL.Add('select a.*, b.Description from 
Titles a, Categories b ');

    TitleQuery.SQL.Add('where CategoryID = Category ');
    TitleQuery.SQL.Add('order by a.TitleID');

  end else begin

    TitleQuery.SQL.Add('select a.*, b.Description from 
Titles a, Categories b ');

    TitleQuery.SQL.Add('where CategoryID = Category ');

    TitleQuery.SQL.Add('order by a.Title');
  end;

  TitleQuery.Active := TRUE;

end;

コ ン ト ロールをバイ ン ド する

Query1.Params[1] := 'Clyde';
Query1.Params[2] := '1234 First Street';

Query1.Params[3] := '';

Query1.Params[4] := 'Austin';

Query1.Params[5] := 'TX';
Query1.Params[6] := '78743';

Query1.Params[7] := '512-555-1234';

Query1.ExecSQL;

SQL を使用し て更新する

1 TQuery コ ンポーネン ト を使用し ます。

2 SQL プロパテ ィ に Update ステー ト メ ン ト を設定し ます。

3 ExecSQL メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

例

TitleUpdateQuery.SQL.Clear;

TitleUpdateQuery.SQL.Add('UPDATE titles ');
TitleUpdateQuery.SQL.Add('set TitleID = ' + 

intToStr(Titles.TitleQuery.FieldValues['TitleID']) 
+ ', ');
58



Pervasive PSQL を Delphi で使用
TitleUpdateQuery.SQL.Add('Title = ''' + TitleEdit.Text  
+ ''', ');

TitleUpdateQuery.SQL.Add('Category = ' + 
intToStr(CategoryDBComboBox.ItemIndex + 1) + ', ');

TitleUpdateQuery.SQL.Add('Price = ' + PriceEdit.Text  + 
', ');

TitleUpdateQuery.SQL.Add('Term = ' + TermEdit.Text + ' 
');

TitleUpdateQuery.SQL.Add('where TitleID =  ' + 
intToStr(Titles.TitleQuery.FieldValues['TitleID']) 
+ ' ');

TitleUpdateQuery.ExecSQL;

SQL を使用し て挿入する

1 TQuery コ ンポーネン ト をフ ォーム上に配置し ます。

2 SQL プロパテ ィ に Insert ステー ト メ ン ト を設定し ます。

3 TQuery の ExecSQL メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

例

TitleUpdateQuery.SQL.Clear;
TitleUpdateQuery.SQL.Add('INSERT into titles values (');

TitleUpdateQuery.SQL.Add('0, ''' + TitleEdit.Text + ''', 
');

TitleUpdateQuery.SQL.Add(intToStr(CategoryDBComboBox.It
emIndex + 1) + ', ');

TitleUpdateQuery.SQL.Add(PriceEdit.Text  + ', ');

TitleUpdateQuery.SQL.Add(TermEdit.Text + ' )');
TitleUpdateQuery.ExecSQL;

パラ メ ーター クエ リ を使用する

1 TQuery コ ンポーネン ト を使用し て く ださい。

2 SQL プロパテ ィ にパラ メ ーターを持つステー ト メ ン ト を設定し ます。

パラ メ ーターは、 コ ロ ンで始ま る  :Param で表されます。

3 Params プロパテ ィ  エデ ィ ターで、 SQL ステー ト メ ン ト 内の名前付け

された各パラ メ ーターの Type とデフ ォル ト 値を指定し ます。

4 実行時に、 Params プロパテ ィ を コード で設定し ます。
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例

Query1.Close;

Query1.SQL.Add('select * from customers ');
Query1.SQL.Add('where LastName = :LName and FirstName = 

:FName');
[ . . . ]

Query1.Params[0] := 'Henderson';

Query1.Params[1] := 'Clyde';
Query1.Open;

パラ メ ーター Update ステー ト メ ン ト を使用する

1 TQuery コ ンポーネン ト を使用し て く ださい。

2 SQL プロパテ ィ にパラ メ ーターを持つ Update ステー ト メ ン ト を設定

し ます。 パラ メ ーターは、 コ ロ ンで始ま る  :Param で表されます。

3 Params プロパテ ィ  エデ ィ ターで、 SQL ステー ト メ ン ト 内の名前付け

された各パラ メ ーターの Type とデフ ォル ト 値を指定し ます。

4 実行時に、 Params プロパテ ィ を コード で設定し ます。

例

Query1.Close;

Query1.SQL.Clear;

Query1.SQL.Add('update customers ');
Query1.SQL.Add('set LastName = :LName, FirstName = 

:FName ');
Query1.SQL.Add('where CustID = :CustID');

[ . . . ]

Query1.Params[0] := 'Henderson';
Query1.Params[1] := 'Clyde';

Query1.Params[2] := iCustID;

Query1.ExecSQL;

パラ メ ーター Insert ステー ト メ ン ト を使用する

1 TQuery コ ンポーネン ト をフ ォーム上に配置し ます。

2 SQL プロパテ ィ にパラ メ ーターを持つ Insert ステー ト メ ン ト を設定し

ます。 パラ メ ーターは、 コ ロ ンで始ま る  :Param で表されます。

3 Params プロパテ ィ  エデ ィ ターで、 SQL ステー ト メ ン ト 内の名前付け

された各パラ メ ーターの Type とデフ ォル ト 値を指定し ます。

4 実行時に、 Params プロパテ ィ を コード で設定し ます。
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例

Query1.Close;

Query1.SQL.Clear;
Query1.SQL.Add('insert into customers ');

Query1.SQL.Add('values (0, :LName, :FName, :Address1, 
:Address2, ');

Query1.SQL.Add(':City, :State, :Zip, :Phone));

[ . . . ]
Query1.Params[0] := 'Henderson';
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5 
Pervasive PSQL を Visual Basic
で使用
こ の章では、 Microsoft Visual Basic を使用し て  Pervasive PSQL データ を表示

およ び操作する 方法について説明し ま す。 こ の中には、 ActiveX イ ン タ ー

フ ェ イ ス のイ ンス ト ールおよ び操作、 Btrieve API での基本的なフ ァ イ ル操

作の実行、ODBC を使用し た  SQL ク エリ の実行に関する 情報が含ま れま す。
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レ ッ スン 1 ： Visual Basic で ActiveX を使用する

ActiveX イ ン ターフ ェ イスを準備する

1 "Pervasive ActiveX Data Source" と  "Pervasive Bound Controls" を Visual
Basic のツールバーに追加し ます。

Visual Basic の VAccess コ ン ト ロールを使用する

1 VAccess データ  コ ン ト ロールを選択し てフ ォームに配置し ます。

2 こ のコ ン ト ロールの Btrieve File プロパテ ィ を設定し ます。

a. コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し て ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 ま

たは、 ［表示｜プロパテ ィ  ページ］ を選択し ます。
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b. ［File Information］ タブで、 以下のプロパテ ィ を設定し ます。

DdfPath - コ ン ト ロールに付属するデータ  フ ァ イルの定義を

含む DDF の場所 （ド ラ イブおよびパス）。

TableName - VAccess コ ン ト ロールに付属するデータ  フ ァ イ

ルの （DdfPath プロパテ ィ で指定し た DDF 内の） テーブル名。

Location - コ ント ロ ールに付属する データ  ファ イ ルのオペ

レ ーティ ング  シス テム  ファ イ ル名。 TableName プロ パティ で

指定さ れたテーブルの場所がデフォ ルト になり ま す。こ のプロ

パティ には、完全修飾パス およ びファ イ ル名、ま たはファ イ ル

名のみが入り ま す。 パス を指定し なかった場合、 DdfPath プロ

パティ で指定さ れた場所にある データ  ファ イ ルが開き ま す。

3 ［Settings］ タブを ク リ ッ ク し て ［IndexNumber］ の値を確認し ます。

4 ボ ッ ク スから、 Btrieve フ ァ イルのイ ンデッ ク ス を選択し ます。

5 Extended オペレーシ ョ ンを使用するかど う かを選択し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンで Extended オペレーシ ョ ン を使用する と、 Btrieve
サーバーから一度に複数のレ コード を取得する こ と ができ、 フ ィ ール

ド 値に基づいてサーバー側でフ ィ ルタ リ ングを行 う こ と ができ ます。

Extended オペ レ ーシ ョ ン に よ り 、 レ コ ー ド 取得操作に よ っ てはパ

フ ォーマン スが非常に向上し ます。
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［Extended Operations］ タブを ク リ ッ ク し ます。 Extended オペレーシ ョ

ン を使用する場合は、 ［ExtendedOps］ チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし、

使用し ない場合は、 こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオフにし ます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 次のコード で VAccess1 の部分を自分のコ ン ト ロールの名前に置き換

え、 Form_Load Event に追加し ます。

VAccess1.GetFirst

必要な場合は、 初期化ク エ リ のコード を追加し ます。

VAText コ ン ト ロールを使用する

1 フ ォームにコ ン ト ロールを追加し ます。「VAccess データ  コ ン ト ロール

を選択し てフ ォームに配置し ます。」 を参照し て く ださ い。

2 バウ ン ド  コ ン ト ロールの VAccess プロパテ ィ を設定し ます。 「バウ ン

ド  コ ン ト ロールの VAccess プロパテ ィ を設定し ます。」 を参照し て く

ださい。

a. バウ ン ド  コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き

ます。

b. ［VAccessName］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

c. ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から コ ン ト ロールを選択し ます。

3 VAFieldName プロパテ ィ を設定し ます。

a. ［VAFieldName］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

b. ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から フ ィ ール ド を選択し ます。
66



Pervasive PSQL を Visual Basic で使用
4 VASearch プロパテ ィ を設定し ます。

こ のプロパテ ィ を True に設定し た場合、VAccess コ ン ト ロールは、デー

タ  ソースの IndexNumber プ ロパテ ィ に よ って指定さ れた イ ンデ ッ ク

スの最初のセグ メ ン ト のテキス ト  ボ ッ ク スの値を使用し、そのテキス

ト が変化す る ご と に GetGreaterOrEqual メ ソ ッ ド を 実行 し ま す。

VAFieldName プロパテ ィ の設定は、 無効にな り ます。

a. こ のプロパテ ィ を  True に設定する場合は、 ［VASearch］ チェ ッ ク

ボ ッ ク ス をオンにし ます。

b. False に設定する場合は、 このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオフにし ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

VAList コ ン ト ロールを使用する

1 フ ォームにコ ン ト ロールを追加し ます。

2 バウ ン ド  コ ン ト ロールの VAccess プロパテ ィ を設定し ます。

a. VAList コ ン ト ロールのプロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き ま

す。

b. ［VAccessName］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。
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c. ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト からデータ  ソース  コ ン ト ロールを選択し

ます。

3 VAAutoScroll プロパテ ィ を設定し ます。

こ のプロパテ ィ を  False に設定する こ と によ り 、 リ ス ト がオー ト フ ィ

ル レ コード  リ ス ト と し て使用されている場合 （VARecordList = True）、

リ ス ト 内で現在選択されている項目が、 自動的にその リ ス ト の一番上

にス ク ロールされな く な り ます。

レ コード  リ ス ト  VAList のデフ ォル ト （VARecordList = True） の動作で

は、 リ ス ト  ボ ッ ク スやその他の方法 （ス ク ロール バーや GetEqual コ
マン ド など） によ って位置が変更された場合でも、 現在のレ コード が

必ず リ ス ト の一番上に表示されます。

VAAutoScroll が False の場合、 こ のデフ ォル ト は無効にな り 、 リ ス ト

ボ ッ ク ス自体以外のソースによ って位置が変更された場合にのみ、 現

在のレ コー ド が リ ス ト の一番上に表示 さ れます。 た と えば、 リ ス ト

ボ ッ ク ス内の項目を ク リ ッ クする と  VAccess コ ン ト ロールの位置が変

更されますが、 リ ス ト  ボ ッ ク ス内の項目の位置は変更されません。

4 VARecordList プロパテ ィ を設定し ます。

こ のプ ロ パテ ィ を  True に設定 し た場合は、 リ ス ト  ボ ッ ク ス  コ ン ト

ロールまたはコ ンボ ボ ッ ク ス  コ ン ト ロールのモード が、フ ィ ール ド連

結コ ン ト ロールから レ コード  ブラ ウザーに切 り 替わ り ます。

VARecordList プロパテ ィ によ り 、 でき るだけ多 く のレ コード を リ ス ト

コ ン ト ロールに入力する こ と が可能にな り ます。 リ ス ト 内の一番上の

項目は、 現在の レ コ ー ド です （ただ し、 VAAutoScroll プ ロ パテ ィ が

False に設定されている場合は、選択されている リ ス ト 項目が現在のレ

コード）。

VARecordList = True の場合は、 追加機能を使用する こ と ができ、 こ の

追加機能には、設計時にプロパテ ィ  ページのボタ ンを使用し てア ク セ

スでき ます。 VAFieldName プロパテ ィ および VAFormat プロパテ ィ に

は、 それぞれセ ミ コ ロ ンで区切られたフ ィ ール ド と書式の リ ス ト を含
68



Pervasive PSQL を Visual Basic で使用
め る こ と がで き ます。 ただ し、 コ ン ト ロールがフ ィ ール ド  バウ ン ド

モード の場合 （VARecordList プロパテ ィ が False の場合） は、 1 つのエ

ン ト リ に制限されます。また、VAAutoScroll プロパテ ィ と  ColumnWidth
プロパテ ィ が使用可能にな り ます。

5 表示させる フ ィ ール ド を選択し ます。

VAList に表示させる フ ィ ール ド を  1 つ選択するには

a. ［VAFieldName］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

b. ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から フ ィ ール ド を選択し ます。

VAList に表示させる フ ィ ール ド を複数選択するには

a. ［VAFieldName］ ボ ッ ク ス のテキ ス ト  フ ィ ール ド を ク リ ッ ク し ま

す。

b. 表示させる フ ィ ール ド をセ ミ コ ロ ン （;） で区切って入力し ます。

または、

a. ［VAFieldName］ テ キ ス ト  ボ ッ ク ス の横にあ る ［...］ ボ タ ン を ク

リ ッ ク し ます。

b. 追加する フ ィ ール ド をそれぞれダブルク リ ッ ク し ます。

c. ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 列幅を設定し ます。

a. ［ColumnWidth］ボ ッ ク スの横にあ る［...］ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

b. 編集ボ ッ ク ス内で、 VAList ボ ッ ク スの最初の列の任意の右端をダ

ブルク リ ッ ク し ます。 最後の列以外のすべての列に対し て こ の操

作を繰 り 返し ます。 こ の操作の終了後は、 列の線を新しい位置ま

で ド ラ ッ グでき ます。

2 つの VAccess コ ン ト ロールを結合する

VAccess コ ン ト ロールの Join プロパテ ィ を使用する と、 キー値を使用し て

2 つのフ ァ イルを リ ン ク させる こ と ができ、 た と えば、 最初の （マス ター）

フ ァ イルでのレ コード の位置を変更し た場合、その変更は 2 番目の（ス レー

ブ） フ ァ イルから取得されたレ コード にも反映されます。 Join プロパテ ィ

は、 リ レーシ ョ ナル データベース を参照するための簡単な機能を提供し ま

す。

ス レーブ コ ン ト ロール内の結合されたフ ィ ール ド は、イ ンデッ ク ス  フ ィ ー

ル ド であ る必要があ り ます。 また このフ ィ ール ド のデータは、 マス ター コ
ン ト ロール内の対応する フ ィ ール ド と同じ未処理データであ る必要があ り

ます。 マス ター コ ン ト ロール内のフ ィ ール ド は、 イ ンデッ ク スであ る必要

はあ り ません。 ス レーブ コ ン ト ロールの IndexNumber プロパテ ィ は、 この

結合に関連があ る イ ンデッ ク スに設定されたま まであ る こ と が条件で、 設

定されていない場合、 こ の結合は解除されます。
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1 対 1、 多対 1、 1 対多のすべての結合が使用でき ます。 ス レーブ VAccess
コ ン ト ロールの ExtendedOps プロパテ ィ が True に設定されている場合は、

1 対多の関係が最も有効です。 この場合、 ス レーブ コ ン ト ロールは、 キー

値に一致するすべてのレ コー ド をマス ター コ ン ト ロールか ら自動的に取

得し、その RowColumnValue プロパテ ィ から フ ィ ール ド  データにア ク セス

可能にな り ます。 このデータは、VAccessName プロパテ ィ を ス レーブ コ ン

ト ロールの名前に、また VAFieldName プロパテ ィ を表示される フ ィ ール ド

にそれぞれ設定する こ と によ り 、 レ コード  リ ス ト  モード で VAList ボ ッ ク

スに表示させる こ と ができ ます。ス レーブ コ ン ト ロールの Join プロパテ ィ

を設定するには、 以下の操作を行います。

1 ス レ ーブ コ ント ロ ールのプロ パティ  ダイ アロ グ  ボッ ク ス を開き ま す。

2 ［Setting］ タブを ク リ ッ ク し ます。

3 イ ンデッ ク ス を設定し ます。

4 ［File Information］ タブを ク リ ッ ク し ます。

5 ［File Information］ タブの ［Join］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［To VAccess］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

7 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から マス ター フ ァ イルを選択し ます。

8 ［Where］ ボ ッ ク スで、マス ター フ ァ イルを リ ン ク させる ス レーブ フ ァ

イルのイ ンデッ ク ス を選択し ます。

9 ［Fields］ ボ ッ ク スで、 ス レーブ フ ァ イルの リ ン ク先にな るマス ター

フ ァ イルのフ ィ ール ド をダブルク リ ッ ク し ます。

10 ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［Join Controls］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を閉じ ます。

11 ［OK］ を ク リ ッ ク し て VAccess のプロパテ ィ  ページを閉じ ます。

VACommand コ ン ト ロールを使用し て Btrieve オペレーシ ョ
ンを実行する

1 フ ォームにコ ン ト ロールを追加し ます。「VAccess データ  コ ン ト ロール

を選択し てフ ォームに配置し ます。」 を参照し て く ださ い。

2 VAccess プロパテ ィ を設定し ます。 「バウ ン ド  コ ン ト ロールの VAccess
プロパテ ィ を設定し ます。」 を参照し て く ださ い。

3 VAOperation プロパテ ィ を設定し ます。

a. プロパテ ィ  ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの ［Operation Settings］ タブを ク

リ ッ ク し ます。

b. ［VAOperation］ ボ ッ ク スの矢印を ク リ ッ ク し ます。

c. ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト からオペレーシ ョ ンを選択し ます。
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レ ッ スン 2 ： Visual Basic で Btrieve API を使用する

Visual Basic プロジ ェ ク ト で PALN32.DLL を参照させる

1 ［プロ ジェ ク ト ］ メ ニューの ［参照設定］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［Pervasive Btrieve Alignment Library］ のモジュールを選択し ます。 こ の

モジュールが表示されていない場合は、［参照］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て

こ のモジュールを リ ス ト に追加し ます。このモジ ュールは、Btrieve API
用の Visual Basic サンプル アプ リ ケーシ ョ ン と同じデ ィ レ ク ト リ にイ

ン ス ト ールされます。

3 \Program Files\Pervasive Software\PSQL\SDK\INTF\VB（デフ ォル ト の

場所にダ ウ ン ロー ド し た場合） か ら  BTR32VB.BAS をプ ロ ジ ェ ク ト

デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし、 プロ ジェ ク ト に追加し ます。

グローバル構造体を初期化する

Pervasive Btrieve Alignment ラ イブラ リ （PALN32.DLL） は、 Pervasive PSQL
SDK に用意されています。 このラ イブラ リ は、 ア ラ イ メ ン ト 調整された構

造体のパッ クや、 データベースの行のアンパッ ク に使用されます。

データベース をア ク セス可能にするには、 データ操作のためのデータ構造

体が必要です。 以下の項目を保存する必要があ り ます。

  データベース形式のパッ ク されたデータ

  Visual Basic の UDT 形式のアンパッ ク  データ

  パッ クおよびアンパッ ク に必要なフ ィ ール ド の情報

1 パッ ク されたデータベースの行を保存するために必要な構造体を作成

し ます。
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Const CustRowSize = 193
Type CustRowType

    buf(1 To CustRowSize) As Byte

End Type

Dim CustRow As CustRowType

2 保持し ているデータの構造体を作成し ます。

Public Type CustRecType  
    custid As Long

    lastname As String * 24

    firstname As String * 24
    address1 As String * 36

    address2 As String * 36

    city As String * 24

    state As String * 2
    zip As String * 10

    homephone As String * 12

    workphone As String * 12
    status As Long

    member As Byte

    expiration As Long
End Type

3 保持し ている フ ァ イル構造の構造体を作成し ます。

Global CustFldMap(1 To 13) As FieldMap

4 フ ァ イル構造を メ モ リ に読み込みます。

'Customer フ ィ ール ド マ ッ プを初期化する

DDF フ ァ イルが存在する場合 :
SetFieldMapFromDDF DdfPath$, "Customers", "", "", _

    CustFldMap, False

DDF フ ァ イルが存在し ない場合 :
SetField CustFldMap(1), FLD_INTEGER, 4   'CustID
SetField CustFldMap(2), FLD_STRING, 24   'LastName
SetField CustFldMap(3), FLD_STRING, 24   'FirstName
SetField CustFldMap(4), FLD_STRING, 36   'Address1
SetField CustFldMap(5), FLD_STRING, 36   'Address2
SetField CustFldMap(6), FLD_STRING, 24   'City
SetField CustFldMap(7), FLD_STRING, 2    'State
SetField CustFldMap(8), FLD_STRING, 10   'Zip
SetField CustFldMap(9), FLD_STRING, 12   'HomePhone
SetField CustFldMap(10), FLD_STRING, 12  'WorkPhone
SetField CustFldMap(11), FLD_INTEGER, 4  'Status
SetField CustFldMap(12), FLD_BYTE, 1     'Member
SetField CustFldMap(13), FLD_INTEGER, 4  'Expiration
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基本的なフ ァ イル操作を実行する

フ ァ イルを開 く

こ の操作を実行するには、 ポジシ ョ ン  ブロ ッ ク、 フ ァ イル名、 オーナーの

3 つの情報が必要です。 ポジシ ョ ン ブロ ッ ク と し て、 長さ  128 バイ ト のバ

イ ト 配列変数を作成する こ と によ り 、メ モ リ を割 り 当て る必要があ り ます。

フ ァ イル名は後ろにヌル文字を付けてキー バッ フ ァーに格納し、オーナー

も 同様に後 ろ に ヌ ル文字 を 付け てデー タ  バ ッ フ ァ ーに格納 し ま す。

BTRCALL の DataSize パラ メ ーターと  KeySize パラ メ ーターは、 それぞれ

最後に付け られたヌル文字も含む名前の長さ に設定し ます。

1 ポジシ ョ ン ブロ ッ ク の変数を作成し ます。

' Customer テーブルを開 く 準備をする

Type posblk

    pbelements(0 To 127) As Byte
End Type

' ポジシ ョ ン ブロ ッ ク と し て 128 バイ ト の配列を定義する

Global CustPosBlk As posblk

2 次に、 キー バッ フ ァー用のバイ ト 配列を定義し、 割 り 当て る必要があ

り ます。 こ の配列は、 キー バ ッ フ ァー パラ メ ーターの最大長または

255 バイ ト に設定する こ と が推奨されます。

' キー バッ フ ァー長をバイ ト 単位で定義 - 最大の 255 を定義

Global Const KEY_BUF_LEN = 255

' キー バッ フ ァーのバイ ト 配列を定義

Type kb_tmpb

    keybuff(1 To KEY_BUF_LEN) As Byte
End Type

Global KeyBufferByteArray As kb_tmpb

3 さ らに、データ  バッ フ ァーのバイ ト 配列を定義し て割 り 当て る必要が

あ り ます。

' オーナー ネーム用のデータ バッ フ ァー長をバイ ト 単位で定義

Global Const OWNER_MAX_LEN = 9

' データ バッ フ ァーのバイ ト 配列を定義

Type db_tmpb
    databuff(1 To OWNER_MAX_LEN) As Byte

End Type

Global db_datb As db_tmpb

4 次に、オーナー ネーム と パス文字列を保持する構造体を定義および設

定する必要があ り ます。
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Public Type KeyBufferString
    FilePath As String * KEY_BUF_LEN

End Type

Global KeyBufferWorkingArea As KeyBufferString

Public Type OwnerDataBufferString

    OwnerName As String * OWNER_MAX_LEN
End Type

Global OpenFileOwnerDataBuffer As OwnerDataBufferString

5 パッ クおよびアンパッ ク に必要なフ ィ ール ド情報を保持する領域も定

義する必要があ り ます。

Global KeyBufferFldMap(0 To 0) As FieldMap
Global OpenFileDataBufferFldMap(0 To 0) As FieldMap

' これらのフ ィ ール ド は次のよ う に設定する こ と ができ ます。

SetField KeyBufferFldMap(0), FLD_STRING, KEY_BUF_LEN

SetField OpenFileDataBufferFldMap(0), FLD_STRING, 
OWNER_MAX_LEN

6 キー バッファーにテーブル名、 OWNER にオーナー ネームを設定し ま

す。

KeyBufferWorkingArea.FilePath = ddfpath & "\" & 
"customer.mkd" & Chr$(0)

' オーナー ネームに空文字列を設定

OpenFileOwnerDataBuffer.OwnerName = "" & Chr$(0)

7 次に、 これらの文字列を保持し ている構造体を、 データ  バッ フ ァーお

よびキー バッ フ ァーバイ ト 配列にコ ピーし ます。

StructToRow KeyBufferByteArray.keybuff, 
KeyBufferFldMap, KeyBufferWorkingArea, 
LenB(KeyBufferWorkingArea)

StructToRow db_datb.databuff, 
OpenFileDataBufferFldMap, OpenFileOwnerDataBuffer,  
LenB(OpenFileOwnerDataBuffer)

8 Open オペレーシ ョ ンを使用し て BTRCALL オペレーシ ョ ンを呼び出

し ます。

' Customer テーブルを開 く

status = BTRCALL(BOPEN, CustPosBlk, db_datb, _

  OWNER_MAX_LEN, KeyBufferByteArray, KEY_BUF_LEN, 0)

9 返されたステータ スが正しいこ と を確認し ます。

' 返されたステータ ス を確認する
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If status% <> 0 Then

  MsgBox "Customer テーブルのオープン エラー。Btrieve " & _

      " は次のステータ ス を返し ま し た ： " & status%
End If

フ ァ イルを閉じ る

フ ァ イルを閉じ る操作は簡単です。 BCLOSE オペレーシ ョ ンを呼び出し て

ポジシ ョ ン ブロ ッ ク を渡すのみです。 ステータ スが返され、 こ の操作が正

し く 完了し たかど う かを確認でき ます。

1 ポジシ ョ ン ブロ ッ ク を引数と し て Close オペレーシ ョ ンを呼び出し ま

す。

status% = BTRCALL(BCLOSE, CustPosBlk, 0, 0, 0, 0, 0)

2 返されたステータ ス を確認し ます。

If status% Then

    MsgBox "Customer テーブルのク ローズ エラー。  " & _

      "Btrieve は次のステータ ス を返し ま し た ： " & status%
End If

フ ァ イルを作成する

フ ァ イルを作成するには、新しい Btrieve フ ァ イルの作成に必要な情報を含

む構造体を作成する必要があ り ます。

1 必要な構造体および定数を含めます。

Type BtrFileSpec
    Length As Integer
    PageSize As Integer
    NumIndexes As Integer
    Reserved As Long
    FileFlags As Integer
    NumDupPtr As Byte
    NotUsed As Byte
    Allocation As Integer
End Type

' フ ァ イルのフ ラ グを指定する ために使用される定数 :
Global Const VAR_RECS = &h1
Global Const BLANK_TRUNC = &h2
Global Const PRE_ALLOC = &h4
Global Const DATA_COMP = &h8
Global Const KEY_ONLY = &h10
Global Const BALANCED_KEYS = &h20
Global Const FREE_10 = &h40
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Global Const FREE_20 = &h80
Global Const FREE_30 = &hC0
Global Const DUP_PTRS = &h100
Global Const INCLUDE_SYSTEM_DATA = &h200
Global Const NO_INCLUDE_SYSTEM_DATA = &h1200
Global Const SPECIFY_KEY_NUMS = &h400
Global Const VATS_SUPPORT = &h800

2 フ ァ イル仕様の構造体を作成し て値を入力し ます。

Dim NewFileSpec As BtrFileSpec

' 長さ 100 のレ コード を含むフ ァ イルを作成する
With NewFileSpec
    .Length = 100
    .PageSize = 4096
    .NumIndexes = 0
    .Reserved = 0
    .FileFlags = 0
    .NumDupPtr = 0
    .NotUsed = 0
    .Allocation = 0
End With

3 フ ァ イル名を指定し ます。

KeyBufferWorkingArea.FilePath = "Example.btr" + Chr$(0)

4 構造体からパッ ク されたキー バッ フ ァー バイ ト 配列にコ ピーし ます。

StructToRow KeyBufferByteArray.keybuff, 
KeyBufferFldMap, KeyBufferWorkingArea, 
LenB(KeyBufferWorkingArea)

5 Btrieve Create 関数を呼び出し ます。

' Btrieve コマン ド を呼び出し てフ ァ イルを作成する

status% = BTRCALL(BCREATE, 0, NewFileSpec, 16, _

        KeyBufferByteArray, KEY_BUF_LEN, -1)

6 ステータ ス を確認し ます。

' 返されたステータ ス を確認する

If status% <> 0 Then

    MsgBox " フ ァ イルの作成エラー。 Btrieve " & _

        " は次のステータ ス を返し ま し た ： " & status%
End If
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データの変更

レ コー ドの挿入

挿入する行をデータ  バ ッ フ ァ に設定し て BINSERT を呼び出す こ と に よ

り 、 行の挿入が行えます。

1 構造体をパッ ク された行に変換し ます。

StructToRow custrow.buf, CustFldMap, custrec, 
LenB(keyrec)

2 Btrieve Insert 関数を呼び出し ます。

status% = BTRCALL(BINSERT, CustPosBlk$, custrow, _

    LenB(custrow), 0, 0, -1)

3 ステータ ス を確認し ます。

If status% <> 0 Then

    MsgBox "Insert エラー :" & status%
End If

レ コー ドの更新

行を更新するには、 Get オペレーシ ョ ン または Step オペレーシ ョ ンを実行

し てカレ ンシーを確立する必要があ り ます。 完了後、 その行は変更可能に

な り ます。

1 構造体をパッ ク された行に変換し ます。

StructToRow custrow.buf, CustFldMap, custrec, 
LenB(keyrec)

2 Btrieve Update 関数を呼び出し ます。

status% = BTRCALL(BUPDATE, CustPosBlk, custrow, _ 

    LenB(custrow), KeyBufferByteArray, KEY_BUF_LEN, 0)

3 ステータ ス を確認し ます。

If status% <> 0 Then

    MsgBox "Update エラー ： " & status%
End If
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レ ッ スン 3 ： Visual Basic で ODBC を使用する

SQL を使用し て選択する

1 こ の例を実行する ために必要なツールを選択し ます。

（こ のプ ロ グ ラ ム を実行する には、 ［プ ロ ジ ェ ク ト ｜コ ンポーネン ト ］ で

"Microsoft Data Bound Grid Control 5.0" および "Microsoft RemoteData Control
5.0" が選択されている必要があ り ます。 また、 ［プロ ジェ ク ト ｜参照設定］

では、 "Microsoft Remote Data Object 2.0"、 "Remote Data Bound Grid Control
5.0"、 "Microsoft RemoteData Control 5.0" がすべて選択されている必要があ

り ます。）

メ モ  Remote Data Control を 使用す る には、 Microsoft Visual Basic
Enterprise Edition 5.0 を使用する必要があ り ます。

2 MSRDC コ ン ト ロール、テキス ト  ボ ッ ク ス、DBGrid のいずれかをバイ

ン ド し ます。 MSRDC コ ン ト ロールにバイ ン ドする場合は、 RDO コ ン

ト ロールをツール ボ ッ ク スに追加し ます。

a. ［ツールボ ッ ク ス］ ウ ィ ン ド ウ を右ク リ ッ ク し て ［コ ンポーネン

ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

b. "Microsoft RemoteData Control 2.0" を選択し て ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。

c. ［プロ ジェ ク ト ］を ク リ ッ ク し、次に［参照設定］を ク リ ッ ク し ます。
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d. "Microsoft Remote Data Object 2.0" を選択し て ［OK］ を ク リ ッ ク し

ます。

3 ツール ボ ッ ク スの MSRDC コ ン ト ロールを ク リ ッ ク し ます。 次に、

Form1 ウ ィ ン ド ウでカーソルを ド ラ ッ グ し て MSRDC コ ン ト ロールを

作成し ます。

4 プロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウの［Connect］フ ィ ール ド に「database=Employees」
と入力し ます。 このフ ィ ールド では、 ODBC によ るデータ  ア ク セスの

ための接続文字列を設定し、 接続先のテーブルを指定し ます。 一覧か

らデータベースの種類を選択し なかった場合は、必然的に ODBC が使

用される こ と になる ため、 このフ ィ ール ド に、 「ODBC」 と入力する必

要はあ り ません。 次に、 ［DataSourceName］ フ ィ ール ド に ［Pvideo］ と

入力し ます。 このフ ィ ール ド では、 作成し たデータ  ソースの名前を指

定し ます。 ［SQL］ フ ィ ール ド に次のク エ リ を入力し ます。

Select * from Employees

こ の ク エ リ によ り 、Employee データベースからすべてのデータが抽出

されます。

または、 DB グ リ ッ ド をバイ ン ドする こ と もでき ます。

1 ［プロ ジェ ク ト ］ の ［コ ンポーネン ト ］ を ク リ ッ ク し、DBGrid をフ ォー

ムに追加し ます。

2 プロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウの ［DataSource］ フ ィ ール ド を MSRDC コ ン ト

ロールの名前に設定し ます。

3 DBGrid を右ク リ ッ ク し て ［フ ィ ール ド の取得］ を選択し ます。 こ のコ

マン ド によ り 、 MSRDC テーブル用に既に定義されている列名、 長さ、

データ型を使用し て DBGrid が再定義されます。

MSRDC コ ン ト ロール、テキス ト  ボ ッ ク ス、DBGrid のいずれかがバイ ン ド

された後、 選択準備完了です。
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例

Dim Qry As String

' ク エ リ を作成する

Qry = "SELECT * FROM Employees"

Qry = Qry + " WHERE (LastName = '" + txtFind.Text + "')"

' データ コ ン ト ロールを リ フ レ ッ シュする

MSRDC1.SQL = Qry

MSRDC1.Refresh

DBGrid1.Refresh

SQL を使用し て挿入する

BINSERT を呼び出すこ と によ り 、 データ  バッ フ ァーにあ る行を挿入でき

ます。

1 構造体をパッ ク された行に変換し ます。

StructToRow custrow.buf, CustFldMap, custrec, 
LenB(keyrec)

2 Btrieve Insert 関数を呼び出し ます。

status% = BTRCALL(BINSERT, CustPosBlk$, custrow, _    
LenB(custrow), 0, 0, -1)

3 ステータ ス を確認し ます。

If status% <> 0 Then

    MsgBox "Insert エラー :" & status%
End If

MSRDC を使用し て挿入する

テーブルに 1 つまたは複数のレ コード を追加し ます。

1 テキス ト  ボ ッ ク ス を MSRDC コ ン ト ロールにバイ ン ド し ます。

a. テキス ト  ボ ッ ク ス をフ ォームに追加し ます。

b. プロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウの ［DataSource］ フ ィ ール ド を MSRDC コ
ン ト ロールの名前に設定し ます。

c. プロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウの ［DataField］ フ ィ ール ド をデータベース

の任意のフ ィ ール ド名に設定し ます。

例

' 一時的にこのテキス ト を保持する

text1temp$ = Text1.Text

text2temp$ = Text2.Text

text3temp$ = Text3.Text
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' テキス ト  ボ ッ ク スがデータ ソースに 
' バイ ン ド されている場合、

' バウ ン ド コ ン ト ロールに 

' データの変更を認識させる ためには、

' 次のコード行が必要です。

Text1.DataChanged = False
Text2.DataChanged = False

Text3.DataChanged = False

' これらの初期値が既に存在し ているか 
' チェ ッ クする必要があ り ます。

SQL を使用し て更新する

UPDATE ス テート メ ント を使用する こ と によ り 、 データ ベース 内の列の値

を 変更する こ と ができ ま す。 特定の列の値を すべて 変更し な い場合は、

WHERE 句を使用し てテーブル内で変更する 行を定義する こ と ができ ま す。

こ の例では、 グ リ ッ ド内の現在の Last Name を  Text3 テキス ト ボ ッ ク ス内

のテキス ト に置き換えます。

1 こ の例を実行する ために必要なツールを選択し ます。「こ の例を実行す

る ために必要なツールを選択し ます。」 を参照し て く ださ い。

2 MSRDC コ ン ト ロール、 テキス ト  ボ ッ ク ス、 DBGrid のいずれか、 また

はすべてをバイ ン ド し ます。

Dim strSQLChange As String

Dim qdfChange As rdoQuery
Dim rstEmployees As rdoResultset

' テキス ト  ボ ッ ク スがデータ ソースに 
' バイ ン ド されている場合、

' バウ ン ド コ ン ト ロールに 

' コード の次の行が必要です。

Text3.DataChanged = False

' グ リ ッ ド内の Last Name を置き換える

Last$ = DBGrid1.Columns(2).Text

' ア ク シ ョ ン ク エ リ 用の SQL ステー ト メ ン ト を定義する

strSQLChange = "UPDATE Employees SET LastName = " & _

"'" + Text3.Text + "' WHERE LastName = '" + Last$ + "'"
Set qdfChange = MSRDC1.Connection.CreateQuery("", 

strSQLChange)
Set rstEmployees = MSRDC1.Connection.OpenResultset( _

  "SELECT * FROM Employees", _

  dbOpenForwardOnly)
qdfChange.Execute
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rstEmployees.Requery
MSRDC1.Refresh

rstEmployees.Close

DBGrid1.Refresh

' 新規レ コード を追加する

MSRDC1.Resultset.AddNew

Text1.Text = text1temp$
Text2.Text = text2temp$

Text3.Text = text3temp$

'Resultset を更新する

 MSRDC1.Resultset.Update

MSRDC を使用し て更新する

データの更新後、 次のコード を実行し て変更を適用し ます。

例

MSRDC1.UpdateRow

パラ メ ーター クエ リ を使用する

rdoQuery オブジェ ク ト は、 WHERE 句に 1 つまたは複数のパラ メ ーターを

持つ SQL ク エ リ を実行する ために使用されます。 パラ メ ーターは、実行さ

れる たびに rdoQuery オブジェ ク ト によ って処理されます。 これは、 頻繁に

使用する ク エ リ を実行する際に役立ちます。 パラ メ ーター ク エ リ は、 ユー

ザーまたはアプ リ ケーシ ョ ンによ って指定されたパラ メ ーターを通常のク

エ リ に置き換えます。

パラ メ ーター Insert ステー ト メ ン ト を使用する

1 こ の例を実行する ために必要なツールを選択し ます。「こ の例を実行す

る ために必要なツールを選択し ます。」 を参照し て く ださ い。

2 MSRDC コ ン ト ロール、 テキス ト  ボ ッ ク ス、 DBGrid のいずれか、 また

はすべてをバイ ン ド し ます。「MSRDC コ ン ト ロール、テキス ト  ボ ッ ク

ス、 DBGrid のいずれかをバイ ン ド し ます。 MSRDC コ ン ト ロールにバ

イ ン ド する場合は、 RDO コ ン ト ロールを ツール ボ ッ ク スに追加し ま

す。」 を参照し て く ださい。

3 以下のコード を入力し ます。

Dim Qry As String

Dim qdfChange As rdoQuery
Dim rstEmployees As rdoResultset
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' テキス ト  ボ ッ ク スがデータ ソースに 
' バイ ン ド されている場合、

' バウ ン ド コ ン ト ロールに 

' コード の次の行が必要です。

Text1.DataChanged = False

Text2.DataChanged = False

Text3.DataChanged = False

' ク エ リ を作成する

' パラ メ ーターのプレースホルダー と し て 
' 疑問符を使用し ます。

Qry = "INSERT INTO Employees(Initials, LastName, 
FirstName)"

Qry = Qry + " VALUES (?, ?, ?)"

' ク エ リ に名前を付ける こ と によ り 、

' そのク エ リ に再度ア ク セスする こ と ができ ますが、

'"" を使用し た場合、 このク エ リ は Query 
' コ レ ク シ ョ ンに追加されません。 名前を付ければ、

'Query コ レ ク シ ョ ンに追加されます。

Set qdfChange = MSRDC1.Connection.CreateQuery("", Qry)

' パラ メ ーターを設定する

qdfChange.rdoParameters(0) = Text1.Text

qdfChange.rdoParameters(1) = Text2.Text
qdfChange.rdoParameters(2) = Text3.Text

Set rstEmployees = MSRDC1.Connection.OpenResultset( _

  "SELECT * FROM Employees", _
  dbOpenForwardOnly)

'SQL ステー ト メ ン ト を実行する

qdfChange.Execute

' データ コ ン ト ロールを リ フ レ ッ シュする

MSRDC1.Refresh

rstEmployees.Close
DBGrid1.Refresh

パラ メ ーター Update ステー ト メ ン ト を使用する

1 こ の例を実行する ために必要なツールを選択し ます。「こ の例を実行す

る ために必要なツールを選択し ます。」 を参照し て く ださ い。

2 MSRDC コ ン ト ロール、 テキス ト  ボ ッ ク ス、 DBGrid のいずれか、 また

はすべてをバイ ン ド し ます。「MSRDC コ ン ト ロール、テキス ト  ボ ッ ク

ス、 DBGrid のいずれかをバイ ン ド し ます。 MSRDC コ ン ト ロールにバ

イ ン ド する場合は、 RDO コ ン ト ロールを ツール ボ ッ ク スに追加し ま

す。」 を参照し て く ださい。
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3 以下のコード を入力し ます。

Dim strSQLChange As String
Dim qdfChange As rdoQuery

Dim rstEmployees As rdoResultset

' テキス ト  ボ ッ ク スがデータ ソースに 
' バイ ン ド されている場合、

' バウ ン ド コ ン ト ロールに 
' コード の次の行が必要です。

Text3.DataChanged = False

'DBGrid の 3 番目の列は LastName Column で、

' これは Update ステー ト メ ン ト の検索条件です。

Last$ = DBGrid1.Columns(2).Text

' ア ク シ ョ ン ク エ リ 用の SQL ステー ト メ ン ト を定義する 
' このステー ト メ ン ト は、 グ リ ッ ド内の LastName を 

'Text3 内のテキス ト に置き換えます。 
' パラ メ ーターの場所に疑問符を使用し ます。

strSQLChange = "UPDATE Employees SET LastName = " & _

  "? WHERE LastName = '" + Last$ + "'"

' ク エ リ に名前を付ける こ と によ り 、

' そのク エ リ に再度ア ク セスする こ と ができ ますが、

'"" を使用し た場合、 このク エ リ はコ レ ク シ ョ ンに追加されません。

Set qdfChange = MSRDC1.Connection.CreateQuery("", 
strSQLChange)

' パラ メ ーターを設定する

' これによ り 、 Update ステー ト メ ン ト 内の ? が置き換え られます。

qdfChange.rdoParameters(0) = Text3.Text

Set rstEmployees = MSRDC1.Connection.OpenResultset( _

  "SELECT * FROM Employees", _
  dbOpenForwardOnly)

' パラ メ ーターを使用し た SQL ステー ト メ ン ト を実行する

qdfChange.Execute
MSRDC1.Refresh

rstEmployees.Close
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6 

ActiveX を使用する Pervasive 
PSQL アプ リ ケーシ ョ ンの作成
Visual Basic 5.0 と  Pervasive PSQL ActiveX を使用し てアプ リ ケーシ ョ ンを作成する方法

こ のチュー ト リ アルは、 以下のセ ク シ ョ ンで構成されています。

「ActiveX を使用し た Visual Basic の例」

「レ ッ ス ン 1 ： データ  ブラ ウザーを作成する」

「レ ッ ス ン 2 ： 更新用フ ォームを作成する」

「レ ッ ス ン 3 ： 2 つのテーブルからのレ コード を結合する」
87



ActiveX を使用する Pervasive PSQL アプ リ ケーシ ョ ンの作成
ActiveX を使用し た Visual Basic の例

こ のチュー ト リ アルでは、 Visual Basic および Pervasive によ る  ActiveX イ
ン ターフ ェ イ ス を使用し た Pervasive PSQL アプ リ ケーシ ョ ンの作成方法

を、 順を追って説明し ます。 こ こ では、 file_path\PSQL\Demodata\ に収録

されているデータ辞書フ ァ イル （DDF） とデータ  フ ァ イルのサンプルを使

用し、生徒情報を閲覧する ためのアプ リ ケーシ ョ ンを作成し ます。file_path
はデ フ ォ ル ト で \Application Data\Pervasive Software です （も し く は、 \

ProgramData\Pervasive Software）。 

Pervasive PSQL フ ァ イ ルのデ フ ォ ル ト の保存場所については、 『Getting
Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL フ ァ イルがイ ン ス ト ール

される場所」 を参照し て く ださい。
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レ ッ スン 1 ： データ  ブ ラウザーを作成する

こ のセ ク シ ョ ン では、 生徒情報 を 閲覧す る た めの フ ォ ー ム を 作成 し、

Pervasive の ActiveX デー タ  ソ ース と バ ウ ン ド  コ ン ト ロ ールを、 新 し い

Visual Basic プロ ジェ ク ト に統合する方法を説明し ます。こ のレ ッ ス ン終了

後には、 以下の操作が可能にな り ます。

「VB プロ ジェ ク ト へ Pervasive ActiveX イ ン ターフ ェ イ スへ追加する」

「VAccess コ ン ト ロール フ ォームを作成する」

「Pervasive ActiveX イ ン ターフ ェ イ スのプロパテ ィ を設定する」

「バウ ン ド  コ ン ト ロールのあ る フ ォームを作成する」

「アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト 」

VB プロジ ェ ク ト へ Pervasive ActiveX イ ン ターフ ェ イスへ追加する

ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 作 成 す る に は、 Visual Basic を 起 動 し、 新 規 に

STANDARD.EXE プロ ジェ ク ト を開始し ます。

Pervasive ActiveX イ ン ターフ ェ イ ス使用の第一歩は、ActiveX コ ン ト ロール

コ ンポーネン ト を  Visual Basic プロ ジェ ク ト に追加する こ と です。コ ンポー

ネン ト は、 ACBTR732.OCX （Pervasive PSQL ActiveX データ  ソース） およ

び ACCTR732.OCX （Pervasive PSQL バウ ン ド  コ ン ト ロール） の 2 つのフ ァ

イルから構成されます。

Pervasive ActiveX イ ン タ ーフ ェ イスを Visual Basic プロジ ェ ク ト に追

加するには

1 ［プロ ジェ ク ト ］ メ ニューから ［コ ンポーネン ト ］ を選択し ます （また

はツール ボ ッ ク ス を右ク リ ッ ク し て ［コ ンポーネン ト ］ を選択）。

2 ［コ ン ト ロール］ リ ス ト を ス ク ロールさせて "Pervasive ActiveX Data
Source" および "Pervasive Bound Controls" チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンに

し ます。

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ツールボ ッ ク スに Pervasive ActiveX ア イ コ ンが表示されます。
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VAccess コ ン ト ロール フ ォームを作成する

新規プロ ジェ ク ト への Pervasive ActiveX イ ン ターフ ェ イ スの追加後、 プロ

パテ ィ  ウ ィ ン ド ウ を使用し て最初のフ ォームに名前を付けます。

フ ォームに名前を付けるには

1 Name プロパテ ィ に、 "frmVAccessForm" を使用し ます。

2 Caption プロパテ ィ に、 "VAccess Form" を使用し ます。

次は、フ ォームに VAccess コ ン ト ロールを配置し ます。VAccess コ ン ト ロー

ルはデータ をポ イ ン ト する も ので、 ほかすべての Pervasive PSQL コ ン ト

ロールがバイ ン ド するマス ター コ ン ト ロールです。 こ のコ ン ト ロールは、

Pervasive PSQL と のすべての通信を処理し ます。

VAccess コ ン ト ロールを Visual Basic フ ォームに追加するには

1 Pervasive PSQL ActiveX イ ン ターフ ェ イ スがあ る  Visual Basic ツール

ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し ます。

2 VAccess コ ント ロ ールのアイ コ ンにマウ ス を置いて左ク リ ッ ク し ま す。

3 フ ォームにカーソルを置いて ド ラ ッ グ し、 コ ン ト ロールを保持するた

めの四角形を作成し ます。 マウ ス を離すと、 四角形の中に ActiveX コ
ン ト ロールが表示されます。

また、 Pervasive PSQL の起動画面には、 Pervasive PSQL データベース

エンジンが起動された こ と が表示されます。 こ のコ ン ト ロールは、 設

計時にはア イ コ ン と し て表示されますが、実行時には表示されません。

4 こ の VAccess コ ン ト ロールの名前を、デフ ォル ト のま ま 「VAccess1」 に

し ます。

プ ロ ジ ェ ク ト のすべての VAccess コ ン ト ロールは、 バウ ン ド  コ ン ト

ロール と は別に、 こ のフ ォームに配置し ます。 VAccess コ ン ト ロール

を個々のフ ォームに配置する利点には、 以下の 2 点が挙げられます。

作成時、データ  コ ン ト ロールが配置される フ ォームが表示されて

いる場合にのみ、データ  コ ン ト ロールをほかのコ ン ト ロール と バ

イ ン ド させる こ と ができ る （実行時は不可）。
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すべてのデータ  コ ン ト ロールには、配置される フ ォームにかかわ

らず、 独自の名前を付け る必要があ るが、 1 つのフ ォームにま と

める こ と によ り 、 名前が重複する場合に Visual Basic の警告が表

示される。

プロ ジェ ク ト が拡大するにつれ、データ  コ ン ト ロールを 1 つのフ ォー

ムにま と める必要性が高ま り ます。

Pervasive ActiveX イ ン ターフ ェ イスのプロパテ ィ を設定する

チ ュ ー ト リ ア ル を 続け る 前に、 こ の セ ク シ ョ ン では、 Pervasive PSQL
ActiveX プロパテ ィ の設定方法を説明し ます。 プロパテ ィ は、 以下の 3 個
所で設定でき ます。

プロパテ ィ  ページ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス

Visual Basic のプロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ

Visual Basic コード  エデ ィ ター

プロパテ ィ  ページ

タブを含むこ のダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スへは、 コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し、

シ ョ ー ト カ ッ ト  メ ニ ューか ら ［プロパテ ィ ］ を選択し てア ク セス し ます。

こ こ には、 コ ン ト ロール とデータへの接続に関する カス タ ム  プロパテ ィ が

表示されます。 こ のチュー ト リ アルでは、 全体を通し て こ の ［プロパテ ィ

ページ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を使用し ます。

図 1  ［プロパテ ィ  ページ］ ダイアログ ボ ッ クス
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Visual Basic のプロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ

ウ ィ ン ド ウには、 選択し たオブジェ ク ト の全プロパテ ィ が表示されます。

図 2  Visual Basic のプロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ

Visual Basic コー ド  エデ ィ ター

各プロパテ ィ の詳細については、 『ActiveX Controls Guide』 を参照し て く だ

さい。

これらのプロパテ ィ は、チュー ト リ アルの以下のセ ク シ ョ ンで設定し ます。

Pervasive PSQL フ ァ イルへの接続

VAccess コ ン ト ロ ールには、 こ の コ ン ト ロ ールを  Pervasive PSQL デー タ

フ ァ イルへ接続する ための重要なプロパテ ィ と し て、DdfPath、TableName
および Location と い う  3 つのプロパテ ィ があ り ます。 これらのプロパテ ィ

へは、 コ ン ト ロールを右ク リ ッ ク し、 シ ョ ー ト カ ッ ト  メ ニューから ［プロ

パテ ィ ］ を選択し て表示される ［プロパテ ィ  ページ］ から簡単にア ク セス

でき ます。 また、 プロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウから も ア ク セス可能です。
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図 3  データに接続するためのプロパテ ィ の設定

以下は、 データへの接続に重要なプロパテ ィ です。

DdfPath - このプロパテ ィ は、 VAccess コ ン ト ロールで使用する  DDF
（デー タ辞書フ ァ イ ル） の場所を指定 し ます。 こ のプ ロ パテ ィ では、

DDF が存在する有効な ド ラ イブおよびパス を指定し ます。

TableName - こ のプロパテ ィ は、 VAccess コ ン ト ロールで使用する

DDF のテーブル情報を指定し ます。 このプロパテ ィ には、 DdfPath で
指定し た DDF に含まれる有効なテーブル名を指定し ます。ド ロ ッ プダ

ウ ン メ ニューから テーブル名を選択でき ます。

Location - このプロパテ ィ は、 VAccess コ ン ト ロールで使用する

Pervasive PSQL デー タ  フ ァ イ ルを指定 し ます。 こ のプ ロ パテ ィ は、

FILE.DDF に含まれる  Table Location に対応し ます。 デフ ォル ト では、

TableName プロパテ ィ で指定されたテーブルの Table Location になっ

ていますが、データ  フ ァ イルへのパス を任意に指定する こ と も可能で

す。

プロパテ ィ 設定でデータ を指定するには

1 デフ ォル ト で、 VAccess1 コ ン ト ロールの DdfPath は file_path\PSQL\

DEMODATA に設定されています （こ の設定はレジス ト リ から読み取ら

れます）。

Pervasive PSQL フ ァ イルのデフ ォル ト の保存場所については、『Getting
Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL フ ァ イルがイ ン ス ト ー

ルされる場所」 を参照し て く ださ い。

2 TableName プロパテ ィ の使用可能な DDF が含まれる ド ロ ッ プダウ ン

メ ニューから、 TableName と し て "Student" を選択し ます。

すべての Pervasive PSQL バウ ン ド  コ ン ト ロールは、 この VAccess コ ン

ト ロールへのバイ ン ド時に、 このテーブルを参照し ます。 "Student" を
選択する と、 Location プロパテ ィ が STUDENT.MKD フ ァ イルに変更さ

れます。
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こ の 3 つのフ ァ イルの場所プロパテ ィ は、以下のよ う に設定されます。

こ こ で、 イ ンデッ ク ス番号を設定し ます。

テーブルのイ ンデ ッ クス番号を設定するには

1 VAccess1 の ［プロパテ ィ  ページ］ ダイ ア ロ グ ボ ッ ク スの ［Settings］ タ

ブを選択し、 ［IndexNumber］ フ ィ ール ド を ク リ ッ ク し て Student テー

ブルに定義されている イ ンデッ ク ス を表示し ます。

2 イ ンデッ ク ス  "0 - ID" を選択し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 図 4 に設

定を示し ます。

図 4  IndexNumber プロパテ ィ の設定

バウン ド  コ ン ト ロールのある フ ォームを作成する

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Pervasive PSQL バウ ン ド  コ ン ト ロールのフ ォームへ

の配置方法、および VAccess コ ン ト ロールへのバイ ン ド方法を説明し、デー

タベースの参照を可能にし ます。

バウン ド  コ ン ト ロールのある フ ォームをセ ッ ト ア ッ プするには

1 ［プロ ジェ ク ト ］ メ ニューの ［フ ォーム  モジュールの追加］ を ク リ ッ ク

し ます。

2 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます （デフ ォル ト ではフ ォーム  モジ ュールが選

択されています）。

プロパテ ィ 値

DdfPath file_path\PSQL\DEMODATA

TableName Student

Location file_path\PSQL\DEMODATA\STUDENT.MKD
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前セ ク シ ョ ンでの説明のよ う に、 すべてのバウ ン ド  コ ン ト ロールは、

VAccess コ ン ト ロール と は別の個々のフ ォームに配置し ます。

3 フォームのプロパティ ウィンドウで、Name プロパティを "frmStudentBrowser"
に変更し、Caption プロパテ ィ を "Pervasive PSQL Student Browser Sample
Application" に変更し ます。

メ モ  このチュー ト リ アルでは、 フ ォーム名の先頭に 「frm」、 コマン ド

コ ン ト ロール名の先頭に 「cmd」 を使用し ます。 これによ り 、 プ ロ グ

ラ ム作成に当たって、 フ ォーム と コマン ド をほかのオブジェ ク ト と区

別し ます。 その他のコ ン ト ロールの名前には、 デフ ォル ト （VAText1
ボ ッ クスや VAText2 ボ ッ クスなど） を使用し ます。

4 ［プロ ジェ ク ト ］ メ ニューから ［Project のプロパテ ィ ］ を選択し て ［プ

ロ ジ ェ ク ト  プロパテ ィ ］ ウ ィ ン ド ウ を開き ます。 ［ス ター ト ア ッ プの

設定］ を "frmStudentBrowser" に変更し、 アプ リ ケーシ ョ ン実行時にこ

のフ ォームが表示される よ う にし ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

図 5  ス ター ト ア ッ プのフ ォームの設定

6 次に、 frmStudentBrowser フ ォームをダブルク リ ッ ク し て Form_Load イ
ベン ト を開き ます。 こ のイベン ト に、 以下のコード を入力し ます。

frmVAccessForm.VAccess1.GetFirst

こ の コ ー ド では、 GetFirst メ ソ ッ ド を 使用 し て frmVAccessForm の

VAccess1 （VAccess コ ン ト ロール） に、 最初のレ コード を取得する よ う

に指示し ます。 これによ り 、 フ ォームに配置するバウ ン ド  コ ン ト ロー

ルが、 最初のアプ リ ケーシ ョ ン実行時にデータ を表示し ます。
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イ ンデ ッ クス検索を追加する

次に、 バウ ン ド  コ ン ト ロールを frmStudentBrowser フ ォームに配置し ます。

最初に、テーブル イ ンデッ ク スの検索に使用する テキス ト  ボ ッ ク ス を追加

し ます。

テキス ト  ボ ッ クスを追加するには

1 フ ォームが表示されていない場合は、 frmStudentBrowser フ ォームに移

動し ます。

2 フ ォームの左上の角に VAText ボ ッ ク ス を配置し ます。

生徒 ID の 9 桁を入力でき る よ う にボ ッ ク スのサイ ズを変更し ます。

3 テキス ト  ボ ッ ク ス を右ク リ ッ ク し て ［プロパテ ィ ］ を選択し、［プロパ

テ ィ  ページ］ を表示し ます。

4 VAccessName のプロパテ ィ に、 メ ニューから  "VAccess1" を選択し ま

す。 これによ り 、 VAText ボ ッ ク スが VAccess1 （VAccess コ ン ト ロール）

にバイ ン ド されます。

5 VASearch チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

こ の設定によ り 、 特定のフ ィ ール ド を対象と し た現在のイ ンデッ ク ス

の検索が可能にな り ます。 VAccess1 コ ン ト ロールに選択 さ れた イ ン

デッ ク スが自動的に使用される ため、VAFieldName は必要あ り ません。

図 6  テキス ト  ボ ッ クスの検索イ ンデ ッ クスの設定

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 必要に応じ て Visual Basic Label コ ン ト ロールをテキス ト  ボ ッ ク ス左側

に配置し、 Caption プロパテ ィ を以下のよ う に変更し ます。

「生徒レ コード を指定する値を入力し て く ださ い。」
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リ ス ト  ボ ッ クスを追加する

VAList ボ ッ ク スは、 データベースからの情報のフ ィ ール ド を、 リ ス ト 形式

で表示する場合に使用でき ます。

リ ス ト  ボ ッ クスを追加するには

1 VAList ボ ッ ク ス をフ ォームに配置し、その VAccessName プロパテ ィ を

"VAccess1" に変更する こ と によ り 、VAccess コ ン ト ロールにバイ ン ド し

ます。

メ モ  複数のデータ行が表示でき る よ う リ ス ト  ボ ッ ク スのサイ ズを変

更し ます。 リ ス ト  ボ ッ ク ス自体が小さすぎ る場合、 手順 5 で行のサイ

ズを効率的に変更する こ と ができ な く な り ます。

2 ［プロパテ ィ  ページ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの ［VARecordList］ チェ ッ

ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。 これによ り 、 こ のプロパテ ィ が True に
設定され、 異なる行へのフ ィ ール ド の表示が可能にな り ます。

3 ［プロパテ ィ  ページ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの VAFieldName プロパテ ィ

の隣の ［...］ ボ タ ンをダブルク リ ッ ク し、 使用可能なフ ィ ール ド が表

示されたダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き ます。

4 複数の行を作成する場合は、 使用可能なフ ィ ール ド をダブルク リ ッ ク

し て選択し ます （またはク リ ッ ク し て選択し た後 ［追加］ を ク リ ッ ク）。

図 7 に示 さ れ て い る よ う に、 フ ィ ール ド を 選択 し ま す。 ID、

Cumulative_GPA、 Major、 Minor、 Cumulative_Hours の各タ イ ト ルを使

用し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

図 7  リ ス ト  ボ ッ クス行の選択
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5 行にデータが順番に表示される よ う に ColumnWidth プロパテ ィ を調

整し ます。 調整は、 ［ColumnWidth］ コ ンボ ボ ッ ク スの隣の ［...］ ボタ

ンを ク リ ッ ク し、［Multi-Column Tab Settings］ ウ ィ ン ド ウ を表示し て行

います。 選択し た最初のフ ィ ール ド ［ID］ が表示されます。

メ モ  すべての行が表示さ れない場合は、こ のウ ィ ンド ウ と ［プロ パティ

ページ］ を閉じ 、 リ ス ト  ボッ ク ス のサイ ズを変更し て再試行し ま す。

6 ［ID］ の右側をダブルク リ ッ ク し て最初のタブ ス ト ッ プを設定し ます。

破線が現れます。 こ の線を ド ラ ッ グ し、 こ の列に表示されるデータ用

のスペース を確保し ます。ダブルク リ ッ ク と ド ラ ッ グを繰 り 返し、4 つ

の行のタブを表示および調節し ます。

7 終了後、 ウ ィ ン ド ウは、 図 8 のよ う にな り ます。 こ のウ ィ ン ド ウの

［OK］ を ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ  ページ］ の ［OK］ を ク リ ッ ク し て

変更を適用し ます。

図 8  リ ス ト  ボ ッ クス行のサイズ変更

8 5 つの Visual Basic Label コ ン ト ロールをフ ォームの VAList ボ ッ ク スの

上に配置し、 各行にラベルを付けます。 ID、 Cumulative_GPA、 Major、
Minor、 Cumulative_Hours の各タ イ ト ルを使用し ます。

縦スク ロール バーを追加する

VAVScrollBar によ り 、 データベースの閲覧が容易にな り ます。

縦スク ロール バーを追加するには

1 VAVScrollBar をフ ォームに配置し、 縦ス ク ロール バーと し て VAList
ボ ッ ク ス右側に設置し ます。
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2 ス ク ロール バーの VAccessName プロパテ ィ を "VAccess1" に設定し、

VAccess コ ン ト ロールにバイ ン ド し ます。

Visual Basic コ マン ド  ボタ ンを追加する

Visual Basic のコ マン ド  ボ タ ンを使用し、 ほかのフ ォーム （後述） を呼び

出すこ と ができ ます。

VB コ マン ド  ボタ ンを追加するには

1 2 つの Visual Basic コマン ド  ボタ ンをフ ォーム下部に配置し ます。

2 1 つのボタ ンの Name プロパテ ィ を "cmdUpdate" に、 も う  1 つのボタ

ンの Name プロパテ ィ を  "cmdBrowse" に変更し ます。

3 1 つのボタ ンの Caption プロパテ ィ を "Update Student Data" に、 も う

1 つのボタ ンの Caption プロパテ ィ を "Browse Personal Data" に変更し

ます。これらのボタ ンを機能させるには、コード を追加（後述） し ます。

フ ォームは、 図 9 のよ う にな り ます。

図 9  実行前の Student Browser
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アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト

この時点でアプ リ ケーシ ョ ンをテス ト するには

1 まず、 ［フ ァ イル］ メ ニューの ［名前をつけてプロ ジェ ク ト の保存］ か

ら保存を行います。

2 ［実行］ メ ニューの ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

VAText ボ ッ ク ス と  VAList ボ ッ ク スが同期し、 テキス ト  ボ ッ ク スに生

徒 ID を入力する と、 リ ス ト  ボ ッ ク ス上部にそれが表示されます。 ま

た、 VAVScrollBar を使用し てデータベース を ス ク ロールする こ と もで

き ます。

必要に応じ て ColumnWidth プロパテ ィ か ら、 VAList ボ ッ ク スのサイ

ズ、 行ラベル コ ン ト ロール、 タブの位置を変更し てフ ォームのデザイ

ンを統一し ます。 コ ンパイル後のサンプル ブラ ウザーは、 図 10 のよ

う にな り ます。

図 10  実行後の Student Browser
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レ ッ スン 2 ： 更新用フ ォームを作成する 
こ のセ ク シ ョ ンでは、 プロ ジ ェ ク ト へのフ ォーム追加方法を説明し ます。

こ のフ ォームは、 Student Browser で情報の更新、 生徒の補足情報の表示、

生徒レ コード の削除を行 う ために使用し ます。 こ のフ ォームでは、 複数の

Pervasive PSQL ActiveX テキス ト  ボタ ン、 オプシ ョ ン ボタ ン、 コマン ド  ボ
タ ンを使用し ます。

こ のレ ッ ス ン終了後には、 以下の操作が可能にな り ます。

「フ ォームの追加と表示」

「複数のテキス ト  ボ ッ ク ス を配置する」

「コマン ド  ボタ ンを追加する」

フ ォームの追加と表示

プロジ ェ ク ト にフ ォームを追加するには

1 ［プロ ジェ ク ト ］ メ ニューの ［フ ォーム  モジ ュールの追加］ を ク リ ッ

ク し ます。 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます

Visual Basic では、 プロ ジェ ク ト に 3 つ目のフ ォームが追加されます。

2 フ ォームの Name プロパテ ィ を  "frmStudentUpdate" に、 Caption プロパ

テ ィ を "Update Student Information" に変更し ます。

［Update Student Data］ ボ タ ンを押す と、 frmStudentBrowser フ ォーム

に frmStudentUpdate フ ォームが表示されます。特定の生徒 ID を選択し

て ［Update Student Data］ ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合は、 その生徒の

詳細がフ ォームに表示されます。

3 frmStudentBrowser フ ォームに切 り 換え、 ［Update Student Data］ ボタ ン

をダブルク リ ッ ク し てコード  ウ ィ ン ド ウにそのコード を表示し ます。

4 ［Update Student Data］ボタ ンの Click イベン ト に以下のコード を入力し

ます。

frmStudentUpdate.Show
frmVAccessForm.VAccess1.Refresh

最初の行ではフ ォームが表示され、 次の行で VAccess1 （VAccess コ ン

ト ロール） にバイ ン ド されたすべてのコ ン ト ロールのデータ を更新す

る  Refresh メ ソ ッ ド が呼び出されます。 こ こ で  Refresh メ ソ ッ ド が使

用さ れない場合、 frmStudentUpdate フ ォームに配置し た コ ン ト ロール

は、 フ ォームが表示された際に空白にな り ます。 Refresh メ ソ ッ ド は、

VAccess コ ン ト ロールのデータ  バ ッ フ ァ ーに応 じ て こ れ ら の コ ン ト

ロールのデータ を更新し、フ ォーム表示の際にデータが表示されます。
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複数のテキス ト  ボ ッ クスを配置する

VAText ボ ッ クス を追加するには

1 8 つの VAText ボ ッ ク ス を frmStudentUpdate フ ォームに追加し て縦の行

に配置し ます。

2 プロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウから、 各テキス ト  ボ ッ ク スの VAccessName プ
ロパテ ィ を "VAccess1" に設定し ます。

3 各 VAText ボ ッ ク スの VAFieldName プロパテ ィ を、 以下の順番でいず

れかの名前に設定し ます。

ID
Tuition_ID
Transfer_Credits
Scholarship_Amount
Cumulative_Hours
Cumulative_GPA
Major
Minor

コマン ド  ボタ ンを追加する

コ マン ド  ボタ ンを追加するには

1 3 つの VACommandButtons ボタ ンを frmStudentUpdate フ ォームに配置

し て、各 Name プロパテ ィ には "Insert"、"Update"、"Delete" を、各 Caption
プロパテ ィ には "cmdInsert"、 "cmdUpdate"、 "cmdDelete" を設定し ます。

2 すべてのボタ ンの VAccessName プロパテ ィ を "VAccess1" に設定し ま

す。 ほかのコ ン ト ロール と同様に、 こ のプロパテ ィ を設定する こ と に

よ り 、 コ ン ト ロール と  VAccess コ ン ト ロールがバイ ン ド されます。

3 ［Insert］ ボタ ンの VAOperation プロパテ ィ を "2-Insert" に、 ［Update］ ボ

タ ン の VAOperation プ ロ パテ ィ を "3-Update" に、 ［Delete］ ボ タ ン の

VAOperation プロパテ ィ を "4-Delete" に設定し ます。

VAOperation プ ロ パ テ ィ は、 ボ タ ン の ク リ ッ ク 時に実行 さ れ る

Pervasive PSQL の処理を  VACommandButton に割 り 当て る ための も の

です。 こ の処理は、 Click イベン ト の任意コード の後に実行されます。
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以上で、 新規生徒レ コード のデータベースへの追加、 既存レ コード の

変更、 レ コード の削除を行 う 各ボタ ンが、 フ ォームに追加されま し た。

メ モ  多 く のフ ィ ール ド は、 両方のフ ォーム と も同様ですが、 互いに

独自のフ ィ ール ド があ り ます。 共通のフ ィ ール ド は、 ユーザーによ る

更新が可能な ものです。

必要に応じ て、 Visual Basic Label コ ン ト ロールを使用し てフ ォームの

VAText ボ ッ ク ス を識別し、 フ ォーム上のコ ン ト ロールを整頓し ます。

フ ォームは以下の図のよ う にな り ます。

図 11  生徒情報更新フ ォームの完成版
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アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト

このレ ッ スンで追加し た機能をテス ト するには

1 保存後、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行し ます。

2 frmStudentBrowser フ ォームのレ コード を ス ク ロールし、［Update Student
Data］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

［Update Student Information］ フ ォームが開き、 リ ス ト で選択し た生徒

に関する フ ィ ール ド が表示されます。 ［Student Browser］ ウ ィ ン ド ウの

リ ス ト を ス ク ロールする と、 両方のフ ォームに表示されているデータ

が同期し ます。

3 ［Update Student Information］ フ ォームの VAText ボ ッ ク スに新しいデー

タ を入力し、 ［Insert］、 ［Update］、 ［Delete］ を ク リ ッ ク し てそれぞれの

操作をレ コード に対し て行います。
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レ ッ スン 3 ： 2 つのテーブルからのレ コー ド を結合する 
こ のレ ッ ス ンでは、 関連する  2 つの異な るテーブルからのレ コード を表示

する方法を説明し ます。 これは、 データベースのプロ グ ラ ミ ングに便利な

テ ク ニ ッ ク です。 このレ ッ ス ンでは、 Student テーブルの生徒の成績情報に

関連する  Person テーブルからの同一生徒の個人情報を表示し ます。こ こ で

は、 以下の操作を行います。

「VAccess コ ン ト ロールの追加」

「VAccess コ ン ト ロールの結合」

「個人データ  フ ォームの追加 と表示」

「アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト 」

VAccess コ ン ト ロールの追加

VAccess コ ン ト ロールを追加するには

1 2 つ目の VAccess コ ン ト ロールを frmVAccess フ ォームに配置し、 Name
プロパテ ィ を "VAccess2" のま まにし ます。

2 3 つのフ ァ イルの場所プロパテ ィ を以下のよ う に設定し ます。

 

Pervasive PSQL フ ァ イルのデフ ォル ト の保存場所については、『Getting
Started with Pervasive PSQL』 の 「Pervasive PSQL フ ァ イルがイ ン ス ト ー

ルされる場所」 を参照し て く ださ い。

プロパテ ィ 値

DdfPath file_path\PSQL\DEMODATA

TableName Person

Location file_path\PSQL\DEMODATA\Person.mkd
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VAccess コ ン ト ロールの結合

2 つの VAccess コ ン ト ロールを結合するには

1 ［プロパテ ィ  ページ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの ［Join］ を ク リ ッ ク し、 次

のダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を開き ます。

図 12  ［Join Controls］ ダイアログ ボ ッ クス

こ のダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに表示 さ れる情報には、 結合する テーブル

（Person）、 そのテーブルで選択されている イ ンデッ ク ス （0-1D）、 結合

する  VAccess コ ン ト ロール （VAccess1） 、 コ ン ト ロールで使用可能な

フ ィ ール ド が含まれます。

2 つのフ ィ ール ド を結合するには、 各 VAccess コ ン ト ロールのデータ

型が同じ （両方が文字列、 両方が整数など） であ る必要があ り ます。

こ の場合、 結合する フ ィ ール ド の名前も同じ （ID と  ID） ですが、 こ

れを同じにする必要はあ り ません。

左側の リ ス ト  ボ ッ ク スは、 Person テーブルの イ ンデ ッ ク ス （ID） で

す。 こ のフ ィ ール ド のデータは、 VAccess1 （VAccess コ ン ト ロール） の

ID フ ィ ール ド と 同等のも ので、 右側の リ ス ト  ボ ッ ク スの 3 番目の項

目です。

2 ［Fields］ リ ス ト 内の "ID" をダブルク リ ッ ク し、 VAccess2 コ ン ト ロール

の ID フ ィ ール ド を、 VAccess1 コ ン ト ロールの ID フ ィ ール ド に結合し

ます。

"ID" フ ィ ール ド が [Equals] 行に表示され、VAccess2 コ ン ト ロールの ID
フ ィ ール ド に結合されます。 図 13 のよ う なダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表

示されます。
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図 13  2 つの VAccess コ ン ト ロールの結合フ ィ ールド

3 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 ［プロパテ ィ  ページ］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス

にあ る ［Join］ ボタ ンの隣のテキス ト  ボ ッ ク スに、 以下のテキス ト が

表示されます。

VAccess1:ID

こ のテキ ス ト は、 選択し た VAccess2 コ ン ト ロールが、 ID フ ィ ール ド

を通じ て VAccess1 コ ン ト ロールに結合される こ と を表し ます。

4 ［OK］ を ク リ ッ ク し て結合を実行し ます。

個人データ  フ ォームの追加と表示

こ こ では、別のフ ォームを追加し ます。こ のフ ォームには、生徒の個人デー

タが読み取 り 専用で表示されます。

結合フ ィ ールドのある読み取り専用フ ォームを作成するには

1 プ ロ ジ ェ ク ト に フ ォ ー ム を 追 加 し ま す。 Name プ ロ パ テ ィ を

"frmPersonalData" に、 Caption プロパテ ィ を "Personal Data" に変更し

ます。

2 frmStudentBrowser フ ォームの ［Browse Personal Data］ ボタ ンのク リ ッ

ク時に PersonalData フ ォームを表示させるには、 フ ォームに移動し て

ボタ ンをダブルク リ ッ ク し ます。Click イベン ト に以下のコード を入力

し ます。

frmPersonalData.Show

VAccessForm.VAccess2.Refresh

3 次に、 下図を参考にテキス ト  ボ ッ ク ス と ラベルを追加し、 後に追加す

る［Male/Female］オプシ ョ ン ボタ ン用のスペース を確保し ておき ます。
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図 14  読み取り専用個人データ  フ ォーム

4 各コ ン ト ロールの VAccessName プロパテ ィ を  "VAccess2" に設定し、以

下の VAFieldName をそれぞれ選択し ます。

Last_Name
First_Name
Perm_Street
Perm_City
Perm_State
Perm_Zip

5 各テキス ト  ボ ッ ク スの ［プロパテ ィ  ページ］ で、 ［Styles］ タブを ク

リ ッ ク し ます。 ［ReadOnly］ チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て ［OK］ を

ク リ ッ ク し ます。

図 15  テキス ト  ボ ッ クスの読み取り専用設定

6 ［Male/Female］ オプシ ョ ン コ ン ト ロールを配置する  Visual Basic Frame
コ ン ト ロールを、 フ ォームに作成し ます。

7 2 つの VAOptionButton をフ レーム内に追加し、［Male］および ［Female］
ラベルを追加し ます。
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8 両方のオプシ ョ ン ボタ ンの ［プロパテ ィ  ページ］ で、 VaccessName に

"VAccess2" を、 VAFieldName に "Sex" を選択し ます。

9 ［Female］ ボ タ ン に ［Male］ ボ タ ン と 逆 の 情 報 を 表 示 す る に は、

VAValueTrue を 0 に、 VAValueFalse を 1 に変更し ます。

10 ［Male/Female］ ボタ ンを読み取 り 専用にするには、 Frame の Enabled プ
ロパテ ィ を False に設定し ます。

frmStudentBrowser フ ォームでほかの生徒 ID が選択された場合、その生

徒の情報は Personal Data フ ォームに表示されます。

図 16  コ ンパイル後の個人データ  フ ォーム

アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト

保存後、再びアプ リ ケーシ ョ ンのテス ト を行います。プロ グ ラ ムを実行し、

アプ リ ケーシ ョ ンの全機能をテス ト し ます。
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7
Btrieve API の言語インターフェ
イス
こ の章では、 以下の言語イ ン ターフ ェ イ スについて説明し ます。

「C/C++」

「COBOL」

「Delphi」

「Pascal」

「Visual Basic」
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C/C++ 
こ のセ ク シ ョ ンでは、 以下について説明し ます。

「サンプル プロ グ ラ ムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行」

「C++ Builder アプ リ ケーシ ョ ンのコ ンパイル」

C++ プログラムの例

Web ダウ ン ロード によ り 提供される以下のプロ グ ラ ム例では、Btrieve の一

般的な操作方法を説明し ます。 これらの操作は、 MicroKernel と の依存関係

で要求される順番 （フ ァ イルを開いてから  I/O を実行する など） で行われ

ます。

た と えば、 Btrieve Login オペレーシ ョ ンの例については、 「Btrieve Login の
C++ プロ グ ラ ムの例」 を参照し て く ださい。

Btrsamp.c

/*************************************************************
  Copyright 2003 Pervasive Software Inc. All Rights Reserved
**************************************************************/
/***********************************************************
  BTRSAMP.C
これは、 目的の環境で、 コ ンパイ ラ ツールを使用し た Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンの
コ ンパイル、 リ ン ク、 実行が可能な こ と を確認する ための簡単なサンプルです。

こ のプロ グ ラ ムでは、 Btrieve の Windows 用 C/C++ イ ン ターフ ェ イ ス を示し ます。

    このプロ グ ラ ムでは、 サンプル データベースで以下の操作を行います。
    - Microkernel Database エンジンのバージ ョ ン情報を取得する
    - sample.btr を開 く
    - Key 0 の既知の値を持つレ コード を取得する
    - 読み込んだレ コード を表示する
    - Stat オペレーシ ョ ンを実行する
    - 空の sample.btr の ク ローンを作成し て開 く
    - Get Next Extended を実行し て sample.btr のレ コード のサブセ ッ ト を
      抽出する
    - ク ローン フ ァ イルにこれらのレ コード を挿入する
    - 両フ ァ イルを閉じ る

    重要 ： Btrieve データ フ ァ イルのサンプル sample.btr が保存されている
    デ ィ レ ク ト リ ヘのフルパス を指定し て く ださい。 また、 それぞれの 「重要」 項目も
    参考にし て く ださい。

    このプロ グ ラ ムは、 イ ン ターフ ェ イ ス モジュールが対応するプラ ッ ト フ ォームで
    実行でき ます。 プラ ッ ト フ ォームは btrapi.h に リ ス ト されているプラ ッ ト フ ォーム
    ス イ ッ チで表されます。 Windows では、 コ ン ソール アプ リ ケーシ ョ ンで標準出力 
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    printf() を使用でき る よ う にし て く ださい。 多 く の C/C++ コ ンパイ ラは、
    標準 I/O を使用し た Windows アプ リ ケーシ ョ ンに対応し ています。
    
    アプ リ ケーシ ョ ンのターゲ ッ ト  プラ ッ ト フ ォーム選択に関する情報は、 btrapi.h の
    始ま り を参照し て く ださい。 ターゲ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームを指定し て く ださい。

************************************************************/
#include <stdlib.h>
#include <stdio.h>
#include <string.h>
#include <btrapi.h>
#include <btrconst.h>

/***********************************************************
  定数
************************************************************/
/***********************************************************
  重要 ： 以下を変更し、 使用する sample.btr へのフルパス を指定し て く ださい。
***********************************************************/
#ifdef BTI_WIN_32
#define FILE1_NAME 
#endif
"<path>\\samples\\sample.btr"

#ifdef BTI_WIN_32
#define FILE2_NAME "<path>\\samples\\sample2.btr"
#endif

#define EXIT_WITH_ERROR     1
#define TRUE                1
#define FALSE               0
#define VERSION_OFFSET      0
#define REVISION_OFFSET     2
#define PLATFORM_ID_OFFSET  4
#define MY_THREAD_ID        50

/* 弊社の構造体に定義を加えないで く ださい。 */
#if defined(__BORLANDC__)
  #pragma option -a-
#else
  #if defined(_MSC_VER) || defined(__WATCOMC__)
    #pragma pack(1)
  #endif
#endif

/***********************************************************
  ク ラ イ アン ト  ID と バージ ョ ンの構造体の型定義
************************************************************/
typedef struct
{
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  BTI_CHAR  networkAndNode[12];
  BTI_CHAR  applicationID[2];
  BTI_WORD  threadID;
} CLIENT_ID;

typedef struct
{
  BTI_SINT  Version;
  BTI_SINT  Revision;
  BTI_CHAR  MKDEId;
} VERSION_STRUCT;

/***********************************************************
  sample.btr からのレ コード の定義
************************************************************/
typedef struct
{
  BTI_LONG  ID;
  BTI_CHAR  FirstName[16];
  BTI_CHAR  LastName[26];
  BTI_CHAR  Street[31];
  BTI_CHAR  City[31];
  BTI_CHAR  State[3];
  BTI_CHAR  Zip[11];
  BTI_CHAR  Country[21];
  BTI_CHAR  Phone[14];
} PERSON_STRUCT;

/***********************************************************
  Stat/Create 構造体の型定義
************************************************************/
typedef struct
{
  BTI_SINT  recLength;
  BTI_SINT  pageSize;
  BTI_SINT  indexCount;
  BTI_CHAR  reserved[4];
  BTI_SINT  flags;
  BTI_BYTE  dupPointers;
  BTI_BYTE  notUsed;
  BTI_SINT  allocations;
} FILE_SPECS;

typedef struct
{
  BTI_SINT  position;
  BTI_SINT  length;
  BTI_SINT  flags;
  BTI_CHAR  reserved[4];
  BTI_CHAR  type;
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  BTI_CHAR  null;
  BTI_CHAR  notUsed[2];
  BTI_BYTE  manualKeyNumber;
  BTI_BYTE  acsNumber;
} KEY_SPECS;

typedef struct
{
  FILE_SPECS fileSpecs;
  KEY_SPECS  keySpecs[5];
} FILE_CREATE_BUF;

/***********************************************************
  Get Next Extended 処理用の構造体の型定義
************************************************************/
typedef struct
{
  BTI_SINT    descriptionLen;
  BTI_CHAR    currencyConst[2];
  BTI_SINT    rejectCount;
  BTI_SINT    numberTerms;
} GNE_HEADER;

typedef struct
{
  BTI_CHAR    fieldType;
  BTI_SINT    fieldLen;
  BTI_SINT    fieldOffset;
  BTI_CHAR    comparisonCode;
  BTI_CHAR    connector;
  BTI_CHAR    value[3];
} TERM_HEADER;

typedef struct
{
  BTI_SINT    maxRecsToRetrieve;
  BTI_SINT    noFieldsToRetrieve;
} RETRIEVAL_HEADER;

typedef struct
{
  BTI_SINT    fieldLen;
  BTI_SINT    fieldOffset;
} FIELD_RETRIEVAL_HEADER;

typedef struct
{
  GNE_HEADER              gneHeader;
  TERM_HEADER             term1;
  TERM_HEADER             term2;
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  RETRIEVAL_HEADER        retrieval;
  FIELD_RETRIEVAL_HEADER  recordRet;
} PRE_GNE_BUFFER;

typedef struct
{
  BTI_SINT      recLen;
  BTI_LONG      recPos;
  PERSON_STRUCT personRecord;
} RETURNED_REC;

typedef struct
{
  BTI_SINT      numReturned;
  RETURNED_REC  recs[20];
} POST_GNE_BUFFER;

typedef union
{
  PRE_GNE_BUFFER  preBuf;
  POST_GNE_BUFFER postBuf;
} GNE_BUFFER, BTI_FAR* GNE_BUFFER_PTR;

/* 構造体パッ キングの復元 */
#if defined(__BORLANDC__)
  #pragma option -a.
#else
  #if defined(_MSC_VER) || defined(__WATCOMC__)
    #pragma pack()
  #endif
#endif

/***********************************************************
  メ イ ン
***********************************************************/
int main(void)
{
  /* Btrieve 関数パラ メ ーター */
  BTI_BYTE posBlock1[128];
  BTI_BYTE posBlock2[128];
  BTI_BYTE dataBuf[255];
  BTI_WORD dataLen;
  BTI_BYTE keyBuf1[255];
  BTI_BYTE keyBuf2[255];
  BTI_WORD keyNum = 0;

  BTI_BYTE btrieveLoaded = FALSE;
  BTI_LONG personID;
  BTI_BYTE file1Open = FALSE;
  BTI_BYTE file2Open = FALSE;
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  BTI_SINT status;
  BTI_SINT getStatus = -1;
  BTI_SINT i;
  BTI_SINT posCtr;

  CLIENT_ID       clientID;
  VERSION_STRUCT  versionBuffer[3];
  FILE_CREATE_BUF fileCreateBuf;
  GNE_BUFFER_PTR  gneBuffer;
  PERSON_STRUCT personRecord;

  printf("**************** Btrieve C/C++ Interface Demo 
****************\n\n");

  /* ク ラ イ アン ト  ID のセ ッ ト ア ッ プ */
  memset(clientID.networkAndNode, 0, sizeof(clientID.networkAndNode));
  memcpy(clientID.applicationID, "MT", 2);  /* "AA" 以上を設定 */
  clientID.threadID = MY_THREAD_ID;

  memset(versionBuffer, 0, sizeof(versionBuffer));
  dataLen = sizeof(versionBuffer);

  status = BTRVID(
              B_VERSION,
              posBlock1,
              &versionBuffer,
              &dataLen,
              keyBuf1,
              keyNum,
              (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

if (status == B_NO_ERROR)
  {
    printf("Btrieve Versions returned are:\n");
    for (i = 0; i < 3; i++) {
      if (versionBuffer[i].Version != 0)
      {
        printf("   %d.%d %c\n", versionBuffer[i].Version,
                versionBuffer[i].Revision,
                versionBuffer[i].MKDEId );
      }
    }
    printf("\n");
    btrieveLoaded = TRUE;
  }
  else
  {
    printf("Btrieve B_VERSION status = %d\n", status);
    if (status != B_RECORD_MANAGER_INACTIVE)
    {
      btrieveLoaded = TRUE;
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    }
  }

  /* バッ フ ァーのク リ ア */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    memset(dataBuf, 0, sizeof(dataBuf));
    memset(keyBuf1, 0, sizeof(keyBuf1));
    memset(keyBuf2, 0, sizeof(keyBuf2));
  }

  /* sample.btr を開 く  */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {

    strcpy((BTI_CHAR *)keyBuf1, FILE1_NAME);
    strcpy((BTI_CHAR *)keyBuf2, FILE2_NAME);

    keyNum  = 0;
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_OPEN,
                posBlock1,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf1,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_OPEN status (sample.btr) = %d\n", status);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      file1Open = TRUE;
    }
  }

  /* B_GET_EQUAL を使用し て key 0 = 263512477 のレ コード を取得 */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    memset(&personRecord, 0, sizeof(personRecord));
    dataLen = sizeof(personRecord);
    personID = 263512477;    /* 実際これは社会保障番号 */
    *(BTI_LONG BTI_FAR *)&keyBuf1[0] = personID;
    keyNum  = 0;

    status = BTRVID(
                B_GET_EQUAL,
                posBlock1,
                &personRecord,
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                &dataLen,
                keyBuf1,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_GET_EQUAL status = %d\n", status);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      printf("\n");
      printf("The retrieved record is:\n");
      printf("ID:%ld\n", personRecord.ID);
      printf("Name:%s %s\n", personRecord.FirstName,
                             personRecord.LastName );
      printf("Street:%s\n", personRecord.Street);
      printf("City:%s\n", personRecord.City);
      printf("State:%s\n", personRecord.State);
      printf("Zip:%s\n", personRecord.Zip);
      printf("Country:%s\n", personRecord.Country);
      printf("Phone:%s\n", personRecord.Phone);
      printf("\n");
    }
  }

  /* Stat オペレーシ ョ ンを実行し、 fileCreateBuf （作成バッ フ ァー） を取得 */
  memset(&fileCreateBuf, 0, sizeof(fileCreateBuf));
  dataLen = sizeof(fileCreateBuf);
  keyNum = (BTI_WORD)-1;

  status = BTRVID(B_STAT,
                posBlock1,
                &fileCreateBuf,
                &dataLen,
                keyBuf1,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    /* sample2.btr を作成し て開 く  */
    keyNum  = 0;
    dataLen = sizeof(fileCreateBuf);
    status = BTRVID(B_CREATE,
                  posBlock2,
                  &fileCreateBuf,
                  &dataLen,
                  keyBuf2,
                  keyNum,
                  (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_CREATE status = %d\n", status);
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  }

  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    keyNum  = 0;
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_OPEN,
                posBlock2,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf2,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_OPEN status (sample2.btr) = %d\n", status);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      file2Open = TRUE;
    }
  }

  /* オ リ ジナルのフ ァ イルからデータ を抽出し、 新しいフ ァ イルへ挿入 */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    /* getFirst を実行し てカレ ンシーを確立 */
    keyNum = 2; /* STATE-CITY index */
    memset(&personRecord, 0, sizeof(personRecord));
    memset(&keyBuf2[0], 0, sizeof(keyBuf2));
    dataLen = sizeof(personRecord);

    getStatus = BTRVID(
                   B_GET_FIRST,
                   posBlock1,
                   &personRecord,
                   &dataLen,
                   keyBuf1,
                   keyNum,
                   (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_GET_FIRST status (sample.btr) = %d\n\n", 
getStatus);
  }

  gneBuffer = malloc(sizeof(GNE_BUFFER));
  if (gneBuffer == NULL)
  {
    printf(" バッ フ ァーに割 り 当てる メ モ リ が不足し ています ");
    return(EXIT_WITH_ERROR);
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  }
  memset(gneBuffer, 0, sizeof(GNE_BUFFER));
  memcpy(&gneBuffer->preBuf.gneHeader.currencyConst[0], "UC", 2);
  while (getStatus == B_NO_ERROR)
  {
    gneBuffer->preBuf.gneHeader.rejectCount = 0;
    gneBuffer->preBuf.gneHeader.numberTerms = 2;
    posCtr = sizeof(GNE_HEADER);

    /* 最初の条件を代入 */
    gneBuffer->preBuf.term1.fieldType = 11;
    gneBuffer->preBuf.term1.fieldLen = 3;
    gneBuffer->preBuf.term1.fieldOffset = 108;
    gneBuffer->preBuf.term1.comparisonCode = 1;
    gneBuffer->preBuf.term1.connector = 2;
    memcpy(&gneBuffer->preBuf.term1.value[0], "TX", 2);
    posCtr += sizeof(TERM_HEADER);

    /* 2 つ目の条件を代入 */
    gneBuffer->preBuf.term2.fieldType = 11;
    gneBuffer->preBuf.term2.fieldLen = 3;
    gneBuffer->preBuf.term2.fieldOffset = 108;
    gneBuffer->preBuf.term2.comparisonCode = 1;
    gneBuffer->preBuf.term2.connector = 0;
    memcpy(&gneBuffer->preBuf.term2.value[0], "CA", 2);
    posCtr += sizeof(TERM_HEADER);

    /* プロ ジェ ク シ ョ ン ヘッ ダーを設定し てレ コード全体を読み込む */
    gneBuffer->preBuf.retrieval.maxRecsToRetrieve = 20;
    gneBuffer->preBuf.retrieval.noFieldsToRetrieve = 1;
    posCtr += sizeof(RETRIEVAL_HEADER);
    gneBuffer->preBuf.recordRet.fieldLen = sizeof(PERSON_STRUCT);
    gneBuffer->preBuf.recordRet.fieldOffset = 0;
    posCtr += sizeof(FIELD_RETRIEVAL_HEADER);
    gneBuffer->preBuf.gneHeader.descriptionLen = posCtr;

    dataLen = sizeof(GNE_BUFFER);
    getStatus = BTRVID(
                   B_GET_NEXT_EXTENDED,
                   posBlock1,
                   gneBuffer,
                   &dataLen,
                   keyBuf1,
                   keyNum,
                   (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

     printf("Btrieve B_GET_NEXT_EXTENDED status = %d\n", getStatus);
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    /* Get Next Extended はフ ァ イルの終わ り に達し て も レ コード を返すこ と があ る */
    if ((getStatus == B_NO_ERROR) || (getStatus == B_END_OF_FILE))
    {
      printf("GetNextExtended returned %d records.\n", gneBuffer-
>postBuf.numReturned);
      for (i = 0; i < gneBuffer->postBuf.numReturned; i++)
      {
        dataLen = sizeof(PERSON_STRUCT);
        memcpy(dataBuf, &gneBuffer->postBuf.recs[i].personRecord, 
dataLen);
        status = BTRVID(
                    B_INSERT,
                    posBlock2,
                    dataBuf,
                    &dataLen,
                    keyBuf2,
                    -1,   /* カレ ンシー変更な し */
                    (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);
      }
      printf("Inserted %d records in new file, status = %d\n\n", 
gneBuffer->postBuf.numReturned, status);
    }
    memset(gneBuffer, 0, sizeof(GNE_BUFFER));
    memcpy(&gneBuffer->preBuf.gneHeader.currencyConst[0], "EG", 2);
  }

  free(gneBuffer);
  gneBuffer = NULL;

  /* 開いている フ ァ イルを閉じ る */
  if (file1Open)
  {
    dataLen = 0;

status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock1,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf1,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

printf("Btrieve B_CLOSE status (sample.btr) = %d\n", status);
  }

if (file2Open)
  {
    dataLen = 0;

status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock2,
                dataBuf,
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                &dataLen,
                keyBuf2,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_CLOSE status (sample2.btr) = %d\n", status);
  }

  return(status);
}

Btrieve Login の C++ プログラムの例

loginapi.c と 同様に Web ダウ ンロ ード によ り 提供さ れる 以下のプロ グラ ム例

では、 他のオペレ ーショ ンのコ ンテキス ト で Btrieve のロ グイ ン操作を実行

する 方法について説明し ま す。 この操作は、 MicroKernel と の依存関係で要

求される順番 （フ ァ イルを開いてから  I/O を実行する など） で行われます。

Btrieve オペレーシ ョ ンの例については、 「C++ プロ グ ラ ムの例」 を参照し

て く ださい。

/*********************************************************************
**  Copyright 1982-2003 Pervasive Software Inc. All Rights Reserved
*********************************************************************/
/*********************************************************************
  LOGINAPI.C
これは、 目的の環境で、 コ ンパイ ラ ツールを使用し た Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンの
コ ンパイル、 リ ン ク、 実行が可能な こ と を確認する ための簡単なサンプルです。

こ のプロ グ ラ ムは、 セキ ュ リ テ ィ で保護されたデータベース を使用し た Btrieve ロ グ イ ン 
API の使用方法を示し ます。ロ グ イ ン API は Pervasive.SQL 8.50 以降のバージ ョ ンで
は使用されていません。 プロ グ ラ ムを実行するには、 DefaultDb データベース をセキ ュ リ
テ ィ で保護し、 セキ ュ リ テ ィ モード にデータベース認証および許可を設定し て く だい。 これ
を設定するには PCC を使用し ます。

こ のプロ グ ラ ムでは、 DefaultDb データベースで以下の操作を行います。
  - Btrieve オペレーシ ョ ン B_LOGIN (78) を使用し て DefaultDb データベースに
    ロ グ イ ンする
  - sample.btr を開 く
  - Key 0 の既知の値を持つレ コード を取得する
  - 読み込んだレ コード を表示する
  - sample.btr を閉じ る
  - DefaultDB データベースから ロ グア ウ ト する

次のパー ト では Btrieve Open 呼び出しで URI を使用する方法を示し ます。

  - キー バッ フ ァーで URI 文字列を使用し て sample.btr を開 く 
  - Key 0 の既知の値を持つレ コード を取得する
  - 読み込んだレ コード を表示する
  - sample.btr を閉じ る
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重要 ： Btrieve データ フ ァ イルのサンプル sample.btr が保存されている
デ ィ レ ク ト リ は、 フルパス を指定し て く ださい。 また、 それぞれの 「重要」 項目も
参考にし て く ださい。

こ のプロ グ ラ ムは、 イ ン ターフ ェ イ ス モジュールが対応するプラ ッ ト フ ォームで
実行でき ます。 プラ ッ ト フ ォームは、 'btrapi.h' で リ ス ト されるプラ ッ ト フ ォーム 
ス イ ッチで表されます。 Windows の場合は、 コ ン ソール アプ リ ケーシ ョ ンで標準出力 
printf() を使用でき る よ う にし て く ださい。
メ モ ： 多 く の C/C++ コ ンパイ ラは、 標準 I/O を使用し た Windows アプ リ ケーシ ョ ンに
対応し ています。

btrapi.h の冒頭部分で、 アプ リ ケーシ ョ ンのターゲ ッ ト  プラ ッ ト フ ォーム選択に関する
情報を参照し て く ださい。 ターゲ ッ ト  プラ ッ ト フ ォームを指定し て く ださい。

*********************************************************************/
#include <stdlib.h>
#include <stdio.h>
#include <string.h>
#include <btrapi.h>
#include <btrconst.h>

/*********************************************************************
  定数
*********************************************************************/
/*********************************************************************
   重要 ： 以下を変更し、 使用する sample.btr へのフルパス を指定し て く ださい。
*********************************************************************/
#ifdef BTI_LINUX
#define FILE_NAME "/usr/local/psql/data/samples/sample.btr"
#else
#ifdef BTI_WIN_32
#define FILE_NAME "<path>\\samples\\sample.btr"
#endif
#endif

#define EXIT_WITH_ERROR     1
#define TRUE                1
#define FALSE               0
#define MY_THREAD_ID        50

/* 弊社の構造体の定義を加えないで く ださい。 */
#if defined(__BORLANDC__)
  #pragma option -a-
#else
  #if defined(_MSC_VER) || defined(__WATCOMC__)
    #pragma pack(1)
  #endif
#endif
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/*********************************************************************
  ク ラ イ アン ト  ID と バージ ョ ンの構造体の型定義
*********************************************************************/
typedef struct
{
  BTI_CHAR networkAndNode[12];
  BTI_CHAR applicationID[2];
  BTI_WORD threadID;
} CLIENT_ID;

typedef struct
{
  BTI_SINT  Version;
  BTI_SINT  Revision;
  BTI_CHAR  MKDEId;
} VERSION_STRUCT;

/*********************************************************************
  sample.btr のレ コード の定義
*********************************************************************/
typedef struct
{
  BTI_LONG  ID;
  BTI_CHAR  FirstName[16];
  BTI_CHAR  LastName[26];
  BTI_CHAR  Street[31];
  BTI_CHAR  City[31];
  BTI_CHAR  State[3];
  BTI_CHAR  Zip[11];
  BTI_CHAR  Country[21];
  BTI_CHAR  Phone[14];
} PERSON_STRUCT;

/* 構造体パッ キングの復元 */
#if defined(__BORLANDC__)
  #pragma option -a.
#else
  #if defined(_MSC_VER) || defined(__WATCOMC__)
    #pragma pack()
  #endif
#endif

/*********************************************************************
  メ イ ン
*********************************************************************/
int main(void)
{
  /* Btrieve 関数パラ メ ーター */
  BTI_BYTE  posBlock[128];
  BTI_BYTE  dataBuf[255];
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  BTI_WORD  dataLen;
  BTI_BYTE  keyBuf[255];
  BTI_WORD  keyNum = 0;

  BTI_LONG  personID;
  BTI_BYTE  fileOpen = FALSE;
  BTI_SINT  status = 0;

  CLIENT_ID     clientID;
  PERSON_STRUCT personRecord;

  
  /* URI 文字列を定義し て DefaultDb データベースの sample.btr を開 く */
  /* DefaultDb データベースに対し、 ユーザー名を "Master"、 パス ワード を */
  /* "master" で SQL セキ ュ リ テ ィ を設定 */

  BTI_CHAR *URI_STRING1 = 
"btrv://Master@localhost/defaultdb?pwd=master";
  BTI_CHAR *URI_STRING2 = 
"btrv://Master@localhost/defaultdb?file=/usr/local/psql/data/samples/s
ample.btr&pwd=master";

  printf("****** Btrieve C/C++ Interface Demo for Login API *****\n\n");

  /* ク ラ イ アン ト  ID のセ ッ ト ア ッ プ */
  memset(clientID.networkAndNode, 0, sizeof(clientID.networkAndNode));
  memcpy(clientID.applicationID, "MT", 2);  /* "AA" > 以上を設定 */
  clientID.threadID = MY_THREAD_ID;

  /* セキ ュ リ テ ィ で保護されたデータベースにロ グ イ ン */
  memset(dataBuf, 0, sizeof(dataBuf));
  strcpy(keyBuf, URI_STRING1);
  keyNum  = 0;
  status = BTRVID(
                B_LOGIN,
                posBlock,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);  

   printf("Btrieve B_LOGIN status = %d\n", status);
  
  /* バッ フ ァーのク リ ア */
    memset(dataBuf, 0, sizeof(dataBuf));
    memset(keyBuf , 0, sizeof(keyBuf));

  /* sample.btr を開 く  */
    strcpy((BTI_CHAR *)keyBuf, FILE_NAME);
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    keyNum  = 0;
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_OPEN,
                posBlock,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_OPEN status (sample.btr) = %d\n", status);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      fileOpen = TRUE;
    }

  /* B_GET_EQUAL を使用し て key 0 = 263512477 のレ コード を取得 */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    memset(&personRecord, 0, sizeof(personRecord));
    dataLen = sizeof(personRecord);
    personID = 263512477;    /* 実際これは社会保障番号 */
    *(BTI_LONG BTI_FAR *)&keyBuf[0] = personID;
    keyNum  = 0;

    status = BTRVID(
                B_GET_EQUAL,
                posBlock,
                &personRecord,
                &dataLen,
                keyBuf,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_GET_EQUAL status = %d\n", status);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      printf("\n");
      printf("The retrieved record is:\n");
      printf("ID:%ld\n", personRecord.ID);
      printf("Name:%s %s\n", personRecord.FirstName,
                             personRecord.LastName );
      printf("Street:%s\n", personRecord.Street);
      printf("City:%s\n", personRecord.City);
      printf("State:%s\n", personRecord.State);
      printf("Zip:%s\n", personRecord.Zip);
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      printf("Country:%s\n", personRecord.Country);
      printf("Phone:%s\n", personRecord.Phone);
      printf("\n");
    }
  }

  /* 開いている フ ァ イルを閉じ る */
  if (fileOpen)
  {
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_CLOSE status (sample.btr) = %d\n", status);
  }

  /* セキ ュ リ テ ィ で保護されたデータベースから ロ グアウ ト  */
  
  memset(dataBuf, 0, sizeof(dataBuf));
  strcpy(keyBuf, URI_STRING1);
  keyNum  = 1;
  status = BTRVID(
                B_LOGIN,
                posBlock,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);
  
  printf("Btrieve logout status = %d\n", status);
  printf("\n\n");
  
  

  /* 以下の例では Btrieve Open 呼び出しで URI 文字列を使用する */
 
printf("*** 以下の例では Btrieve Open 呼び出しで URI 文字列を使用する 
***\n\n");

  /* ク ラ イ アン ト  ID のセ ッ ト ア ッ プ */
  memset(clientID.networkAndNode, 0, sizeof(clientID.networkAndNode));
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  memcpy(clientID.applicationID, "MT", 2);  /* "AA" > 以上を設定 */
  clientID.threadID = MY_THREAD_ID;
  
  /* バッ フ ァーのク リ ア */
    memset(dataBuf, 0, sizeof(dataBuf));
    memset(keyBuf , 0, sizeof(keyBuf));

  /* sample.btr を開 く  */
    strcpy((BTI_CHAR *)keyBuf, URI_STRING2);

    keyNum  = 0;
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_OPEN,
                posBlock,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_OPEN status (sample.btr) = %d\n", status);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      fileOpen = TRUE;
    }

  /* B_GET_EQUAL を使用し て key 0 = 263512477 のレ コード を取得 */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    memset(&personRecord, 0, sizeof(personRecord));
    dataLen = sizeof(personRecord);
    personID = 263512477;    /* 実際これは社会保障番号 */
    *(BTI_LONG BTI_FAR *)&keyBuf[0] = personID;
    keyNum  = 0;

    status = BTRVID(
                B_GET_EQUAL,
                posBlock,
                &personRecord,
                &dataLen,
                keyBuf,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_GET_EQUAL status = %d\n", status);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      printf("\n");
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      printf("The retrieved record is:\n");
      printf("ID:%ld\n", personRecord.ID);
      printf("Name:%s %s\n", personRecord.FirstName,
                             personRecord.LastName );
      printf("Street:%s\n", personRecord.Street);
      printf("City:%s\n", personRecord.City);
      printf("State:%s\n", personRecord.State);
      printf("Zip:%s\n", personRecord.Zip);
      printf("Country:%s\n", personRecord.Country);
      printf("Phone:%s\n", personRecord.Phone);
      printf("\n");
    }
  }

  /* 開いている フ ァ イルを閉じ る */
  if (fileOpen)
  {
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    printf("Btrieve B_CLOSE status (sample.btr) = %d\n", status);
  }

  return(status);
}

サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行

Btrieve 用 C イ ン ターフ ェ イ スは、プラ ッ ト フ ォーム と コ ンパイ ラによ り 操

作が異な り ます。 通常は、 以下の操作を行います。

BtrSamp.c フ ァ イルで、Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切な も

のに変更し ます。

適切なイ ンポート  ラ イ ブラ リ を確認し ま す。場所は以下のと おり です。

Microsoft \Intf\ImpLib\W32

Watcom および Borland \Intf\ImpLib\W32x
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プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ス イ ッ チ を 設定 し ま す。 ス イ ッ チについ ては、

『Pervasive PSQL Programmer's Guide』 を参照し て く ださい。

デ ィ レ ク ト リ 設定を更新し ます。 現在のデ ィ レ ク ト リ を含めます。

適切な構造体ア ラ イ メ ン ト を使用し ます。 サンプル プロ グ ラ ムには、

構造体ア ラ イ メ ン ト 用のプ ラ グマが含まれています。 実際のアプ リ

ケーシ ョ ンでも同様のプラ グマを使用、 またはコ ンパイ ラ  ス イ ッ チを

構造体ア ラ イ メ ン ト 用に設定する必要があ るため、 こ のセ ク シ ョ ンで

は、 使用する コ ンパイ ラ  ス イ ッ チを明確にし ます。

こ のセ ク シ ョ ンでは、一般的な開発環境に共通する操作方法を説明し ます。

お使いの開発環境が該当し ない場合は、 こ の操作方法を参考にし て く ださ

い。

Microsoft Visual C++ では、 サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、

実行を、 以下の方法で行います。

1 Developer Studio プロ グ ラ ミ ング環境では、［フ ァ イル］ メ ニューの ［新

規作成］ を選択し ます。

2 ［新規作成］ ダ イ ア ロ グの ［プロジ ェ ク ト ］ タブで以下の操作を行いま

す。

a. プロ ジェ ク ト の種類を "Win32 Console Application" に設定し ます

（BtrSamp は DOS プロ ンプ ト から実行）。

b. ［プロ ジェ ク ト 名］ に "BtrSamp" を設定し ます。

c. ［位置］ に \Intf\C デ ィ レ ク ト リ への場所を設定し ます。

d. ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

BtrSamp と い う 新しいプロ ジェ ク ト が作成されます。

3 ワーク スペースの［FileView］ タブで BtrSamp プロ ジェ ク ト を右ク リ ッ

ク し、 ［フ ァ イルをプロジ ェ ク ト へ追加］ コ マン ド を選択し て以下の

フ ァ イルを追加し ます。

\Intf\C\BtrApi.c
\Intf\C\BtrSamp.c

\Intf\ImpLib\Win32\W3Btrv7.lib （Windows 32 ビ ッ ト の場合）

\Intf\ImpLib\Win64\W6Btrv7.lib （Windows 64 ビ ッ ト の場合）

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 BtrSamp.c フ ァ イルで、Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切な も

のに変更し ます。

5 ［プロジ ェ ク ト ］ メ ニ ューの ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［C++］ タブ

で以下の操作を行います。

" プ リ プロセ ッ サ " カテゴ リ で、 ［プ リ プロセ ッ サの定義］ ボ ッ ク

スに BTI_WIN_32 を追加し、［イ ン クルード  フ ァ イルのパス］ボ ッ

ク スに現在のデ ィ レ ク ト リ （.） を追加し ます。
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" コード生成 " カテゴ リ では、［構造体 メ ンバーのア ラ イ メ ン ト ］を

"1 バイ ト " に設定し ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［ビルド］ メ ニューの ［ビルド］ を ク リ ッ ク し ます。

サンプル プロ グ ラ ムが作成され、 プロ ジェ ク ト  フ ァ イル デ ィ レ ク ト

リ に BtrSamp.exe が保存されます。

7 DOS プロ ンプ ト  ウ ィ ン ド ウから  BtrSamp.exe を実行し ます。

Watcom C++ では、 サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行

を、 以下の方法で行います。

1 IDE プロ グ ラ ミ ング環境では、 ［File］ メ ニューの ［New Project］ を選

択し ます。

2 ［Enter Project Filename］ ダ イ ア ロ グで、 File Name を "BtrSamp.wpj"
に設定し て ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［New Target］ ダ イ ア ロ グで以下の操作を行います。

［ターゲ ッ ト 名］ を "BtrSamp" に設定し ます。

Target Environment を "Win32" に設定し ます。

Image Type を "Executable ［.exe］ " に設定し ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［Sources］ メ ニューの ［New Source］ を選択し、 以下のフ ァ イルを

追加し ます。

\Intf\C\BtrApi.c
\Intf\C\BtrSamp.c
\Intf\ImpLib\Win32x\W3Btrv7.lib

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 BtrSamp.c フ ァ イルで、Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切な も

のに変更し ます。

6 ［Sources］ メ ニューの［Source Options］サブ メ ニューから［C Compiler
Switches］ を選択し、 以下の操作を行います。

以下の例のよ う に、 ［File Option Switches］ ダ イ ア ロ グで現在の

デ ィ レ ク ト リ を ［Include Directories］ ボ ッ ク スに追加し ます。

$(%watcom)\h;$(%watcom)\h\nt;.

［Source Switches］ ダ イ ア ロ グで、 ［Macro Definitions］ ボ ッ ク ス

に BTI_WIN_32 を追加し、 Structure Alignment を "Pack structures"
に設定し ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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7 ツール バーの ［Make All Targets］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

サンプル プロ グ ラ ムが作成され、 プロ ジェ ク ト  フ ァ イル デ ィ レ ク ト

リ に BtrSamp.exe が保存されます。

8 DOS プロ ンプ ト  ウ ィ ン ド ウから  BtrSamp.exe を実行し ます。

Borland C++ では、サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、実行を、

以下の方法で行います。

1 Borland C++ プロ グ ラ ミ ング環境では、 ［プロジ ェ ク ト ］ メ ニューの

［新規作成］ を選択し ます。

2 ［新規ターゲ ッ ト ］ ダ イ ア ロ グで以下の操作を行います。

［プロ ジェ ク ト  パス名］ を "\Intf\C\BtrSamp" に設定し ます。

［ターゲ ッ ト 名］ を "BtrSamp" に設定し ます。

［ターゲ ッ ト の種類］ を " アプ リ ケーシ ョ ン ［.exe］" に設定し ます。

［ターゲ ッ ト  モデル］ を "Console" に設定し ます。

［フ レーム ワーク］ グループの ［ク ラ ス  ラ イブラ リ ］ チェ ッ ク  ボ ッ

ク ス をオフにし ます。

［拡張設定］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ［初期 ノード］ グループで ".C
ノ ード " を指定し て ［.rc］ チェ ッ ク  ボ ッ ク ス と ［.def］ チェ ッ ク

ボ ッ ク ス をオフにし ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［プロジ ェ ク ト ］ ウ ィ ン ド ウで BtrSamp プロ ジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、

［ノ ー ド追加］ を選択し て以下のフ ァ イルを追加し ます。

\Intf\C\BtrApi.c
\Intf\C\BtrSamp.c
\Intf\ImpLib\Win32x\W3Btrv7.lib

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 BtrSamp.c フ ァ イルで、Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切な も

のに変更し ます。

5 ［オプシ ョ ン］ メ ニューの ［プロジ ェ ク ト ］ を ク リ ッ ク し、 以下の操作

を行います。

以下の例のよ う に、 " デ ィ レ ク ト リ " ト ピ ッ ク を選択し、 ［ソース

デ ィ レ ク ト リ ］ グループの ［イ ン クルード］ リ ス ト に現在のデ ィ

レ ク ト リ を追加し ます。

c:\bc5\include;.

" コ ンパイ ラ " で " マ ク ロ定義 " ト ピ ッ ク を選択し、［マ ク ロ定義］

ボ ッ ク スに BTI_WIN_32 を追加し ます。

"32 ビ ッ ト  コ ンパイ ラ " で " プロセ ッ サ " ト ピ ッ ク を選択し、［デー

タの配置］ を "Byte" に設定し ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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6 ［プロジ ェ ク ト ］ メ ニューの ［再構築］ を選択し ます。

サンプル プロ グ ラ ムが作成され、 プロ ジェ ク ト  フ ァ イル デ ィ レ ク ト

リ に BtrSamp.exe が保存されます。

7 DOS プロ ンプ ト  ウ ィ ン ド ウから  BtrSamp.exe を実行し ます。

C++ Builder アプ リ ケーシ ョ ンのコ ンパイル

C++ Builder では、 サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行を、

以下の方法で行います。

1 ［フ ァ イル］ メ ニューの ［プロジ ェ ク ト を開 く ］ から  CBBtrv.mak フ ァ

イルを選択し ます。

2 ［プロジ ェ ク ト ］ メ ニューの ［オプシ ョ ン］ を選択し、 ［デ ィ レ ク ト リ

/ 条件］ タブから以下の操作を行います。

［イ ン クルード  パス］ にデ ィ レ ク ト リ  "\Intf\C" を追加し ます。

［ラ イブラ リ  パス］ にデ ィ レ ク ト リ  "\Intf\Implib\Win32x" を追加

し ます。

3 ［プロジ ェ ク ト ］ メ ニューの ［メ イ ク］ を選択し ます。

サンプル プロ グ ラ ムが作成され、 プロ ジェ ク ト  フ ァ イル デ ィ レ ク ト

リ に CBBtrv.exe が保存されます。

4 ［Run］ メ ニューの ［Run］ を選択し ます。

5 ［Btrieve Sample Application］ ウ ィ ン ド ウの ［Run Test］ ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。

以下の C++ Builder プロ グ ラ ムの例では、 Btrieve の一般的な操作の実行方

法をい く つか説明し ます。 これらの操作は、 MicroKernel と の依存関係で要

求される順番 （フ ァ イルを開いてから  I/O を実行する など） で行われます。

CBBMain.cpp

/**********************************************************
**
** Copyright 2003 Pervasive Software Inc. 
** All Rights Reserved
***********************************************************/
/***********************************************************
  CBBMain.cpp
これは、 目的の環境で、 コ ンパイ ラ ツールを使用し た Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンの
コ ンパイル、 リ ン ク、 実行が可能な こ と を確認する ための簡単なサンプルです。

こ のプロ グ ラ ムでは、 Btrieve の C/C++ イ ン ターフ ェ イ ス を示し ます。
これは、 Borland C++ Builder がイ ン ス ト ールされた MS Windows NT および 
Windows 9X/ME 環境での例です。
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こ のプロ グ ラ ムでは、 サンプル データベースで以下の操作を行います。
 - Microkernel Database エンジンのバージ ョ ン情報を取得する
 - sample.btr を開 く
 - Key 0 の既知の値を持つレ コード を取得する
 - 読み込んだレ コード を表示する
 - Stat オペレーシ ョ ンを実行する
 - 空の sample.btr のク ローンを作成し て開 く
 - Get Next Extended オペレーシ ョ ンを実行し て sample.btr のレ コード の
   サブセ ッ ト を抽出する
 - ク ローン フ ァ イルにこれらのレ コード を挿入する
 - 両フ ァ イルを閉じ る

こ のサンプルを コ ンパイルするには、 IDE で使用可能な以下のフ ァ イルを、
Btrieve "C" イ ン ターフ ェ イ ス デ ィ レ ク ト リ から作成する必要があ り ます。
   - btrapi.c
   - btrapi.h
   - btrconst.h

重要 ： Btrieve データ フ ァ イルのサンプル sample.btr が保存されている
デ ィ レ ク ト リ へのフルパス を必ず指定する必要があ り ます。 また、 下の 「重要」
項目も参考にし て く ださい。

***********************************************************/
//----------------------------------------------------------
#include <vcl\vcl.h>
#pragma hdrstop

#include "CBBMain.h"
#include <btrapi.h>
#include <btrconst.h>
//----------------------------------------------------------
#pragma resource "*.dfm"

/***********************************************************
  定数
***********************************************************/
#define EXIT_WITH_ERROR     1
#define TRUE                1
#define FALSE               0
#define VERSION_OFFSET      0
#define REVISION_OFFSET     2
#define PLATFORM_ID_OFFSET  4
#define MY_THREAD_ID        50

/* 弊社の構造体に定義を加えないで く ださい。 */
/* Borland のヘルプではこれがデフ ォル ト と なっていますが、 正し く あ り ません。 */
#pragma option -a1
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/***********************************************************
  ク ラ イ アン ト  ID と バージ ョ ンの構造体の型定義
***********************************************************/
typedef struct
{
  BTI_CHAR  networkAndNode[12];
  BTI_CHAR  applicationID[2];
  BTI_WORD  threadID;
} CLIENT_ID;

typedef struct
{
  BTI_SINT  Version;
  BTI_SINT  Revision;
  BTI_CHAR  MKDEId;
} VERSION_STRUCT;

/***********************************************************
  sample.btr からのレ コード の定義
***********************************************************/
typedef struct
{
  BTI_LONG  ID;
  BTI_CHAR  FirstName[16];
  BTI_CHAR  LastName[26];
  BTI_CHAR  Street[31];
  BTI_CHAR  City[31];
  BTI_CHAR  State[3];
  BTI_CHAR  Zip[11];
  BTI_CHAR  Country[21];
  BTI_CHAR  Phone[14];
} PERSON_STRUCT;

/***********************************************************
  Stat/Create 構造体の型定義
***********************************************************/
typedef struct
{
  BTI_SINT  recLength;
  BTI_SINT  pageSize;
  BTI_SINT  indexCount;
  BTI_CHAR  reserved[4];
  BTI_SINT  flags;
  BTI_BYTE  dupPointers;
  BTI_BYTE  notUsed;
  BTI_SINT  allocations;
} FILE_SPECS;

typedef struct
{
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  BTI_SINT  position;
  BTI_SINT  length;
  BTI_SINT  flags;
  BTI_CHAR  reserved[4];
  BTI_CHAR  type;
  BTI_CHAR  null;
  BTI_CHAR  notUsed[2];
  BTI_BYTE  manualKeyNumber;
  BTI_BYTE  acsNumber;
} KEY_SPECS;

typedef struct
{
  FILE_SPECS fileSpecs;
  KEY_SPECS  keySpecs[5];
} FILE_CREATE_BUF;

/***********************************************************
  Get Next Extended 処理用の構造体の型定義
***********************************************************/
typedef struct
{
  BTI_SINT    descriptionLen;
  BTI_CHAR    currencyConst[2];
  BTI_SINT    rejectCount;
  BTI_SINT    numberTerms;
} GNE_HEADER;

typedef struct
{
  BTI_CHAR    fieldType;
  BTI_SINT    fieldLen;
  BTI_SINT    fieldOffset;
  BTI_CHAR    comparisonCode;
  BTI_CHAR    connector;
  BTI_CHAR value[3];
} TERM_HEADER;

typedef struct
{
  BTI_SINT    maxRecsToRetrieve;
  BTI_SINT    noFieldsToRetrieve;
} RETRIEVAL_HEADER;

typedef struct
{
  BTI_SINT    fieldLen;
  BTI_SINT    fieldOffset;
} FIELD_RETRIEVAL_HEADER;
137



Btrieve API の言語イ ン ターフ ェ イス
typedef struct
{
  GNE_HEADER              gneHeader;
  TERM_HEADER             term1;
  TERM_HEADER             term2;
  RETRIEVAL_HEADER        retrieval;
  FIELD_RETRIEVAL_HEADER  recordRet;
} PRE_GNE_BUFFER;

typedef struct
{
  BTI_SINT      recLen;
  BTI_LONG      recPos;
  PERSON_STRUCT personRecord;
} RETURNED_REC;

typedef struct
{
  BTI_SINT      numReturned;
  RETURNED_REC  recs[20];
} POST_GNE_BUFFER;

typedef union
{
  PRE_GNE_BUFFER  preBuf;
  POST_GNE_BUFFER postBuf;
} GNE_BUFFER, BTI_FAR* GNE_BUFFER_PTR;

//----------------------------------------------------------
// エク スポー ト されない事前宣言
void printLB(TListBox *LB, char *msg);

TForm1 *Form1;
//----------------------------------------------------------
__fastcall TForm1::TForm1(TComponent* Owner)

: TForm(Owner)
{
}
//----------------------------------------------------------
void __fastcall TForm1::ExitButtonClick(TObject *Sender)
{
Form1->Close();
}
//----------------------------------------------------------
void __fastcall TForm1::RunButtonClick(TObject *Sender)
{
runTest();
}
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/***********************************************************
  ListBox に書き出すヘルパー関数
***********************************************************/
void printLB(TListBox *LB, char *msg)
{
    LB->Items->Add(msg);
}

/***********************************************************
  こ こ ですべての処理が行われる
***********************************************************/
BTI_SINT runTest(void)
{
  /* Btrieve 関数パラ メ ーター */
  BTI_BYTE posBlock1[128];
  BTI_BYTE posBlock2[128];
  BTI_BYTE dataBuf[255];
  BTI_WORD dataLen;
  BTI_BYTE keyBuf1[255];
  BTI_BYTE keyBuf2[255];
  BTI_WORD keyNum = 0;

  BTI_BYTE btrieveLoaded = FALSE;
  BTI_LONG personID;
  BTI_BYTE file1Open = FALSE;
  BTI_BYTE file2Open = FALSE;
  BTI_SINT status;
  BTI_SINT getStatus;
  BTI_SINT i;
  BTI_SINT posCtr;

  CLIENT_ID       clientID;
  VERSION_STRUCT  versionBuffer[3];
  FILE_CREATE_BUF fileCreateBuf;
  GNE_BUFFER_PTR  gneBuffer;
  PERSON_STRUCT   personRecord;

  BTI_CHAR tmpBuf[1024];

  /**********************************************************
     プロ グ ラ ム タ イ ト ルの出力
  **********************************************************/
  printLB(Form1->ListBox1,
        "**** Btrieve -- C++ Builder Sample ****" );

  /* ク ラ イ アン ト  ID のセ ッ ト ア ッ プ */
  memset(clientID.networkAndNode, 0, 

sizeof(clientID.networkAndNode));
  memcpy(clientID.applicationID, "MT", 2);  /* "AA" 以上を設定 */
  clientID.threadID = MY_THREAD_ID;
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  memset(versionBuffer, 0, sizeof(versionBuffer));
  dataLen = sizeof(versionBuffer);

  status = BTRVID(
              B_VERSION,
              posBlock1,
              &versionBuffer,
              &dataLen,
              keyBuf1,
              keyNum,
              (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    strcpy(tmpBuf, "Btrieve Versions returned are: " );
   printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
    for (i = 0; i < 3; i++) {
      if (versionBuffer[i].Version != 0)
      {
        sprintf(tmpBuf, "   %d.%d %c", versionBuffer[i].Version,
                versionBuffer[i].Revision,
                versionBuffer[i].MKDEId );
        printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      }
    }
    printLB(Form1->ListBox1, "");
    btrieveLoaded = TRUE;
  }
  else
  {
    sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_VERSION status = %d", status );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
    if (status != B_RECORD_MANAGER_INACTIVE)
    {
      btrieveLoaded = TRUE;
    }
  }

  /* バッ フ ァーのク リ ア */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    memset(dataBuf, 0, sizeof(dataBuf));
    memset(keyBuf1, 0, sizeof(keyBuf1));
    memset(keyBuf2, 0, sizeof(keyBuf2));
  }

  /* sample.btr を開 く  */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
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    /***************************************************************
      重要 ： 以下を変更し、 使用する sample.btr へのフルパス を指定し て く ださい。
    ****************************************************************/
    strcpy((BTI_CHAR *)keyBuf1, "c:\\sample\\sample.btr");
    strcpy((BTI_CHAR *)keyBuf2, "c:\\sample\\sample2.btr");

    keyNum  = 0;
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_OPEN,
                posBlock1,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf1,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_OPEN status = %d", status );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      file1Open = TRUE;
    }
  }

  /* B_GET_EQUAL を使用し て key 0 = 263512477 のレ コード を取得 */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    memset(&personRecord, 0, sizeof(personRecord));
    dataLen = sizeof(personRecord);
    personID = 263512477;    /* 実際これは社会保障番号 */
    *(BTI_LONG BTI_FAR *)&keyBuf1[0] = personID;
    keyNum  = 0;

    status = BTRVID(
                B_GET_EQUAL,
                posBlock1,
                &personRecord,
                &dataLen,
                keyBuf1,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_GET_EQUAL status = %d", status );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      sprintf(tmpBuf, "" );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
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      sprintf(tmpBuf, "The retrieved record is:" );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "ID:%ld", personRecord.ID );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "Name:%s %s", personRecord.FirstName,
                                        personRecord.LastName );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "Street:%s", personRecord.Street );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "City:%s", personRecord.City );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "State:%s", personRecord.State );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "Zip:%s", personRecord.Zip );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "Country:%s", personRecord.Country );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "Phone:%s", personRecord.Phone );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      sprintf(tmpBuf, "" );
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
    }
  }

  /* Stat オペレーシ ョ ンを実行し、 fileCreateBuf （作成バッ フ ァー） を取得 */

  memset(&fileCreateBuf, 0, sizeof(fileCreateBuf));
  dataLen = sizeof(fileCreateBuf);
  keyNum = (BTI_WORD)-1;

  status = BTRVID(B_STAT,
                posBlock1,
                &fileCreateBuf,
                &dataLen,
                keyBuf1,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    /* sample2.btr を作成し て開 く  */
    keyNum  = 0;
    dataLen = sizeof(fileCreateBuf);
    status = BTRVID(B_CREATE,
                  posBlock2,
                  &fileCreateBuf,
                  &dataLen,
                  keyBuf2,
                  keyNum,
                  (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);
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    sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_CREATE status = %d", status );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
  }

  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    keyNum  = 0;
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_OPEN,
                posBlock2,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf2,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_OPEN status = %d", status );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
    if (status == B_NO_ERROR)
    {
      file2Open = TRUE;
    }
  }

/* 元のフ ァ イルからデータ を抽出し、 新しいフ ァ イルへ挿入 */
  if (status == B_NO_ERROR)
  {
    /* getFirst を実行し てカレンシーを確立 */
    keyNum = 2; /* STATE-CITY index */
    memset(&personRecord, 0, sizeof(personRecord));
    memset(&keyBuf2[0], 0, sizeof(keyBuf2));
    dataLen = sizeof(personRecord);

    getStatus = BTRVID(
                   B_GET_FIRST,
                   posBlock1,
                   &personRecord,
                   &dataLen,
                   keyBuf1,
                   keyNum,
                   (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

    sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_GET_FIRST status = %d", getStatus );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
  }

  gneBuffer = (GNE_BUFFER_PTR)malloc(sizeof(GNE_BUFFER));
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  if (gneBuffer == NULL)
  {
    strcpy(tmpBuf, " バッ フ ァーに割 り 当てる メ モ リ が不足し ています " );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
    return(EXIT_WITH_ERROR);
  }
  memset(gneBuffer, 0, sizeof(GNE_BUFFER));
  memcpy(&gneBuffer->preBuf.gneHeader.currencyConst[0], "UC", 2);
  while (getStatus == B_NO_ERROR)
  {
    gneBuffer->preBuf.gneHeader.rejectCount = 0;
    gneBuffer->preBuf.gneHeader.numberTerms = 2;
    posCtr = sizeof(GNE_HEADER);

    /* 最初の条件を代入 */
    gneBuffer->preBuf.term1.fieldType = 11;
    gneBuffer->preBuf.term1.fieldLen = 3;
    gneBuffer->preBuf.term1.fieldOffset = 108;
    gneBuffer->preBuf.term1.comparisonCode = 1;
    gneBuffer->preBuf.term1.connector = 2;
    memcpy(&gneBuffer->preBuf.term1.value[0], "TX", 2);
    posCtr += sizeof(TERM_HEADER);

    /* 2 つ目の条件を代入 */
    gneBuffer->preBuf.term2.fieldType = 11;
    gneBuffer->preBuf.term2.fieldLen = 3;
    gneBuffer->preBuf.term2.fieldOffset = 108;
    gneBuffer->preBuf.term2.comparisonCode = 1;
    gneBuffer->preBuf.term2.connector = 0;
    memcpy(&gneBuffer->preBuf.term2.value[0], "CA", 2);
    posCtr += sizeof(TERM_HEADER);

    /* プロ ジェ ク シ ョ ン ヘッ ダーを設定し てレ コード全体を読み込む */
    gneBuffer->preBuf.retrieval.maxRecsToRetrieve = 20;
    gneBuffer->preBuf.retrieval.noFieldsToRetrieve = 1;
    posCtr += sizeof(RETRIEVAL_HEADER);
    gneBuffer->preBuf.recordRet.fieldLen = sizeof(PERSON_STRUCT);
    gneBuffer->preBuf.recordRet.fieldOffset = 0;
    posCtr += sizeof(FIELD_RETRIEVAL_HEADER);
    gneBuffer->preBuf.gneHeader.descriptionLen = posCtr;

    dataLen = sizeof(GNE_BUFFER);
    getStatus = BTRVID(
                   B_GET_NEXT_EXTENDED,
                   posBlock1,
                   gneBuffer,
                   &dataLen,
                   keyBuf1,
                   keyNum,
                   (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);
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    sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_GET_NEXT_EXTENDED status = %d",
            getStatus );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);

/* Get Next Extended は、 フ ァ イルの終わ り に達し て も */
/* レ コード を返すこ と があ り ます */
    if ((getStatus == B_NO_ERROR) || (getStatus == B_END_OF_FILE))
    {
      sprintf(tmpBuf, "GetNextExtended returned %d records.", 
            gneBuffer->postBuf.numReturned);
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
      for (i = 0; i < gneBuffer->postBuf.numReturned; i++)
      {
        dataLen = sizeof(PERSON_STRUCT);
        memcpy(dataBuf, &gneBuffer-> 
            postBuf.recs[i].personRecord, dataLen);
        status = BTRVID(
                    B_INSERT,
                    posBlock2,
                    dataBuf,
                    &dataLen,
                    keyBuf2,
                    -1,   /* カレ ンシー変更な し */
                    (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);
      }
      sprintf(tmpBuf, "Inserted %d records in new file, status = %d",
              gneBuffer->postBuf.numReturned, status);
      printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
    }
    memset(gneBuffer, 0, sizeof(GNE_BUFFER));
    memcpy(&gneBuffer->preBuf.gneHeader.currencyConst[0], "EG", 2);
  }

  free(gneBuffer);
  gneBuffer = NULL;

  /* 開いている フ ァ イルを閉じ る */
  if (file1Open)
  {
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock1,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf1,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);
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sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_CLOSE status (sample.btr) = %d", 
        status );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
  }

  if (file2Open)
  {
    dataLen = 0;

    status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock2,
                dataBuf,
                &dataLen,
                keyBuf2,
                keyNum,
                (BTI_BUFFER_PTR)&clientID);

sprintf(tmpBuf, "Btrieve B_CLOSE status (sample2.btr) = %d", 
        status );
    printLB(Form1->ListBox1, tmpBuf);
  }
return(status);
}
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COBOL 
Web ダウ ン ロード によ り 提供される以下のプロ グ ラ ム例では、Btrieve の一

般的な操作方法を説明し ます。 これらの操作は、 MicroKernel と の依存関係

で要求される順番 （フ ァ イルを開いてから  I/O を実行する など） で行われ

ます。

Btrsamp.cbl

*
*
*  Copyright 2003 Pervasive Software Inc. All Rights Reserved
*
*
*  BTRSAMP.CBL
* この COBOL プロ グ ラ ムのサンプルでは、 Micro Focus COBOL v3.x を使用し て
* アプ リ ケーシ ョ ンから Btrieve 呼び出し を作成し ます。
*
*
       IDENTIFICATION DIVISION.
      *
       PROGRAM-ID. TEST1.
      *
      *
       ENVIRONMENT DIVISION.
       CONFIGURATION SECTION.
       SOURCE-COMPUTER.IBM-PC.
       OBJECT-COMPUTER.IBM-PC.
      *
      *
       DATA DIVISION.
      *
       WORKING-STORAGE SECTION.
      *
      * BTRIEVE OP CODES
      *
       01 B-OPEN                        PIC 9(4) COMP-5 VALUE 0.
       01 B-INSERT                      PIC 9(4) COMP-5 VALUE 2.
       01 B-GETFIRST                    PIC 9(4) COMP-5 VALUE 12.
       01 B-UPDATE                      PIC 9(4) COMP-5 VALUE 3.
       01 B-CLOSE                       PIC 9(4) COMP-5 VALUE 1.
      *
       01 B-STATUS                      PIC 9(4) COMP-5 VALUE 0.
       01 KEY-NUMBER                    PIC 9(4) COMP-5 VALUE 0.
       01 BUF-LEN                       PIC 9(4) COMP-5 VALUE 0.
       01 FILE-NAME                     PIC X(13) VALUE SPACES.
       01 POSITION-BLOCK                PIC X(128) VALUE SPACES.
       01 DATA-BUFFER.
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          02 DECIMAL-FIELD              PIC 9(4) COMP-3 VALUE 0.
          02 STRING-FIELD               PIC X(36) VALUE SPACES.
       01 DSP-STATUS                    PIC 9(5) COMP-5.
      *
      *
      *
       PROCEDURE DIVISION.
       BEGIN.
      *
      * TEST.BTR を開 く
      *
      *
           MOVE 0   TO BUF-LEN.
           MOVE 0   TO KEY-NUMBER.
           MOVE 'TEST.BTR' TO FILE-NAME.
           CALL "_BTRV" USING B-OPEN, B-STATUS, POSITION-BLOCK,
                             DATA-BUFFER, BUF-LEN, FILE-NAME, KEY-NUMBER.
           IF B-STATUS NOT = 0
             DISPLAY 'Error opening file.Status= ' B-STATUS
           ELSE
             DISPLAY 'File ' FILE-NAME ' successfully opened'
           END-IF.
      *
      * TEST.BTR への挿入
      *
      *
           MOVE 1    TO DECIMAL-FIELD.
           MOVE 'Record 1' TO STRING-FIELD.
           MOVE 40   TO BUF-LEN.
           MOVE 0    TO KEY-NUMBER
           CALL "_BTRV" USING B-INSERT, B-STATUS, POSITION-BLOCK,
                             DATA-BUFFER, BUF-LEN, FILE-NAME, KEY-NUMBER.
           IF B-STATUS NOT = 0
             DISPLAY 'Error inserting into file.Status= ' B-STATUS
           ELSE
             DISPLAY 'inserted:' DECIMAL-FIELD STRING-FIELD
           END-IF.
      *
      * GetFirst
      *
      *
           MOVE 40   TO BUF-LEN.
           MOVE 0    TO KEY-NUMBER
           CALL "_BTRV" USING B-GETFIRST, B-STATUS, POSITION-BLOCK,
                             DATA-BUFFER, BUF-LEN, FILE-NAME, KEY-NUMBER.
           IF B-STATUS NOT = 0
             DISPLAY 'Error Getting first record.Status= ' B-STATUS
           ELSE
             DISPLAY 'Retrieved:' DECIMAL-FIELD STRING-FIELD
           END-IF.
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      *
      * TEST.BTR への更新
      *
      *
           MOVE 2    TO DECIMAL-FIELD.
           MOVE 'Record 2' TO STRING-FIELD.
           MOVE 40   TO BUF-LEN.
           MOVE 0    TO KEY-NUMBER
           CALL "_BTRV" USING B-UPDATE, B-STATUS, POSITION-BLOCK,
                             DATA-BUFFER, BUF-LEN, FILE-NAME, KEY-NUMBER.
           IF B-STATUS NOT = 0
             DISPLAY 'Error opening file.Status= ' B-STATUS
           ELSE
             DISPLAY 'Updated to:' DECIMAL-FIELD STRING-FIELD
           END-IF.
      *
      * TEST.BTR を閉じ る
      *
      *
           MOVE 0   TO BUF-LEN.
           MOVE 0    TO KEY-NUMBER
           CALL "_BTRV" USING B-CLOSE, B-STATUS, POSITION-BLOCK,
                             DATA-BUFFER, BUF-LEN, FILE-NAME, KEY-NUMBER.
           IF B-STATUS NOT = 0
             DISPLAY 'Error closing file.Status= ' B-STATUS
           ELSE
             DISPLAY 'Successfully closed TEST.BTR'
           END-IF.

           STOP RUN.
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Delphi 
こ こ では、 以下の項目について説明し ます。

「プロ グ ラ ムの例」

「サンプル プロ グ ラ ムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行」

プログラムの例

Web ダウ ン ロード によ り 提供される以下のプロ グ ラ ム例では、Btrieve の一

般的な操作方法を説明し ます。 これらの操作は、 MicroKernel と の依存関係

で要求される順番 （フ ァ イルを開いてから  I/O を実行する など） で行われ

ます。

Btrsam32.pas 

{*********************************************************************
**
**  Copyright 1982-2003 Pervasive Software Inc. All Rights Reserved
**
*********************************************************************}
{*********************************************************************
  BTRSAM32.DPR
    これは、 目的の環境で、 コ ンパイ ラ ツールを使用し た Btrieve アプ リ ケーシ ョ ンの
    コ ンパイル、 リ ン ク、 実行が可能な こ と を確認する ための簡単なサンプルです。

    このプロ グ ラ ムでは、 Btrieve の Delphi イ ン ターフ ェ イ ス を示し ます。
    MS Windows NT/2000 および Windows 9x/ME 上の Delphi 2.0、 3.0、
    4.0 および 5.0 で動作し ます。

    このプロ グ ラ ムでは、 サンプル フ ァ イルで以下の操作を行います。
    - BTRVID を使用し て Microkernel Database エンジンのバージョ ン情報を取得する
    - sample.btr を開 く
    - Key 0 の既知の値を持つレ コード を取得する
    - 読み込んだレ コード を表示する
    - Stat オペレーシ ョ ンを実行する
    - 空の sample.btr の ク ローンを作成し て開 く
    - Get Next Extended オペレーシ ョ ンを実行し て
      sample.btr のレ コード のサブセ ッ ト を抽出する
    - ク ローン フ ァ イルにこれらのレ コード を挿入する
    - 両フ ァ イルを閉じ る

    重要 ： Btrieve データ フ ァ イルのサンプル sample.btr が保存されている
    デ ィ レ ク ト リ は、 フルパス を指定し て く ださい。 また、 それぞれの 「重要」 項目も
    参考にし て く ださい。

    Delphi 2.0/3.0/4.0/5.0 Btrieve プロ ジェ ク ト は、
    Delphi プロ ジェ ク ト 環境のプルダウ ン メ ニューから以下を選択後コ ンパイルし ます。
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        PROJECT
           OPTIONS...
              COMPILER
                 CODE GENERATION
                    ALIGNED RECORD FIELDS ( de-select this )

        これを行わない場合、 レ コード が正し く 出力されません。
        これは、 レ コード がバイ ト パッ ク されていないためです。

        代わ り に、 (*A-*) コ ンパイ ラ命令を使用するか、 下に示すよ う に、
        すべてのレ コード を 「パッ ク」 と し て宣言し ます。
        詳細については、 Delphi のマニュ アルを参照し て く ださい。

      PROJECT FILES:
         - btr32.dpr       Borland project file
         - btr32.dof       Borland project file
         - btrsam32.dfm    Borland project file
         - btrsam32.pas    Source code for the simple sample
         - btrapi32.pas    Delphi interface to Btrieve
         - btrconst.pas    Btrieve constants file

*********************************************************************}
unit btrsam32;

interface

uses
  Windows, Messages, SysUtils, Classes, Graphics, Controls, Forms, 
Dialogs,
  StdCtrls, BtrConst, BtrAPI32;

{*********************************************************************
   プロ グ ラ ム定数
*********************************************************************}
const
  { プロ グ ラ ム定数 }
  MY_THREAD_ID        = 50;
  EXIT_WITH_ERROR     = 1;
  VERSION_OFFSET      = 0;
  REVISION_OFFSET     = 2;
  PLATFORM_ID_OFFSET  = 4;

{*********************************************************************
   重要 ： 以下を変更し、 使用する sample.btr へのフルパス を指定し て く ださい。
 ********************************************************************}
  FILE_1              = 'c:\samples\sample.btr';
  FILE_2              = 'c:\samples\sample2.btr';

{*********************************************************************
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  バージ ョ ン処理用のレ コード の型定義
*********************************************************************}
type
  CLIENT_ID = packed record
    networkandnode :array[1..12] of char;
    applicationID  :array[1..3]  of char;
    threadID       :smallint;
  end;

  VERSION_STRUCT = packed record
    version   :smallint;
    revision  :smallint;
    MKDEId    :char;
  end;

{*********************************************************************
  sample.btr のレ コード の定義
*********************************************************************}

  {* writeln() への対応のため、 ゼロ基準のキ ャ ラ ク ター配列を使用 *}
  PERSON_STRUCT = packed record
    ID          :longint;
    FirstName   :array[0..15] of char;
    LastName    :array[0..25] of char;
    Street      :array[0..30] of char;
    City        :array[0..30] of char;
    State       :array[0..2]  of char;
    Zip         :array[0..10] of char;
    Country     :array[0..20] of char;
    Phone       :array[0..13] of char;
  end;

{*********************************************************************
  Stat および Create 処理用のレ コード の型定義
*********************************************************************}
  FILE_SPECS = packed record
    recLength   :smallint;
    pageSize    :smallint;
    indexCount  :smallint;
    reserved    :array[0..3] of char;
    flags       :smallint;
    dupPointers :byte;
    notUsed     :byte;
    allocations :smallint;
  end;

  KEY_SPECS = packed record
    position    :smallint;
    length      :smallint;
    flags       :smallint;
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    reserved    :array[0..3] of char;
    keyType     :char;
    nullChar    :char;
    notUsed     :array[0..1] of char;
    manualKeyNumber :byte;
    acsNumber       :byte;
  end;

  FILE_CREATE_BUF = packed record
    fileSpecs :FILE_SPECS;
    keySpecs  :array[0..4] of KEY_SPECS;
  end;

{*********************************************************************
  Get Next Extended 処理用のレ コード の型定義
*********************************************************************}

  GNE_HEADER = packed record
    descriptionLen  :smallint;
    currencyConst   :array[0..1] of char;
    rejectCount     :smallint;
    numberTerms     :smallint;
  end;

  TERM_HEADER = packed record
    fieldType       :byte;
    fieldLen        :smallint;
    fieldOffset     :smallint;
    comparisonCode  :byte;
    connector       :byte;
    value           :array[0..2] of char;
  end;

  RETRIEVAL_HEADER = packed record
    maxRecsToRetrieve   :smallint;
    noFieldsToRetrieve  :smallint;
  end;

  FIELD_RETRIEVAL_HEADER = packed record
    fieldLen        :smallint;
    fieldOffset     :smallint;
  end;

  PRE_GNE_BUFFER = packed record
    gneHeader :GNE_HEADER;
    term1     :TERM_HEADER;
    term2     :TERM_HEADER;
    retrieval :RETRIEVAL_HEADER;
    recordRet :FIELD_RETRIEVAL_HEADER;
  end;
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  RETURNED_REC = packed record
    recLen        :smallint;
    recPos        :longint;
    personRecord  :PERSON_STRUCT;
  end;

  POST_GNE_BUFFER = packed record
    numReturned :smallint;
    recs        :packed array[0..19] of RETURNED_REC;
  end;

  GNE_BUFFER_PTR = ^GNE_BUFFER;
  GNE_BUFFER = packed record
  case byte of
    1 : (preBuf  :PRE_GNE_BUFFER);
    2 : (postBuf :POST_GNE_BUFFER);
  end;

{*********************************************************************
  Delphi で作成されたフ ォームの定義
*********************************************************************}
  TForm1 = class(TForm)
    RunButton  :TButton;
    ExitButton :TButton;
    ListBox1   :TListBox;
    procedure FormCreate(Sender:TObject);
    procedure ExitButtonClick(Sender:TObject);
    procedure RunButtonClick(Sender:TObject);
  private
  { Private 宣言 }
    ArrowCursor,
    WaitCursor    :HCursor;
    status        :smallint;
    bufferLength  :smallint;
    personRecord  :PERSON_STRUCT;
    recordsRead   :longint;
    procedure RunTest;
  public
    { Public 宣言 }
  end;

var
  Form1:TForm1;

{*********************************************************************
  こ こ からプロ グ ラ ム開始
*********************************************************************}
implementation
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{$R *.DFM}

{*********************************************************************
   プロ グ ラ ム変数
*********************************************************************}
var
  { Btrieve 関数パラ メ ーター }
  posBlock1     :string[128];
  posBlock2     :string[128];
  dataBuffer    :array[0..255] of char;
  dataLen       :word;
  keyBuf1       :string[255];
  keyBuf2       :string[255];
  keyNum        :smallint;

  btrieveLoaded :boolean;
  personID      :longint;
  file1Open     :boolean;
  file2Open     :boolean;
  status        :smallint;
  getStatus     :smallint;
  i             :smallint;
  posCtr        :smallint;
  client        :CLIENT_ID;
  versionBuffer :array[1..3] of VERSION_STRUCT;
  fileCreateBuf :FILE_CREATE_BUF;
  gneBuffer     :GNE_BUFFER_PTR;
  personRecord  :PERSON_STRUCT;

{*********************************************************************
   ListBox に書き込むためのヘルパー関数
*********************************************************************}
procedure WritelnLB( LB:TListBox; Str:String);
begin
  LB.Items.Add(Str);
end;

procedure TForm1.FormCreate(Sender:TObject);
begin
  ArrowCursor    := LoadCursor(0, IDC_ARROW);
  WaitCursor     := LoadCursor(0, IDC_WAIT);
end;

{*********************************************************************
   サンプルの メ イ ン プロ シージャ
*********************************************************************}
procedure TForm1.RunTest;
begin
  ListBox1.Clear;
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  WritelnLB( ListBox1, 'Test started ...' );

  { 変数の初期化 }
  btrieveLoaded := FALSE;
  file1Open := FALSE;
  file2Open := FALSE;
  keyNum := 0;
  status := B_NO_ERROR;
  getStatus := B_NO_ERROR;

  { ク ラ イ アン ト  ID のセ ッ ト ア ッ プ }
  fillchar(client.networkAndNode, sizeof(client.networkAndNode), #0);
  client.applicationID := 'MT' ・ + #0;  { "AA" 以上を設定 }
  client.threadID := MY_THREAD_ID;

  fillchar(versionBuffer, sizeof(versionBuffer), #0);
  dataLen := sizeof(versionBuffer);

  status = BTRVID(
              B_VERSION,
              posBlock1,
              versionBuffer,
              dataLen,
              keyBuf1[1],
              keyNum,
              client);

  if status = B_NO_ERROR then begin
    writelnLB( ListBox1, ' 返された Btrieve バージ ョ ンは ' );
    for i := 1 to 3 do begin
      with versionBuffer[i] do begin
        if (version > 0) then begin
          writelnLB(ListBox1, intToStr(version) + '.' +
                     intToStr(revision) + ' ' + MKDEId);
        end
      end
    end;
    btrieveLoaded := TRUE;
  end else begin
    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_VERSION status = ' + 
intToStr(status));
    if status <> B_RECORD_MANAGER_INACTIVE then begin
      btrieveLoaded := TRUE;
    end
  end;

  { sample.btr を開 く }
  if status = B_NO_ERROR then begin
    fillchar(dataBuffer, sizeof(dataBuffer), #0);
    fillchar(keyBuf1, sizeof(keyBuf1), #0);
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    keyNum  := 0;
    dataLen := 0;

    keyBuf1 := FILE_1 + #0;
    keyBuf2 := FILE_2 + #0;

    status = BTRVID(
                  B_OPEN,
                  posBlock1,
                  dataBuffer,
                  dataLen,
                  keyBuf1[1],
                  keyNum,
                  client);

    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_OPEN status = ' + intToStr(status));
    if status = B_NO_ERROR then begin
      file1Open := TRUE;
    end
  end;

  {* B_GET_EQUAL を使用し て key 0 が既知の値であ る レ コード を取得 *}
  if status = B_NO_ERROR then begin
    fillchar(personRecord, sizeof(personRecord), #0);
    dataLen := sizeof(personRecord);
    personID := 263512477;  {* 実際これは社会保障番号 *}

    status = BTRVID(
                B_GET_EQUAL,
                posBlock1,
                personRecord,
                dataLen,
                personID,
                keyNum,
                client);

    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_GET_EQUAL status = ' + 
intToStr(status));
    if status = B_NO_ERROR then with personRecord do begin
      writelnLB(ListBox1, '');
      writelnLB(ListBox1, 'Selected fields from the retrieved record 
are:');
      writelnLB(ListBox1, 'ID:' + intToStr(ID));
      writelnLB(ListBox1, 'Name:' + FirstName + ' ' + LastName);
      writelnLB(ListBox1, 'Street:' + Street);
      writelnLB(ListBox1, 'City:' + City);
      writelnLB(ListBox1, 'State:' + State);
      writelnLB(ListBox1, 'Zip:' + Zip);
      writelnLB(ListBox1, 'Country:' + Country);
      writelnLB(ListBox1, 'Phone:' + Phone);
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      writelnLB(ListBox1, '');
    end;
  end;

  { Stat オペレーシ ョ ンを実行し、 CreateBuffe （作成バッ フ ァー） を取得 }
  fillchar(fileCreateBuf, sizeof(fileCreateBuf), #0);
  dataLen := sizeof(fileCreateBuf);
  keyNum  := -1;
  status := BTRVID(B_STAT,
                posBlock1,
                fileCreateBuf,
                dataLen,
                keyBuf1[1],
                keyNum,
                client);

  if (status = B_NO_ERROR) then begin
    { sample2.btr を作成し て開 く }
    keyNum  := 0;
    dataLen := sizeof(fileCreateBuf);
    status := BTRVID(B_CREATE,
                  posBlock2,
                  fileCreateBuf,
                  dataLen,
                  keyBuf2[1],
                  keyNum,
                  client);

    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_CREATE status = ' + 
intToStr(status));
  end;

  if (status = B_NO_ERROR) then begin
    keyNum  := 0;
    dataLen := 0;

    status = BTRVID(
                B_OPEN,
                posBlock2,
                dataBuffer,
                dataLen,
                keyBuf2[1],
                keyNum,
                client);
    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_OPEN status = ' + intToStr(status));
    if (status = B_NO_ERROR) then begin
      file2Open := TRUE;
    end;
  end;
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  { 元のフ ァ イルからデータ を抽出し、 新しいフ ァ イルへ挿入 }
  if (status = B_NO_ERROR) then begin
    { getFirst を実行し てカレンシーを確立 }
    keyNum := 2; { STATE-CITY index }
    fillchar(personRecord, sizeof(personRecord), #0);
    fillchar(keyBuf1, sizeof(keyBuf1), #0);
    dataLen := sizeof(personRecord);

    getStatus := BTRVID(
                   B_GET_FIRST,
                   posBlock1,
                   personRecord,
                   dataLen,
                   keyBuf1[1],
                   keyNum,
                   client);

    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_GET_FIRST status = ' + 
intToStr(GETstatus));
    writelnLB(ListBox1, '');
  end;

  { ヒ ープ メ モ リ の割 り 当て }
  gneBuffer := new(GNE_BUFFER_PTR);
  fillchar(gneBuffer^, sizeof(GNE_BUFFER), #0);

  strPCopy(gneBuffer^.preBuf.gneHeader.currencyConst, 'UC');
  while (getStatus = B_NO_ERROR) do begin
    gneBuffer^.preBuf.gneHeader.rejectCount := 0;
    gneBuffer^.preBuf.gneHeader.numberTerms := 2;
    posCtr := sizeof(GNE_HEADER);

    { 最初の条件を代入 }
    gneBuffer^.preBuf.term1.fieldType := 11;
    gneBuffer^.preBuf.term1.fieldLen := 3;
    gneBuffer^.preBuf.term1.fieldOffset := 108;
    gneBuffer^.preBuf.term1.comparisonCode := 1;
    gneBuffer^.preBuf.term1.connector := 2;

    strPCopy(gneBuffer^.preBuf.term1.value, 'TX');
    inc(posCtr, (sizeof(TERM_HEADER)));

    { 2 つ目の条件を代入 }
    gneBuffer^.preBuf.term2.fieldType := 11;
    gneBuffer^.preBuf.term2.fieldLen := 3;
    gneBuffer^.preBuf.term2.fieldOffset := 108;
    gneBuffer^.preBuf.term2.comparisonCode := 1;
    gneBuffer^.preBuf.term2.connector := 0;
    strPCopy(gneBuffer^.preBuf.term2.value, 'CA');
    inc(posCtr, sizeof(TERM_HEADER));
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    { プロ ジェ ク シ ョ ン ヘッ ダーを設定し てレ コード全体を読み込む }
    gneBuffer^.preBuf.retrieval.maxRecsToRetrieve := 20;
    gneBuffer^.preBuf.retrieval.noFieldsToRetrieve := 1;
    inc(posCtr, sizeof(RETRIEVAL_HEADER));
    gneBuffer^.preBuf.recordRet.fieldLen := sizeof(PERSON_STRUCT);
    gneBuffer^.preBuf.recordRet.fieldOffset := 0;
    inc(posCtr, sizeof(FIELD_RETRIEVAL_HEADER));
    gneBuffer^.preBuf.gneHeader.descriptionLen := posCtr;

    dataLen := sizeof(GNE_BUFFER);
    getStatus := BTRVID(
                   B_GET_NEXT_EXTENDED,
                   posBlock1,
                   gneBuffer^,
                   dataLen,
                   keyBuf1,
                   keyNum,
                   client);

    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_GET_NEXT_EXTENDED status = ' + 
intToStr(getStatus));

    { Get Next Extended は、 フ ァ イルの終わ り まで到達し て も レ コード を }
    { 返すこ と があ り ます }
    if ((getStatus = B_NO_ERROR) or (getStatus = B_END_OF_FILE)) then 
begin
      writelnLB(ListBox1, 'GetNextExtended returned ' +
                intToStr(gneBuffer^.postBuf.numReturned) + ' records.');
      for i := 0 to gneBuffer^.postBuf.numReturned - 1 do begin
        dataLen := sizeof(PERSON_STRUCT);
        personRecord := gneBuffer^.postBuf.recs[i].personRecord;
        status = BTRVID(
                    B_INSERT,
                    posBlock2,
                    personRecord,
                    dataLen,
                    keyBuf2,
                    -1,   { カレ ンシー変更な し }
                    client);
        if (status <> B_NO_ERROR) then begin
          writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_INSERT status = ' + 
intToStr(status));
          break;
        end;
      end;

      writelnLB(ListBox1, 'Inserted ' + 
intToStr(gneBuffer^.postBuf.numReturned) +
                ' records in new file, status = ' + intToStr(status));
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      writelnLB(ListBox1, '');
    end;
    fillchar(gneBuffer^, sizeof(GNE_BUFFER), #0);
    gneBuffer^.preBuf.gneHeader.currencyConst := 'EG';
  end;
  dispose(gneBuffer);

  { 開いている フ ァ イルを閉じ る }
  keyNum  := 0;
  if file1Open = TRUE then begin
    dataLen := 0;

    status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock1,
                dataBuffer,
                dataLen,
                keyBuf1[1],
                keyNum,
                client);

    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_CLOSE status (sample.btr) = ' + 
intToStr(status));
  end;

  if file2Open = TRUE then begin
    dataLen := 0;

    status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock2,
                dataBuffer,
                dataLen,
                keyBuf2[1],
                keyNum,
                client);

    writelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_CLOSE status (sample2.btr) = ' + 
intToStr(status));
  end;

  { リ ソース解放 }
  dataLen := 0;
  status := BTRVID(B_STOP, posBlock1, DataBuffer,
               dataLen, keyBuf1[1], 0, client);
  WritelnLB(ListBox1, 'Btrieve B_STOP status = ' + intToStr(status) );

end;

procedure TForm1.ExitButtonClick(Sender:TObject);
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begin
  Close;
end;

procedure TForm1.RunButtonClick(Sender:TObject);
begin
  SetCursor(WaitCursor);
  RunTest;
  SetCursor(ArrowCursor);
end;

end.

サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行

Delphi 3、 4、 5 では、 サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行

を、 以下の方法で行います。

1 ［フ ァ イル］ メ ニューの ［プロジ ェ ク ト を開 く ］ を選択し、 \Intf\Delphi
デ ィ レ ク ト リ の Btr32.dpr プロ ジェ ク ト  フ ァ イルを開き ます。

2 BtrSam32.pas フ ァ イルで、 Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切

な ものに変更し ます。

3 ツール バーの ［実行］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

サンプル プロ グ ラ ムがコ ンパイル、 リ ン ク、 実行されます。

4 ［Btrieve Sample Application］ ウ ィ ン ド ウの ［Run Test］ ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。

サンプル プロ グ ラ ムが、 Btrieve エンジンに対し てテス ト を行います。

Delphi 1 では、 サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行を、 以

下の方法で行います。

1 ［File］ メ ニューの ［Open Project］ を選択し、 \Intf\Delphi デ ィ レ ク ト

リ に Btr16.dpr プロ ジェ ク ト  フ ァ イルを開き ます。

2 BtrSam16.pas フ ァ イルで、 Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切

な ものに変更し ます。

3 ツール バーの ［実行］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

サンプル プロ グ ラ ムがコ ンパイル、 リ ン ク、 実行されます。

4 ［Btrieve Sample Application］ ウ ィ ン ド ウの ［Run Test］ ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。

プロ グ ラ ムが、 Btrieve エンジンに対し てテス ト を行います。
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Pascal 
こ こ では、 以下の項目について説明し ます。

「プロ グ ラ ムの例」

「Pascal イ ン ターフ ェ イ ス を使用し た コ ンパイル と リ ン ク」

プログラムの例

Web ダウ ン ロード によ り 提供される以下のプロ グ ラ ム例では、Btrieve の一

般的な操作方法を説明し ます。 これらの操作は、 MicroKernel と の依存関係

で要求される順番 （フ ァ イルを開いてから  I/O を実行する など） で行われ

ます。

Btrsampw.pas

{***************************************************************
**
**  Copyright 2003 Pervasive Software Inc. All Rights Reserved
**
***************************************************************}
{**************************************************************
  BTRSAMPW.PAS
    このプロ グ ラ ムでは、 Borland Pascal バージ ョ ン 7.0 または Turbo Pascal 
    for Windows バージ ョ ン 1.5 を使用し て、 MS Windows 対応の Btrieve 
    イ ン ターフ ェ イ スについて説明し ます。

    このプロ グ ラ ムでは、 サンプル フ ァ イルで以下の操作を行います。
    - BTRVID を使用し て Microkernel Database エンジンのバージ ョ ン情報を
      取得する
    - sample.btr を開 く
    - Key 0 の既知の値を持つレ コード を取得する
    - 読み込んだレ コード を表示する
    - Stat オペレーシ ョ ンを実行する
    - 空の sample.btr の ク ローンを作成し て開 く
    - Get Next Extended を実行し て sample.btr のレ コード のサブセ ッ ト を
      抽出する
    - ク ローン フ ァ イルにこれらのレ コード を挿入する
    - 両フ ァ イルを閉じ る

    重要 ： Btrieve データ フ ァ イルのサンプル sample.btr が保存されている
    デ ィ レ ク ト リ ヘのフルパス を指定し て く ださい。 また、 それぞれの 「重要」 項目も
    参考にし て く ださい。
***********************************************************}
program btrsampw;

uses
  WinCrt,     { text mode I/O library for Windows }
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  Strings,    { Pascal System functions }
  btrapiw,    { btrieve interface unit }
  btrconst;   { Btrieve Constants Unit }

const
  {*****************************************************************
     重要 ： 以下を変更し、 使用する sample.btr へのフルパス を指定し て く ださい。
  ******************************************************************}
  FILE1_NAME          = 'c:\samples\sample.btr' + #0;
  FILE2_NAME          = 'c:\samples\sample2.btr' + #0;

  { プロ グ ラ ム定数 }
  MY_THREAD_ID        = 50;
  EXIT_WITH_ERROR     = 1;
  VERSION_OFFSET      = 0;
  REVISION_OFFSET     = 2;
  PLATFORM_ID_OFFSET  = 4;

{**********************************************************
  バージ ョ ン処理用のレ コード の型定義
***********************************************************}
type
  CLIENT_ID = packed record
    networkandnode :array[0..11] of char;
    applicationID  :array[0..1]  of char;
    threadID       :integer;
  end;

  VERSION_STRUCT = packed record
    version   :integer;
    revision  :integer;
    MKDEId    :char;
  end;

{**********************************************************
  sample.btr からのレ コード の定義
***********************************************************}

  {* writeln() への対応のため、 ゼロ基準のキ ャ ラ ク ター配列を使用 *}
  PERSON_STRUCT = packed record
    ID          :longint;
    FirstName   :array[0..15] of char;
    LastName    :array[0..25] of char;
    Street      :array[0..30] of char;
    City        :array[0..30] of char;
    State       :array[0..2]  of char;
    Zip         :array[0..10] of char;
    Country     :array[0..20] of char;
    Phone       :array[0..13] of char;
  end;
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{**********************************************************
  Stat および Create 処理用のレ コード の型定義
***********************************************************}
  FILE_SPECS = packed record
    recLength   :integer;
    pageSize    :integer;
    indexCount  :integer;
    reserved    :array[0..3] of char;
    flags       :integer;
    dupPointers :byte;
    notUsed     :byte;
    allocations :integer;
  end;

  KEY_SPECS = packed record
    position        :integer;
    length          :integer;
    flags           :integer;
    reserved        :array[0..3] of char;
    keyType         :char;
    nullChar        :char;
    notUsed         :array[0..1] of char;
    manualKeyNumber :byte;
    acsNumber       :byte;
  end;

  FILE_CREATE_BUF = packed record
    fileSpecs :FILE_SPECS;
    keySpecs  :array[0..4] of KEY_SPECS;
  end;

{**********************************************************
  Get Next Extended 処理用のレ コード の型定義
***********************************************************}

  GNE_HEADER = packed record
    descriptionLen  :integer;
    currencyConst   :array[0..1] of char;
    rejectCount     :integer;
    numberTerms     :integer;
  end;

  TERM_HEADER = packed record
    fieldType       :byte;
    fieldLen        :integer;
    fieldOffset     :integer;
    comparisonCode  :byte;
    connector       :byte;
    value           :array[0..2] of char;
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  end;

  RETRIEVAL_HEADER = packed record
    maxRecsToRetrieve   :integer;
    noFieldsToRetrieve  :integer;
  end;

  FIELD_RETRIEVAL_HEADER = packed record
    fieldLen        :integer;
    fieldOffset     :integer;
  end;

  PRE_GNE_BUFFER = packed record
    gneHeader :GNE_HEADER;
    term1     :TERM_HEADER;
    term2     :TERM_HEADER;
    retrieval :RETRIEVAL_HEADER;
    recordRet :FIELD_RETRIEVAL_HEADER;
  end;

  RETURNED_REC = packed record
    recLen        :integer;
    recPos        :longint;
    personRecord  :PERSON_STRUCT;
  end;

  POST_GNE_BUFFER = packed record
    numReturned :integer;
    recs        :packed array[0..19] of RETURNED_REC;
  end;

  GNE_BUFFER_PTR = ^GNE_BUFFER;
  GNE_BUFFER = packed record
  case byte of
    1 : (preBuf  :PRE_GNE_BUFFER);
    2 : (postBuf :POST_GNE_BUFFER);
  end;

{**********************************************************
  変数
***********************************************************}
var
  { Btrieve 関数パラ メ ーター }
  posBlock1     :string[128];
  posBlock2     :string[128];
  dataBuffer    :array[0..255] of char;
  dataLen       :word;
  keyBuf1       :string[255];
  keyBuf2       :string[255];
  keyNum        :integer;
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  btrieveLoaded :boolean;
  personID      :longint;
  file1Open     :boolean;
  file2Open     :boolean;
  status        :integer;
  getStatus     :integer;
  i             :integer;
  posCtr        :integer;

  client        :CLIENT_ID;
  versionBuffer :array[1..3] of VERSION_STRUCT;
  fileCreateBuf :FILE_CREATE_BUF;
  gneBuffer     :GNE_BUFFER_PTR;
  personRecord  :PERSON_STRUCT;

{**********************************************************
  こ こ からプロ グ ラ ム開始
***********************************************************}
begin { btrsamp }
  { 変数の初期化 }
  btrieveLoaded := FALSE;
  file1Open := FALSE;
  file2Open := FALSE;
  keyNum := 0;
  status := B_NO_ERROR;
  getStatus := B_NO_ERROR;

  writeln;
  writeln('************ Btrieve Pascal Interface for Windows Demo 
************');
  writeln;

  { ク ラ イ アン ト  ID のセ ッ ト ア ッ プ }
  fillchar(client.networkAndNode, sizeof(client.networkAndNode), #0);

{$ifdef ver70} {Note:Delphi 1.0 is ver80}
  client.applicationID := 'MT' + #0;  { "AA" 以上を設定 }
{$else}
  strpcopy(client.applicationID, 'MT');  { "AA" 以上を設定 }
  strcat(client.applicationID, #0);
{$endif}

  client.threadID := MY_THREAD_ID;

  fillchar(versionBuffer, sizeof(versionBuffer), #0);
  dataLen := sizeof(versionBuffer);

  status = BTRVID(
              B_VERSION,
167



Btrieve API の言語イ ン ターフ ェ イス
              posBlock1,
              versionBuffer,
              dataLen,
              keyBuf1[1],
              keyNum,
              client);

  if status = B_NO_ERROR then begin
    writeln('Btrieve Versions returned are:');
    for i := 1 to 3 do begin
      with versionBuffer[i] do begin
        if (version > 0) then begin
          writeln(version, '.', revision, ' ', MKDEId);
        end
      end
    end;
    btrieveLoaded := TRUE;
  end else begin
    writeln('Btrieve B_VERSION status = ', status);
    if status <> B_RECORD_MANAGER_INACTIVE then begin
      btrieveLoaded := TRUE;
    end
  end;

  {* sample.btr を開 く  *}
  if status = B_NO_ERROR then begin
    fillchar(dataBuffer, sizeof(dataBuffer), #0);
    fillchar(keyBuf1, sizeof(keyBuf1), #0);
    keyNum  := 0;
    dataLen := 0;

    keyBuf1 := FILE1_NAME;
    keyBuf2 := FILE2_NAME;

    status = BTRVID(
                  B_OPEN,
                  posBlock1,
                  dataBuffer,
                  dataLen,
                  keyBuf1[1],
                  keyNum,
                  client);

    writeln('Btrieve B_OPEN status = ', status);
    if status = B_NO_ERROR then begin
      file1Open := TRUE;
    end
  end;
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  {* B_GET_EQUAL を使用し て key 0 が既知の値であ る レ コード を取得 *}
  if status = B_NO_ERROR then begin
    fillchar(personRecord, sizeof(personRecord), #0);
    dataLen := sizeof(personRecord);
    personID := 263512477;  {* 実際これは社会保障番号 *}

    status = BTRVID(
                B_GET_EQUAL,
                posBlock1,
                personRecord,
                dataLen,
                personID,
                keyNum,
                client);

    writeln('Btrieve B_GET_EQUAL status = ', status);
    if status = B_NO_ERROR then with personRecord do begin
      writeln;
      writeln('Selected fields from the retrieved record are:');
      writeln('ID:', ID);
      writeln('Name:', FirstName, ' ', LastName);
      writeln('Street:', Street);
      writeln('City:', City);
      writeln('State:', State);
      writeln('Zip:', Zip);
      writeln('Country:', Country);
      writeln('Phone:', Phone);
      writeln;
    end;
  end;

  { Stat オペレーシ ョ ンを実行し、 CreateBuffe （作成バッ フ ァー） を取得 }
  fillchar(fileCreateBuf, sizeof(fileCreateBuf), #0);
  dataLen := sizeof(fileCreateBuf);
  keyNum  := -1;
  status := BTRVID(B_STAT,
                posBlock1,
                fileCreateBuf,
                dataLen,
                keyBuf1[1],
                keyNum,
                client);

  if (status = B_NO_ERROR) then begin
    { sample2.btr を作成し て開 く }
    keyNum  := 0;
    dataLen := sizeof(fileCreateBuf);
    status := BTRVID(B_CREATE,
                  posBlock2,
                  fileCreateBuf,
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                  dataLen,
                  keyBuf2[1],
                  keyNum,
                  client);

    writeln('Btrieve B_CREATE status = ', status);
  end;

  if (status = B_NO_ERROR) then begin
    keyNum  := 0;
    dataLen := 0;

    status = BTRVID(
                B_OPEN,
                posBlock2,
                dataBuffer,
                dataLen,
                keyBuf2[1],
                keyNum,
                client);
    writeln('Btrieve B_OPEN status (sample2.btr) = ', status);
    if (status = B_NO_ERROR) then begin
      file2Open := TRUE;
    end;
  end;

  { 元のフ ァ イルからデータ を抽出し、 新しいフ ァ イルへ挿入 }
  if (status = B_NO_ERROR) then begin
    { getFirst を実行し てカレンシーを確立 }
    keyNum := 2; { STATE-CITY index }
    fillchar(personRecord, sizeof(personRecord), #0);
    fillchar(keyBuf1, sizeof(keyBuf1), #0);
    dataLen := sizeof(personRecord);

    getStatus := BTRVID(
                   B_GET_FIRST,
                   posBlock1,
                   personRecord,
                   dataLen,
                   keyBuf1[1],
                   keyNum,
                   client);

    writeln('Btrieve B_GET_FIRST status (sample.btr) = ', getStatus);
    writeln;
  end;

  if maxavail < SizeOf(GNE_BUFFER) then begin
    writeln('Insufficient memory to allocate buffer');
    halt(EXIT_WITH_ERROR);
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  end else begin
    { ヒ ープ メ モ リ の割 り 当て }
    gneBuffer := new(GNE_BUFFER_PTR);
  end;
  fillchar(gneBuffer^, sizeof(GNE_BUFFER), #0);
  strPCopy(gneBuffer^.preBuf.gneHeader.currencyConst, 'UC');
  while (getStatus = B_NO_ERROR) do begin
    gneBuffer^.preBuf.gneHeader.rejectCount := 0;
    gneBuffer^.preBuf.gneHeader.numberTerms := 2;
    posCtr := sizeof(GNE_HEADER);

    { 最初の条件を代入 }
    gneBuffer^.preBuf.term1.fieldType := 11;
    gneBuffer^.preBuf.term1.fieldLen := 3;
    gneBuffer^.preBuf.term1.fieldOffset := 108;
    gneBuffer^.preBuf.term1.comparisonCode := 1;
    gneBuffer^.preBuf.term1.connector := 2;

    strPCopy(gneBuffer^.preBuf.term1.value, 'TX');
    inc(posCtr, (sizeof(TERM_HEADER)));

    { 2 つ目の条件を代入 }
    gneBuffer^.preBuf.term2.fieldType := 11;
    gneBuffer^.preBuf.term2.fieldLen := 3;
    gneBuffer^.preBuf.term2.fieldOffset := 108;
    gneBuffer^.preBuf.term2.comparisonCode := 1;
    gneBuffer^.preBuf.term2.connector := 0;
    strPCopy(gneBuffer^.preBuf.term2.value, 'CA');
    inc(posCtr, sizeof(TERM_HEADER));

    { プロ ジェ ク シ ョ ン ヘッ ダーを設定し てレ コード全体を読み込む }
    gneBuffer^.preBuf.retrieval.maxRecsToRetrieve := 20;
    gneBuffer^.preBuf.retrieval.noFieldsToRetrieve := 1;
    inc(posCtr, sizeof(RETRIEVAL_HEADER));
    gneBuffer^.preBuf.recordRet.fieldLen := sizeof(PERSON_STRUCT);
    gneBuffer^.preBuf.recordRet.fieldOffset := 0;
    inc(posCtr, sizeof(FIELD_RETRIEVAL_HEADER));
    gneBuffer^.preBuf.gneHeader.descriptionLen := posCtr;

    dataLen := sizeof(GNE_BUFFER);
    getStatus := BTRVID(
                   B_GET_NEXT_EXTENDED,
                   posBlock1,
                   gneBuffer^,
                   dataLen,
                   keyBuf1,
                   keyNum,
                   client);

     writeln('Btrieve B_GET_NEXT_EXTENDED status = ', getStatus);
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    { Get Next Extended は、 フ ァ イルの終わ り まで到達し て も レ コード を }
    { 返すこ と があ り ます }
    if ((getStatus = B_NO_ERROR) or (getStatus = B_END_OF_FILE)) then 
begin
      writeln('GetNextExtended returned ', 
gneBuffer^.postBuf.numReturned, ' records.');
      for i := 0 to gneBuffer^.postBuf.numReturned - 1 do begin

{$ifdef ver70}
        dataLen := sizeof(PERSON_STRUCT);
        personRecord := gneBuffer^.postBuf.recs[i].personRecord;
        status = BTRVID(
                    B_INSERT,
                    posBlock2,
                    personRecord,
                    dataLen,
                    keyBuf2,
                    -1,   { カレ ンシー変更な し }
                    client);
        if (status <> B_NO_ERROR) then begin
          writeln('Btrieve B_INSERT status = ', status);
          break;
        end;

{$else} {Turbo Pascal for Windows 1.5 は break に対応し ていません }
        if (status = B_NO_ERROR) then begin
          dataLen := sizeof(PERSON_STRUCT);
          personRecord := gneBuffer^.postBuf.recs[i].personRecord;
          status = BTRVID(
                      B_INSERT,
                      posBlock2,
                      personRecord,
                      dataLen,
                      keyBuf2,
                      -1,   { カレンシー変更な し }
                      client);
        end;
        if (status <> B_NO_ERROR) then begin
          writeln('Btrieve B_INSERT status = ', status);
        end;
{$endif}

      end;

      writeln('Inserted ', gneBuffer^.postBuf.numReturned, ' records in 
new file, status = ', status);
      writeln;
    end;
    fillchar(gneBuffer^, sizeof(GNE_BUFFER), #0);
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    gneBuffer^.preBuf.gneHeader.currencyConst := 'EG';
  end;
  dispose(gneBuffer);

  { 開いている フ ァ イルを閉じ る }
  keyNum  := 0;
  if file1Open = TRUE then begin
    dataLen := 0;

    status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock1,
                dataBuffer,
                dataLen,
                keyBuf1[1],
                keyNum,
                client);

    writeln('Btrieve B_CLOSE status (sample.btr) = ', status);
  end;

  if file2Open = TRUE then begin
    dataLen := 0;

    status = BTRVID(
                B_CLOSE,
                posBlock2,
                dataBuffer,
                dataLen,
                keyBuf2[1],
                keyNum,
                client);

    writeln('Btrieve B_CLOSE status (sample2.btr) = ', status);
  end;

end.
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Pascal イ ン ターフ ェ イスを使用し たコ ンパイルと リ ン ク

こ のセ ク シ ョ ンでは、一般的な開発環境に共通する操作方法を説明し ます。

お使いの開発環境が該当し ない場合は、 こ の操作方法を参考にし て く ださ

い。

Borland Pascal 7 for Windows を使用し てサンプル プログラムを コ ンパ

イル、 リ ン ク、 実行するには

1 ［File］ メ ニューの ［Open］ を選択し、 BtrSampW.pas フ ァ イルを開き

ます。

2 BtrSampW.pas フ ァ イルで、Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切

な ものに変更し ます。

3 ［Compile］ メ ニューの［Make］ を選択し ます。［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

サンプル プロ グ ラ ムがコ ンパイル、 および リ ン ク されます。

4 ［Run］ メ ニューの ［Run］ を選択し ます。

サンプル プロ グ ラ ムが実行されます。

Borland Pascal 7 for DOS を使用し てサン プル プログラムを コ ンパイ

ル、 リ ン ク、 実行するには

1 ［File］ メ ニューの ［Open］ を選択し、 以下のフ ァ イルを開き ます。

\Intf\Pascal\BtrConst.pas
\Intf\Pascal\BtrApiD.pas
\Intf\Pascal\BtrSampD.pas

2 BtrSampD.pas フ ァ イルで、 Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切

な ものに変更し ます。

3 ［Options］ メ ニューの ［Compiler］ を選択し、 ［Conditional Defines］ を

"BTI_DOS" に設定し ます。

4 ［Options］ メ ニューの ［Directories］ を選択し、 ［EXE］ および ［TPU］

を "\Intf\Pascal" デ ィ レ ク ト リ に設定し ます。

5 BtrConst.pas フ ァ イルで、［Compile］ メ ニューの［Make］ を選択し ます。

6 BtrApiD.pas フ ァ イルで、［Compile］ メ ニューの ［Make］ を選択し ます。

7 BtrSampD.pas フ ァ イルで、 ［Compile］ メ ニューの ［Make］ を選択し

ます。

8 DOS プロ ンプ ト から  BtrSampD.exe を実行し ます。
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メ モ  サンプル プロ グ ラ ムでは、 BtrvID 呼び出しが使用される ため、

/T:1 フ ラ グのあ る  Btrieve DOS リ ク エス ターを ロード し て く ださ い。ま

た、 同時に適切な リ ク エス ター （Windows サーバーでは BReqNT） も

ロードする必要があ り ます。

Borland Turbo Pascal 1.5 for Windows を使用し てサンプル プログラム

を コ ンパイル、 リ ン ク、 実行するには

1 ［File］ メ ニューの ［Open］ を選択し、 以下のフ ァ イルを開き ます。

\Intf\Pascal\BtrConst.pas
\Intf\Pascal\BtrApiW.pas
\Intf\Pascal\BtrSampW.pas

2 BtrSampW.pas フ ァ イルで、Sample.btr および Sample2.btr のパス を適切

な ものに変更し ます。

3 BtrConst.pas フ ァ イルで、［Compile］ メ ニューの［Make］ を選択し ます。

4 BtrApiW.pas フ ァ イルで、［Compile］ メ ニューの［Make］ を選択し ます。

5 BtrSampW.pas フ ァ イルで、 ［Compile］ メ ニューの ［Make］ を選択し

ます。

6 ［Run］ メ ニューの ［Run］ を選択し ます。

サンプル プロ グ ラ ムが実行されます。
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Visual Basic 
こ こ では、 以下の項目について説明し ます。

「プロ グ ラ ムの例」

「サンプル プロ グ ラ ムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行」

プログラムの例

以下のプロ グ ラ ムの例では、 Btrieve の一般的な操作の実行方法をい く つか

説明し ます。 これらの操作は、 MicroKernel と の依存関係で要求される順番

（フ ァ イルを開いてから  I/O を実行する など） で行われます。 この Pervasive
PSQL アプ リ ケーシ ョ ンのサンプルを実行するには、 以下のフ ァ イルが必

要にな り ます。

BTR32VB.bas
BTR32VBFieldMap.bas

btr32VbSample.vbp （プロ ジェ ク ト  フ ァ イル）

btrv32vb.frm
btrv32vb.frx

BTR32VBFieldMap.bas

**********************************************************************
'**
'**  Copyright 2003 Pervasive Software Inc. All Rights Reserved
'**
'*********************************************************************
'*********************************************************************
'**
'**  BTR32VBFieldMap.bas
'**
'**  このソ フ ト ウ ェアは、 Pervasive ソ フ ト ウ ェア開発キ ッ ト (SDK) の一部です。
'**
'**  このソース コード は、 単な る Pervasive PSQL マニュ アルの補足的な ものです。
'**  Pervasive PSQL の使用に関する詳細については、
'**  Pervasive PSQL の該当するマニュ アルを参照し て く ださい。
'**
'*********************************************************************
Option Explicit
Declare Sub CopyMemory Lib "KERNEL32" Alias "RtlMoveMemory" (hpvDest As 
Any, hpvSource As Any, ByVal cbCopy As Long)
'*********************************************************************
'32 ビ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンのコ ンパイルの際、 Visual Basic によ り 、 ユーザー
' 定義型 （UDT） は、 メ ンバーのサイ ズによ って 8 ビ ッ ト 、 16 ビ ッ ト 、 32 ビ ッ ト の
' バウ ンダ リ にア ラ イ ン されます。 構造体 と は異な り 、 データベースの列はパッ ク されて
' お り 、 フ ィ ール ド間の未使用スペースがあ り ません。 このア ラ イ ン機能をオフにする
' こ と はでき ないため、 Visual Basic アプ リ ケーシ ョ ンがデータベースにア ク セスする
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' ための構造体をパッ ク / アンパッ クする手段が必要にな り ます。
'Pervasive Btrieve Alignment DLL または PALN32.DLL は、 このア ラ イ メ ン ト
' 問題を解決するためのものです。
'*********************************************************************
'*********************************************************************
'Pervasive Btrieve Alignment ラ イブラ リ  (PAln32.DLL) は、 Pervasive 
' ソ フ ト ウ ェア開発キ ッ ト に用意されています。 このラ イブラ リ は、 ア ラ イ メ ン ト 調整
' された構造体のパッ クや、 データベースの行のアンパッ ク に使用されます。
'*********************************************************************
' まず、 データベースにア ク セスする前に、 データ を処理するためのデータ構造体が
' 必要にな り ます。 こ こ では、 データ をホール ドするための構造体を作成し ます。
'*********************************************************************
'Person ポジシ ョ ン ブロ ッ ク
'*********************************************************************
Public Type PosBlock
  buf(0 To 127) As Byte
End Type
'*********************************************************************
' バージ ョ ン処理用のレ コード の型定義
'*********************************************************************
Public Type Version_BaseStruct
    version    As Integer
    revision   As Integer
    MKDEId     As String * 1
End Type
Public Type Version_Struct
    ver(0 To 2) As Version_BaseStruct
End Type
Public Type Client_ID
    networkandnode(0 To 11) As Byte
    applicationID(0 To 2)   As Byte
    threadID                As Integer
End Type
'*********************************************************************
'  Stat および Create 処理用のレ コード の種類の定義
'*********************************************************************
Public Type BtrFileSpec
    length     As Integer
    PageSize   As Integer
    NumIndexes As Integer
    Reserved   As Long
    FileFlags  As Integer
    NumDupPtr  As Byte
    NotUsed    As Byte
    Allocation As Integer
End Type
'*********************************************************************
'  sample.btr からのレ コード の定義
'*********************************************************************
Public Type PersonRecType
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    ID          As Long
    FirstName   As String * 16
    LastName    As String * 26
    Street      As String * 31
    City        As String * 31
    State       As String * 3
    Zip         As String * 11
    Country     As String * 21
    Phone       As String * 14
 End Type
 
'*********************************************************************
'  Get Next Extended 処理用のレ コード の型定義
'*********************************************************************
Public Type GNE_HEADER
    descriptionLen  As Integer
    currencyConst   As String * 2
    rejectCount     As Integer
    numberTerms     As Integer
End Type
Public Type TERM_HEADER
    fieldType       As Byte
    fieldLen        As Integer
    fieldOffset     As Integer
    comparisonCode  As Byte
    connector       As Byte
    value           As String * 3
End Type
  
Public Type RETRIEVAL_HEADER
    maxRecsToRetrieve   As Integer
    noFieldsToRetrieve  As Integer
End Type
Public Type FIELD_RETRIEVAL_HEADER
    fieldLen        As Integer
    fieldOffset     As Integer
End Type
  
Public Type PRE_GNE_BUFFER
    gneHeader As GNE_HEADER
    term1     As TERM_HEADER
    term2     As TERM_HEADER
    retrieval As RETRIEVAL_HEADER
    recordRet As FIELD_RETRIEVAL_HEADER
End Type
Public Type RETURNED_REC
    recLen        As Integer
    recPos        As Long
    personRecord  As PersonRecType
End Type
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Public Type POST_GNE_BUFFER
    numReturned    As Integer
    recs(0 To 19)  As RETURNED_REC
End Type
  
'*********************************************************************
' FieldMap の定義。 保持し ている フ ァ イル構造の構造体を作成し ます。
'*********************************************************************
Global Version_StructMap(0 To 8) As FieldMap
Const Versionsize = 15
Global ClientIDFldMap(0 To 16) As FieldMap
Const ClientIDsize = 17
Global PersonFldMap(0 To 8) As FieldMap
Const PersonRowSize = 157
Global gneheaderMap(0 To 3) As FieldMap
Const gneheadersize = 8
Global termheaderMap(0 To 5) As FieldMap
Const termheadersize = 10
Global retrievalheaderMap(0 To 1) As FieldMap
Const retrievalheadersize = 4
Global fieldretrievalMap(0 To 1) As FieldMap
Const fieldretrievalsize = 4
Global pregnebufferMap(0 To 23) As FieldMap
Const pregnebuffersize = 36
Global returnrecMap(0 To 12) As FieldMap
Const returnrecsize = 163
Global Post_GNE_BUFFERFieldMap(0 To 281) As FieldMap
Const postgnebuffersize = 3262
'*********************************************************************
'  FldMapType の定義。 パッ ク されたデータベースの行を保存するために必要な
'  構造体を作成し ます。
'*********************************************************************
Public Type PersonRowType
    buf(1 To PersonRowSize) As Byte
End Type
Public Type VersionType
  buf(1 To Versionsize) As Byte
End Type
Public Type ClientIDType
  buf(1 To ClientIDsize) As Byte
End Type
Public Type gneheaderType
  buf(1 To gneheadersize) As Byte
End Type
Public Type termheaderType
   buf(1 To termheadersize) As Byte
End Type
Public Type retrievalheadertype
  buf(1 To retrievalheadersize) As Byte
End Type
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Public Type fieldretrievaltype
  buf(1 To fieldretrievalsize) As Byte
End Type
Public Type pregnebuffertype
  buf(1 To pregnebuffersize) As Byte
End Type
Public Type returnrectype
  buf(1 To returnrecsize) As Byte
End Type
Public Type postgnebuffertype
  buf(1 To postgnebuffersize) As Byte
End Type
Public Const FLD_PAD32 = 42
'*********************************************************************
' FieldMap のビル ド。 フ ァ イル構造を メ モ リ に読み込みます。
'*********************************************************************
Sub AddField(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer, dataType As Long,_
            length As Long)
  
  SetField map(ctr), dataType, length
  ctr = ctr + 1
  
End Sub
Sub AddgneHeaderFldMap(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
  
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' descriptionLen
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 2  ' currencyConst
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' rejectCount
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' numberTerms
End Sub
Sub AddTERM_HEADERFldMap(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
  
  AddField map, ctr, FLD_BYTE, 1    ' fieldType
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' fieldLen
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' fieldOffset
  AddField map, ctr, FLD_BYTE, 1    ' comparisonCode
  AddField map, ctr, FLD_BYTE, 1    ' connector
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 3  ' value
End Sub
Sub AddPersonFieldMap(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
  
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 4 ' ID
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 16 ' FirstName
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 26 ' LastName
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 31 ' Street
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 31 ' City
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 3  ' State
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 11 ' Zip
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 21 ' Country
  AddField map, ctr, FLD_STRING, 14 ' Phone
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End Sub
Sub AddFieldMap(out() As FieldMap, ByRef ctr As Integer, nin() As 
FieldMap)
' fieldmap をほかに追加
Dim fld As Integer
  
  For fld = LBound(nin) To UBound(nin)
    out(ctr) = nin(fld)
    ctr = ctr + 1
  Next fld
  
End Sub
Sub AddRETRIEVAL_HEADER(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
  
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' maxRecsToRetrieve
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' noFieldsToRetrieve
  
End Sub
Sub AddFIELD_RETRIEVAL_HEADER(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
  
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' fieldLen
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' fieldOffset
  
End Sub
Sub AddPreGNEBufferFldMap(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
  
  AddgneHeaderFldMap map, ctr         ' gneHeader
  AddTERM_HEADERFldMap map, ctr       ' term1
  AddTERM_HEADERFldMap map, ctr       ' term2
  AddRETRIEVAL_HEADER map, ctr        ' retrieval
  AddFIELD_RETRIEVAL_HEADER map, ctr  ' recordRet
  
End Sub
Sub AddRETURNED_RECFldMap(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2  ' recLen
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 4  ' recPos
  AddFieldMap map, ctr, PersonFldMap ' personRecord
  
End Sub
Sub AddPostGNEBufferFldMap(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
Dim fld As Integer
   
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2   ' numReturned
  
  For fld = 0 To 19
    AddField map, ctr, FLD_PAD32, 0
    AddRETURNED_RECFldMap map, ctr    ' recs
  Next fld
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End Sub
Sub AddVersionBufferFldMap(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
Dim fld As Integer
  For fld = 0 To 2
    AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' version
    AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' revision
    AddField map, ctr, FLD_STRING, 1  ' MKDEId
  Next fld
End Sub
 
Sub AddClientIDBufferFldMap(map() As FieldMap, ByRef ctr As Integer)
Dim fld As Integer
  For fld = 0 To 11
     AddField map, ctr, FLD_BYTE, 1 ' networkandnode
  Next fld
  
  For fld = 0 To 2
    AddField map, ctr, FLD_BYTE, 1  ' applicationID
  Next fld
  
  AddField map, ctr, FLD_INTEGER, 2 ' threadID
  
End Sub
   
 
Sub InitFieldMaps()
' FieldMaps の初期化
  AddPersonFieldMap PersonFldMap, 0
  AddgneHeaderFldMap gneheaderMap, 0
  AddTERM_HEADERFldMap termheaderMap, 0
  AddFIELD_RETRIEVAL_HEADER fieldretrievalMap, 0
  AddRETRIEVAL_HEADER retrievalheaderMap, 0
  AddRETURNED_RECFldMap returnrecMap, 0
  AddPreGNEBufferFldMap pregnebufferMap, 0
  AddPostGNEBufferFldMap Post_GNE_BUFFERFieldMap, 0
  AddVersionBufferFldMap Version_StructMap, 0
  AddClientIDBufferFldMap ClientIDFldMap, 0
  
End Sub
BTR32VB.bas
'{*******************************************************************
'**
'**  Copyright 2003 Pervasive Software Inc. All Rights Reserved
'**
'********************************************************************}
'{*******************************************************************
'**
'**  BTR32VB.bas
'**
'**  このソ フ ト ウ ェアは、 Pervasive ソ フ ト ウ ェア開発キ ッ ト (SDK) の一部です。
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'**
'**  このソース コード は、 単なる Pervasive PSQL マニュ アルの補足的な ものです。
'**  Pervasive PSQL の使用に関する詳細については、
'**  Pervasive PSQL の該当するマニュ アルを参照し て く ださい。
'**
'********************************************************************}
' *******************************************************************
'                      データ型
' 
*********************************************************************
Option Explicit
DefInt A-Z
Global Const BOPEN = 0
Global Const BCLOSE = 1
Global Const BINSERT = 2
Global Const BUPDATE = 3
Global Const BDELETE = 4
Global Const BGETEQUAL = 5
Global Const BGETNEXT = 6
Global Const BGETPREVIOUS = 7
Global Const BGETGREATEROREQUAL = 9
Global Const BGETFIRST = 12
Global Const BGETLAST = 13
Global Const BCREATE = 14
Global Const BSTAT = 15
Global Const BBEGINTRANS = 19
Global Const BTRANSSEND = 20
Global Const BABORTTRANS = 21
Global Const BGETPOSITION = 22
Global Const BGETRECORD = 23
Global Const BSTOP = 25
Global Const BVERSION = 26
Global Const BRESET = 28
Global Const BGETNEXTEXTENDED = 36
Global Const BGETKEY = 50
Global Const KEY_BUF_LEN = 255
Rem  キー フ ラ グ
Global Const DUP = 1
Global Const MODIFIABLE = 2
Global Const BIN = 4
Global Const NUL = 8
Global Const SEGMENT = 16
Global Const SEQ = 32
Global Const DEC = 64
Global Const SUP = 128
Rem  キー タ イプ
Global Const EXTTYPE = 256
Global Const MANUAL = 512
Global Const BSTRING = 0
Global Const BINTEGER = 1
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Global Const BFLOAT = 2
Global Const BDATE = 3
Global Const BTIME = 4
Global Const BDECIMAL = 5
Global Const BNUMERIC = 8
Global Const BZSTRING = 11
Global Const BAUTOINC = 15
Global Const B_NO_ERROR = 0
Global Const B_END_OF_FILE = 9
Global Const VAR_RECS = &H1
Global Const BLANK_TRUNC = &H2
Global Const PRE_ALLOC = &H4
Global Const DATA_COMP = &H8
Global Const KEY_ONLY = &H10
Global Const BALANCED_KEYS = &H20
Global Const FREE_10 = &H40
Global Const FREE_20 = &H80
Global Const FREE_30 = &HC0
Global Const DUP_PTRS = &H100
Global Const INCLUDE_SYSTEM_DATA = &H200
Global Const NO_INCLUDE_SYSTEM_DATA = &H1200
Global Const SPECIFY_KEY_NUMS = &H400
Global Const VATS_SUPPORT = &H800
Global Const FLD_STRING = 0
Global Const FLD_INTEGER = 1
Global Const FLD_IEEE = 2
Global Const FLD_DATE = 3
Global Const FLD_TIME = 4
Global Const FLD_MONEY = 6
Global Const FLD_LOGICAL = 7
Global Const FLD_BYTE = 19
Global Const FLD_UNICODE = 20
Declare Function BTRCALL Lib "w3btrv7.dll" (ByVal OP, Pb As Any, Db As 
Any, DL As Long, ByRef Kb As Any, ByVal Kl, ByVal Kn) As Integer
Declare Function BTRCALLID Lib "w3btrv7.dll" (ByVal OP, Pb As Any, Db 
As Any, DL As Long, Kb As Any, ByVal Kl, ByVal Kn, ID As Any) As Integer
                
Sub SetField(ByRef fld As FieldMap, dataType As Long, Size As Long)
    fld.dataType = dataType
    fld.Size = Size
End Sub
btrv32vb.frm
'{*******************************************************************
'**
'**  Copyright 2003 Pervasive Software Inc. All Rights Reserved
'**
'********************************************************************}
'{*******************************************************************
'**
'**
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'**  btrv32vb.frm
'**
'**  このソ フ ト ウ ェアは、 Pervasive ソ フ ト ウ ェア開発キ ッ ト (SDK) の一部です。
'**
'**  このソース コード は、 単なる Pervasive PSQL マニュ アルの補足的な ものです。
'**  Pervasive PSQL の使用に関する詳細については、
'**  Pervasive PSQL の該当するマニュ アルを参照し て く ださい。
'**
'********************************************************************}
Option Explicit
Dim sPersonPosBlk As PosBlock     'Person ポジシ ョ ン ブロ ッ ク
Dim sPersonPosBlk2 As PosBlock    'Person ポジシ ョ ン ブロ ッ ク
Dim nPersonKeyNum As Integer      'Person イ ンデッ ク ス番号
Dim nKeyBufLen As Integer         ' キー バッ フ ァー長
Dim nKeyBufLen2 As Integer        ' キー バッ フ ァー長
Dim sKeyBuffer As String          'Person テーブルのキー バッ フ ァー
Dim sKeyBuffer2 As String         'Person テーブルのキー バッ フ ァー
Dim NewFileSpec As BtrFileSpec    ' フ ァ イルの STAT 取得に使用
Dim PersonRow As PersonRowType    'BTR32VBFieldMap.bas で作成される種類
Private Sub cmdExit_Click()
  Unload Me
End Sub
'********************************************************************
'   サンプルの メ イ ン プロ シージャ
'********************************************************************
Private Sub cmdRunTest_Click()
Dim lPersonID As Long
Dim recordaddress As Long
Dim prebuffer As PRE_GNE_BUFFER
Dim prebufftype As pregnebuffertype
Dim postbuffer As POST_GNE_BUFFER
Dim postbufftype As postgnebuffertype
Dim msg As String
Dim DataLen As Integer
Dim nStatus As Integer
Dim versionBuffer As VersionType
Dim versionstruct As Version_Struct
Dim i As Integer
Dim FileOpen As Boolean
Dim File2Open As Boolean
Dim personRecord As PersonRecType
Dim personRec As PersonRowType
Dim client As Client_ID
Dim clientrow As ClientIDType
Dim s As String
Dim s2 As String
Dim PosBlockSize As Integer
  PosBlockSize = 128
  
  sKeyBuffer = Space$(KEY_BUF_LEN)
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  sKeyBuffer2 = Space$(KEY_BUF_LEN)
  nKeyBufLen = KEY_BUF_LEN
  nKeyBufLen2 = KEY_BUF_LEN
  
  s = String(PosBlockSize, 0)
  s2 = String(PosBlockSize, 0)
  CopyMemory sPersonPosBlk, s, PosBlockSize
  CopyMemory sPersonPosBlk2, s2, PosBlockSize
  
  ' ユーザー定義パス を読み込む
  sKeyBuffer = Trim(txtInput.Text)
  sKeyBuffer2 = Trim(txtOutput.Text)
  
  nPersonKeyNum = 0
    
  'Version Btrieve 呼び出し
  
  For i = 0 To 11
    client.networkandnode(i) = CByte(0)
  Next i
  
  client.applicationID(0) = Asc("M")
  client.applicationID(1) = Asc("T")
  client.applicationID(2) = CByte(0)   ' "AA" 以上を設定
  client.threadID = 50
  
  ' 構造体をパッ ク された列に変換
  StructToRow clientrow.buf, ClientIDFldMap, client, LenB(client)
  
  nStatus = BTRCALLID(BVERSION, _
                     0, _
                     versionBuffer, _
                     LenB(versionBuffer), _
                     sKeyBuffer, _
                     nKeyBufLen, _
                     0, _
                     client)
                 
                      
  If nStatus = B_NO_ERROR Then
  
    ' パッ ク された列を構造体に変換
    RowToStruct versionBuffer.buf, Version_StructMap, versionstruct, _
                LenB(versionstruct)
                
    For i = 0 To 2
      If (versionstruct.ver(i).version > 0) Then
        msg = "Btrieve Versions returned are: " & _
               versionstruct.ver(i).version & "." & _
               versionstruct.ver(i).revision & _
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               " " & versionstruct.ver(i).MKDEId
        PrintLB (msg)
      End If
    Next i
    
  Else
    msg = "Btrieve B_VERSION status = " & nStatus
    PrintLB (msg)
  End If
  
  If nStatus = B_NO_ERROR Then
  
    ' Person テーブルを開 く (sample.btr)
   nStatus = BTRCALL(BOPEN, _
                       sPersonPosBlk, _
                      PersonRow, _
                      LenB(PersonRow), _
                      ByVal sKeyBuffer, _
                      nKeyBufLen, _
                      nPersonKeyNum)
                      
    msg = "Btrieve B_OPEN status = " & nStatus
    PrintLB (msg)
    If nStatus = B_NO_ERROR Then
      FileOpen = True
    End If
  End If
  
  If nStatus = B_NO_ERROR Then
  
    'GetEqual Btrieve 呼び出し
    lPersonID = 263512477 ' こ の社会保障番号のレ コード を検索
    nStatus = BTRCALL(BGETEQUAL, _
                      sPersonPosBlk, _
                      PersonRow, _
                      LenB(PersonRow), _
                      lPersonID, _
                      LenB(lPersonID), _
                      nPersonKeyNum)
                      
    msg = "Btrieve B_GETEQUAL status = " & nStatus
    PrintLB (msg)
    If nStatus = B_NO_ERROR Then
    
      ' 選択し たレ コード の出力
      
      PrintData PersonRow.buf
      
    End If
  End If
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  ' フ ァ イルのステータ ス を取得
  nStatus = BTRCALL(BSTAT, _
                    sPersonPosBlk, _
                    NewFileSpec, _
                    100, _
                    ByVal sKeyBuffer, _
                    nKeyBufLen, _
                    -1)
                      
  msg = "Btrieve B_STAT status = " & nStatus
  PrintLB (msg)
    
  If nStatus = B_NO_ERROR Then
  
    'sample2.bt を作成し て開 く
    nStatus = BTRCALL(BCREATE, _
                      0, _
                      NewFileSpec, _
                      100, _
                      ByVal sKeyBuffer2, _
                      nKeyBufLen2, _
                      0)
                      
    msg = "Btrieve B_CREATE status = " & nStatus
    PrintLB (msg)
  End If
  If nStatus = B_NO_ERROR Then
    nPersonKeyNum = 0
    nStatus = BTRCALL(BOPEN, _
                      sPersonPosBlk2, _
                      PersonRow, _
                      LenB(PersonRow), _
                      ByVal sKeyBuffer2, _
                      nKeyBufLen2, _
                      nPersonKeyNum)
                      
    ' 元のフ ァ イルからデータ を抽出し、 新しいフ ァ イルへ挿入
    If nStatus = B_NO_ERROR Then
      File2Open = True
    End If
  End If
  
  If nStatus = B_NO_ERROR Then
  
    ' getFirst を実行し てカレンシーを確立
    nPersonKeyNum = 2 'STATE-CITY index
    nStatus = BTRCALL(BGETFIRST, _
                      sPersonPosBlk, _
                      PersonRow, _
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                      LenB(PersonRow), _
                      ByVal sKeyBuffer, _
                      nKeyBufLen, _
                      nPersonKeyNum)
                      
    msg = "Btrieve B_GETFIRST status = " & nStatus
    PrintLB (msg)
  End If
  
  prebuffer.gneHeader.currencyConst = "UC"
  While nStatus = B_NO_ERROR
    
    prebuffer.gneHeader.rejectCount = 0
    prebuffer.gneHeader.numberTerms = 2
    
    ' 最初の条件を代入
    prebuffer.term1.fieldType = 11
    prebuffer.term1.fieldLen = 3
    prebuffer.term1.fieldOffset = 108
    prebuffer.term1.comparisonCode = 1
    prebuffer.term1.connector = 2
    prebuffer.term1.value = "TX" & Chr(0)
    
    '2 つ目の条件を代入
    prebuffer.term2.fieldType = 11
    prebuffer.term2.fieldLen = 3
    prebuffer.term2.fieldOffset = 108
    prebuffer.term2.comparisonCode = 1
    prebuffer.term2.connector = 0
    prebuffer.term2.value = "CA" & Chr(0)
    
    ' プロ ジェ ク シ ョ ン ヘッ ダーを設定し てレ コード全体を読み込む
    prebuffer.retrieval.maxRecsToRetrieve = 20
    prebuffer.retrieval.noFieldsToRetrieve = 1
   
    prebuffer.recordRet.fieldLen = 157
    prebuffer.recordRet.fieldOffset = 0
   
    prebuffer.gneHeader.descriptionLen = Len(prebuffer)
    
    ' 定義済みの列から、 パッ ク された配列をプ リ バッ フ ァーに作成
    StructToRow prebufftype.buf, pregnebufferMap, prebuffer, 
LenB(prebuffer)
    
    ' 定義済みの列から、 パッ ク された配列をポス ト バッ フ ァーに作成
    StructToRow postbufftype.buf, Post_GNE_BUFFERFieldMap, postbuffer, _
                LenB(postbuffer)
    
    ' プ リ バッ フ ァーをポス ト バッ フ ァー領域にコ ピー
    CopyMemory postbufftype, prebufftype, LenB(prebufftype)
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    'GetNextExtended Btrieve 呼び出し
    nStatus = BTRCALL(BGETNEXTEXTENDED, _
                      sPersonPosBlk, _
                      postbufftype, _
                      LenB(postbufftype), _
                      ByVal sKeyBuffer, _
                      nKeyBufLen, _
                      nPersonKeyNum)
                      
    msg = "Btrieve B_GETNEXTEXTENDED status = " & nStatus
    PrintLB (msg)
    
    'Get Next Extended は、 フ ァ イルの終わ り まで到達し て も レ コード を
    ' 返すこ と があ り ます
    If ((nStatus = B_NO_ERROR) Or (nStatus = B_END_OF_FILE)) Then
    
      InsertNewData postbufftype.buf
      
    End If
    
    prebuffer.gneHeader.currencyConst = "EG"
    
  Wend
  
  nPersonKeyNum = 0
  msg = " "
  PrintLB (msg$)
  If FileOpen = True Then
  
    ' 開いている フ ァ イルを閉じ る
    nStatus = BTRCALL(BCLOSE, _
                      sPersonPosBlk, _
                      0, 0, 0, 0, 0)
                      
    msg = "Btrieve B_CLOSE (sample.btr) status = " & nStatus
    PrintLB (msg)
  End If
  
  If File2Open = True Then
    nStatus = BTRCALL(BCLOSE, _
                      sPersonPosBlk2, _
                      0, 0, 0, 0, 0)
                      
    msg = "Btrieve B_CLOSE (sample2.btr) status = " & nStatus
    PrintLB (msg)
  End If
  
  ' リ ソースの解放
  nStatus = BTRCALL(BRESET, _
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                    "", _
                    0, _
                    0, _
                    CLng(0), _
                    0, _
                    0)
                    
  msg = "Btrieve B_RESET status = " & nStatus
  PrintLB (msg)
  
End Sub
Private Sub Form_Load()
  InitFieldMaps
  txtInput.Text = "<path>\samples\sample.btr"
  txtOutput.Text = "<path>\samples\sample2.btr"
  
End Sub
'********************************************************************
'  ListBox に書き込むためのヘルパー関数
'********************************************************************
Sub PrintLB(Item As String)
  frmBtrv32.lstBtrv.AddItem Item
End Sub
'********************************************************************
'  このサブルーチンでは、 最初のフ ァ イルからのデータ を次のフ ァ イルに挿入し ます。
'********************************************************************
Private Sub InsertNewData(row() As Byte)
Dim rec As POST_GNE_BUFFER
Dim msg As String
Dim i As Integer
Dim personRecord As PersonRecType
Dim personRec As PersonRowType
Dim DataLen As Integer
Dim nStatus As Integer '
  
  ' パッ ク された列を構造体に変換
  RowToStruct row, Post_GNE_BUFFERFieldMap, rec, LenB(rec)
  msg = "GetNextExtended returned " & rec.numReturned & " record(s)."
  PrintLB (msg)
  
  For i = 0 To rec.numReturned - 1
    personRecord = rec.recs(i).personRecord
    StructToRow personRec.buf, PersonFldMap, personRecord, 
LenB(personRecord)
    nStatus = BTRCALL(BINSERT, _
                      sPersonPosBlk2, _
                      personRec, _
                      LenB(personRec), _
                      ByVal sKeyBuffer2, _
                      nKeyBufLen2, _
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                      -1) ' カレンシー変更な し
  
    If (nStatus <> B_NO_ERROR) Then
      msg = "Btrieve B_INSERT status = " & nStatus
      PrintLB (msg)
    End If
  Next i
  
  msg = "Inserted " & rec.numReturned & _
        " records in new file, status = " & nStatus
  PrintLB (msg)
 
End Sub
'********************************************************************
'  このサブルーチンでは、 選択し たレ コード のデータ を出力し ます。
'********************************************************************
Private Sub PrintData(row() As Byte)
Dim rec As PersonRecType
Dim msg As String
  
  ' パッ ク された列を構造体に変換
  RowToStruct row, PersonFldMap, rec, LenB(rec)
  msg = " "
  PrintLB (msg$)
  msg = "Selected fields from the retrieved record are: "
  PrintLB (msg)
  msg = "ID =         " & Chr$(9) & rec.ID
  PrintLB (msg)
  msg = "First Name = " & Chr$(9) & rec.FirstName
  PrintLB (msg)
  msg = "Last Name =  " & Chr$(9) & rec.LastName
  PrintLB (msg)
  msg = "Address =    " & Chr$(9) & rec.Street
  PrintLB (msg)
  msg = "City =       " & Chr$(9) & rec.City
  PrintLB (msg)
  msg = "State =      " & Chr$(9) & rec.State
  PrintLB (msg)
  msg = "Country =    " & Chr$(9) & rec.Country
  PrintLB (msg)
  msg = "Zip =        " & Chr$(9) & rec.Zip
  PrintLB (msg)
  msg = "Phone =      " & Chr$(9) & rec.Phone
  PrintLB (msg)
  msg = " "
  PrintLB (msg$)
  
End Sub
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サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン ク、 実行

Visual Basic では、 32 ビ ッ ト  サンプル プログラムのコ ンパイル、 リ ン

ク、 実行を、 以下の方法で行います。

1 Visual Basic プロ グ ラ ミ ング環境では、 ［フ ァ イル］ メ ニューの ［プロ

ジェ ク ト を開 く ］ を選択し ます。

2 Btr3VbSample.vbp プロ ジェ ク ト  フ ァ イルを開き ます。

3 入出力テキス ト  ボ ッ ク ス を編集し、 使用する  sample.btr および

sample2.btr のフルパス を指定し ます。

4 ツール バーの ［開始］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

サンプル プ ロ グ ラ ムがコ ンパイルおよび リ ン ク され、 ［Btrieve Visual
Basic Sample］ ウ ィ ン ド ウが作成されます。

5 ［Btrieve Visual Basic Sample］ ウ ィ ン ド ウの ［Run Test］ ボタ ンを ク リ ッ

ク し ます。

サンプル プロ グ ラ ムが実行されます。
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